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第 1 章 概要

IBM® OpenLink は、データ統合、データ変換、データ・クレンジング、およびデー
タ・メンテナンスのためのプラットフォームです。これにより、IBM Omni-Channel

Merchandising スイートを使用したバック・オフィス・アプリケーションの統合の煩
雑さを軽減できます。

IBM OpenLink は、データ統合、データ変換、データ・クレンジング、データ・メ
ンテナンスのためのプラットフォームです。IBM Omni-Channel Merchandising スイ
ートにより、バック・オフィス・アプリケーションの統合の煩雑さを軽減できま
す。

IBM OpenLink を使用することにより、DBA、価格設定アナリスト、価格設定マネ
ージャーは以下のような操作ができるようになります。

v バックオフィス・アプリケーションとデータウェアハウスをシームレスに統合

v お客様固有のフォーマットで提供されたデータ・ファイルのインポート、検証、
承認

v カテゴリーを集計または解析し、カテゴリー間のカニバリズムや補完関係を分析

v コンテンツ・クレンジング製品により、より正確なデータを作成

v デマンド・モデル・カテゴリーから導き出した係数により、最適化結果を予測

v ユーザーによる操作を最低限に抑えて、価格を効率よく店舗へ配信

関連トピック

2ページの『対象読者』
IBM OpenLink は、主として、マーチャンダイジング担当者、カテゴリー・マネ
ージャー、会計担当者、IT 管理者の 4 つのグループのユーザーを対象者として
設計されています。

2ページの『前提知識』
IBM OpenLink を使用するための前提知識については、このセクションを参照し
てください。

2ページの『翻訳』
IBM Openlink は、いくつかの各国語バージョンで用意されています。

2ページの『画面キャプチャーと図』
画面キャプチャーと図は、商品を使用するときのイメージを視覚的に説明するた
めのものです。

3ページの『始める前に』
OpenLink を使い始める前に、システム要件について確認してください。

3ページの『システム要件』
この参照は、IBM Omni-Channel Merchandising サービスを使用するための標準
的なシステム要件について知るために使用します。

5ページの『OpenLink へのログイン』
IBM OpenLink を使い始める前に、ユーザー名とパスワードを使用してまず
IBM Omni-Channel Merchandising システムにログインする必要があります。

© Copyright IBM Corp. 2002, 2016 1



対象読者
IBM OpenLink は、主として、マーチャンダイジング担当者、カテゴリー・マネー
ジャー、会計担当者、IT 管理者の 4 つのグループのユーザーを対象者として設計
されています。

IBM OpenLink は、マーチャンダイジング担当者、カテゴリー・マネージャー、会
計担当者、IT 管理者の主に 4 つのグループのユーザーを対象者として設計されて
います。

前提知識
IBM OpenLink を使用するための前提知識については、このセクションを参照して
ください。

Web ブラウザー、インターネット、および Microsoft Windows オペレーティング・
システムの使用経験が必要です。メニューを使用したナビゲーション、様々なボタ
ンの使用、スプレッドシートやレポートでの作業、および Web ページのナビゲー
ションが自由にできる必要があります。

概念とタスクについて学習する際には、Microsoft Excel に関する十分な知識が前提
となります。

翻訳
IBM Openlink は、いくつかの各国語バージョンで用意されています。

Openlink アプリケーション・インターフェースは、以下の各国語で対応可能です。

v ブラジル・ポルトガル語

v 中国語

v フランス語

v ドイツ語

v 日本語

v ロシア語

v スペイン語

IBM OpenLink では、複数の通貨を使用することができ、ローカライズ版では国際
通貨をサポートしています。

画面キャプチャーと図
画面キャプチャーと図は、商品を使用するときのイメージを視覚的に説明するため
のものです。

画面キャプチャーと図は、商品を使用するときのイメージを視覚的に説明するため
のものです。これは、ご使用のプラットフォームや、システムのカスタマイズ方法
によって異なります。そのため、図はあくまで一例であることをご了承ください。
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始める前に
OpenLink を使い始める前に、システム要件について確認してください。

OpenLink を使い始める前に、システム要件について確認してください。

関連トピック

『システム要件』
この参照は、IBM Omni-Channel Merchandising サービスを使用するための標準
的なシステム要件について知るために使用します。

4ページの『IBM Omni-Channel Merchandising サービスについて』
IBM OpenLink のパフォーマンスは、次の要因に影響されることがあります。

システム要件
この参照は、IBM Omni-Channel Merchandising サービスを使用するための標準的な
システム要件について知るために使用します。

以下に、IBM Omni-Channel Merchandising サービスを使用する際の標準的なシステ
ム要件の詳細を説明します。

注: これらのリソース要件は、IBM Omni-Channel Merchandising サービスのみに適
用されます。他のアプリケーションを同時に実行すると、システムのパフォーマン
スが低下する可能性があります。各アプリケーションの要件を参照して、コンピュ
ーターで追加調整をすることが必要な場合があります。

最小 推奨 サポートされていな
い

RAM 1 GB 1.5 GB < 1 GB

CPU 1 Ghz 2 Ghz < 900 Mhz

空きディスク・スペ
ース

50 MB 100 MB < 50 MB

OS Windows XP Windows XP または
Windows 7

Windows 以外、
Windows

2000、Windows

95/ME、Windows 8

ブラウザー* Internet Explorer 11

ブラウザーでは、128

ビット暗号化のサポ
ートが有効になって
いる必要がありま
す。

Internet Explorer 11

または Mozilla

Firefox

ブラウザーでは、128

ビット暗号化のサポ
ートが有効になって
いる必要がありま
す。

Netscape、エンタープ
ライズ・モードでの
Internet Explorer

11、Internet Explorer

10 以前、
Opera、Safari
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エクスポート・アプ
リケーション

Adobe Acrobat Reader

7

MS Office 2002 (XP)

(Excel .xls ファイル
形式)

Adobe Acrobat Reader

7 以降

MS Office 2003 また
は MS Office 2007

(Excel .xls または
.xlsx ファイル形式)

Adobe Flash Adobe Flash 10.3.181 Adobe Flash 11 以上 Adobe Flash 9 以下

画面解像度 1024 x 768 1024 x 768 > 1900 x 1200

接続 T1 T1 ダイヤルアップ、T1

より低速

マウス 2 ボタン スクロール機能付き
3 ボタン

-

注: これらのブラウザーは、Microsoft Windows オペレーティング・システムのみで
認定およびサポートされています。

IBM Omni-Channel Merchandising サービスについて
IBM OpenLink のパフォーマンスは、次の要因に影響されることがあります。

IBM Omni-Channel Merchandising サービスには、Web ブラウザーを使用してアクセ
スします。OpenLink 内でボタンをクリックするたびに、ワールド・ワイド・ウェブ
を通じてデータ要求が送信されます。そのため、OpenLink の処理速度は、次の要因
に影響されます。

v Web 上での通信量

v 小売業者のネットワークの帯域幅

v 小売業者が設定しているファイアウォールやその他の Web アクセス制限

v ページに表示される行数

関連トピック

『企業ロゴの表示』
IBM では、すべてのアプリケーション・ページの右上隅にお客様の企業ロゴま
たは企業ブランドを表示することができます。

企業ロゴの表示
IBM では、すべてのアプリケーション・ページの右上隅にお客様の企業ロゴまたは
企業ブランドを表示することができます。

IBM では、すべてのアプリケーション・ページの右上隅にお客様の企業ロゴまたは
企業ブランドを表示することができます。そうすることで、よりパーソナルな印象
をアプリケーションに追加できます。お客様のロゴの表示を要求するには、イメー
ジ・ファイルを添付して「技術サポートへの問い合わせ」を開きます。
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送信する前に、イメージ・ファイルのフォーマット設定に関する以下のガイドライ
ンを参照してください。

v ロゴの高さは 24 ピクセル以下にしてください。

v ロゴの周囲の空白は、すべて削除してください。

v ロゴの背景はなるべく透明にしてください。白の背景にすることもできます。

v 推奨されるイメージ形式は GIF と JPG です。

アプリケーション・ページのロゴがバランスよく、見た目に魅力的になるように、
IBM でイメージを多少調整することがあります。

OpenLink へのログイン
IBM OpenLink を使い始める前に、ユーザー名とパスワードを使用してまず IBM

Omni-Channel Merchandising システムにログインする必要があります。

このタスクについて

IBM OpenLink を使い始める前に、ユーザー名とパスワードを使用してまず IBM

Omni-Channel Merchandising システムにログインする必要があります。

新規ユーザーでログイン情報がない場合には、ログイン・ページからサポート・ケ
ースを開いて、ユーザー名とデフォルトのパスワードを要求できます。サポートで
は、ユーザーが IBM に送信した E メール・アドレスに基づいて、固有のユーザー
名を生成します。サポートから提供されたパスワードを使用してログインしたら、
続行する前にデフォルトのパスワードを変更するように求められます。詳しくは、
8ページの『新規ユーザーとしてのログイン』を参照してください。

注: ユーザーのセキュリティー要件に適合するように、IBM お客様サポートは、組
織のユーザーが IBM Omni-Channel Merchandising にログインできるコンピュータ
ーの IP アドレスの範囲を指定します。許可される IP アドレスのリストにはない
IP アドレスからログインしようとしたユーザーは、すべての IBM Omni-Channel

Merchandising アプリケーションへのアクセスが拒否されます。詳しくは、お客様サ
ポートにお問い合わせください。

OpenLink を開始するには、以下のようにします。

手順
1. Internet Explorer を開きます。

2. ブラウザーのアドレス・フィールドに IBM Omni-Channel Merchandising 製品
の Web アドレス (https://mydt.demandtec.com または https://

第 1 章 概要 5



companyname.demandtec.com) を入力して、Enter キーを押します。ログイン・
ページが表示されます。

3. ログイン・ページにユーザー名とデフォルトのパスワードを入力して、「ログ
イン」をクリックします。パスワードを忘れた場合は、 12ページの『パスワー
ドのリセット』を参照してください。

4. 「マイ・アカウント」ページが表示され、デフォルトのパスワードを次の要件
に適合するパスワードに変更するように求められます。

v 少なくとも 8 文字である

v 少なくとも 1 つの英文字を含む

v 1 つ以上の数字 (0 から 9) が含まれている

v 記号 (!@#$%^_+- ={}[]:;?|) が少なくても 1 つ含まれている (必須ではあり
ませんが、推奨されます)

5. 「再入力」フィールドにパスワードを再入力します。

6. セキュリティー用の質問を選択し、答を入力します。答には少なくとも 4 文字
を指定する必要があります。

6 IBM OpenLink: ユーザーズ・ガイド



7. 「保存」をクリックします。確認ページが表示されたら、「ログインを続ける
(Continue to login)」リンクをクリックして、ログイン・ページに戻ります。

8. ログイン・ページにユーザー名と新規パスワードを入力して、「ログイン」を
クリックします。

1 つの企業インスタンス (組織) に対してのみアクセス権限があるユーザーは、
次のいずれかのページに移動します。

v 「IBM Omni-Channel Merchandising ホーム」ページ

v Deal Management ユーザー用の「Deal Management ホーム」ページ

v 両タイプのユーザー用の「マイ・アカウント」ページ (このページで、プロ
モーション計画および管理を選択できます)。このページについて詳しくは、
13ページの『マイ・アカウント・ページ』を参照してください。

しかし、ユーザーが複数の組織に対してアクセス権限があると、初回の「組織
の選択」ページに、ユーザーがアクセス可能な組織が表示されます。組織を選
択すると、上記のページのいずれかに移動します。

注:

v セキュリティー上の理由から、パスワードを 13 週おきに変更するように求
められます。パスワードを変更しないと、ロックアウトされてログイン・ペ
ージが使用できなくなります。操作を継続するには、お客様サポートにご連
絡いただく必要があります。

v IBM では、「IBM Omni-Channel Merchandising ホーム」ページにブック
マークを付けて、Internet Explorer の「お気に入り」に入れておくことをお勧
めします。「カスタマー・トレード計画」ページにブックマークを付けるこ
ともできます。「お気に入り」のリストからページを選択すると、ログイン
後に、該当ページに直接移動します。

9. 「IBM Omni-Channel Merchandising ホーム」ページで、プライマリー・ナビ
ゲーション・ドロップダウンの「価格」 、「プロモーション」、「マークダウ
ン」、または「オープン・リンク」をクリックし、アプリケーションを開きま
す。
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10. 「管理」をクリックして概要ページに移動します。概要ページには、全アプリ
ケーションに共通する管理用タスクおよびコンポーネントへのリンクがありま
す。

関連トピック

『新規ユーザーとしてのログイン』
ログイン情報が不明な場合は、ログイン・ページから登録して、新しい IBM

Omni-Channel Merchandising ネットワーク ID を取得する必要があります。

12ページの『パスワードのリセット』
この手順は、現行パスワードをリセットする場合に使用します。

13ページの『マイ・アカウント・ページ』
「マイ・アカウント」ページでは、自分のアカウントに関する情報を変更するこ
とができます。

14ページの『IBM OpenLink からのログアウト』
任意のページの上部にある「ログアウト」リンクをクリックするだけで、IBM

OpenLink を終了できます。

新規ユーザーとしてのログイン
ログイン情報が不明な場合は、ログイン・ページから登録して、新しい IBM

Omni-Channel Merchandising ネットワーク ID を取得する必要があります。

このタスクについて

ログイン情報が不明な場合は、ログイン・ページから登録して、新しい IBM

Omni-Channel Merchandising ネットワーク ID を取得する必要があります。新しい
アカウントを登録すると、お客様サポート・チームの手配により、アカウントを利
用して、プロモーションやお客様の会社が購入して使用可能にしたその他すべての
サービスにアクセスできるようになります。

新しいアカウントを登録するには、以下のようにします。
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手順
1. Internet Explorer を開きます。

2. ブラウザーのアドレス・フィールドに IBM Omni-Channel Merchandising 製品
の Web アドレス (https://mydt.demandtec.com または https://

companyname.demandtec.com) を入力して、Enter キーを押します。IBM

Omni-Channel Merchandising システムのログイン・ページが表示されます。

3. 新規アカウントを要求するには、「新規ユーザーのログイン要求 (New User
Login Request)」をクリックします。
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4. 連絡先情報、会社名、および会社の E メール アドレスを入力します。IBM か
ら、アカウント関連のすべての情報が、指定された E メール・アドレスに送信
されます。IBM Omni-Channel Merchandising サービスにログインするために使
用するログイン ID を選択します。

5. 「送信」をクリックして、新規アカウントを作成します。要求の送信後に、指
定された E メール・アドレスに、お客様のアカウントの一時パスワードが記載
された E メールが送信されます。

6. ご利用条件を読み、「同意します」をクリックして、アカウントの作成を続行
します。次に、パスワードを変更してセキュリティー用の質問を設定するよう
に求められます。
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7. ランダムに生成されたパスワードを変更し、以下の条件を満たす新規パスワー
ドを選んでください。

v 少なくとも 8 文字である

v 少なくとも 1 つの英文字を含む

v 1 つ以上の数字 (0 から 9) が含まれている

v 記号 (!@#$%^_+- ={}[]:;?|) が少なくても 1 つ含まれている (必須ではあり
ませんが、推奨されます)

8. 「再入力」フィールドにパスワードを再入力します。

9. セキュリティー用の質問を選択し、答を入力します。答には少なくとも 4 文字
を指定する必要があります。

10. 「保存」をクリックします。確認ページが表示されたら、「ログインを続行
(Continue to login)」リンクをクリックして、ログイン・ページに戻ります。

11. ログイン・ページにユーザー名と新規パスワードを入力して、「ログイン」を
クリックします。

12. アカウントを作成すると、サポートから自動的に通知が送信され、該当するす
べてのアプリケーションの権限がアカウントに提供されます。このプロビジョ
ニング・プロセスが完了すると、アカウントに指定したアドレスに E メールが
送信されます。

注:

v セキュリティー上の理由から、パスワードを 13 週おきに変更するように求
められます。パスワードを変更しないと、ロックアウトされてログイン・ペ
ージが使用できなくなります。操作を継続するには、お客様サポートにご連
絡いただく必要があります。

v 「IBM Omni-Channel Merchandising ホーム」ページにブックマークを付け
て、Internet Explorer の「お気に入り」に入れておくことをお勧めします。
IBM Omni-Channel Merchandising サービス・ページにもブックマークを付け
ることができます。「お気に入り」のリストからページを選択すると、ログ
イン後に、該当ページに直接移動します。
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13. 「IBM Omni-Channel Merchandising ホーム」ページで、プライマリー・ナビ
ゲーション・ドロップダウンの「オープン・リンク」セクションをクリックし
て、IBM OpenLink を開きます。

14. 「データ」または「管理」をクリックして概要ページに移動します。概要ペー
ジには、全アプリケーションに共通する管理用タスクおよびコンポーネントへ
のリンクがあります。

パスワードのリセット
この手順は、現行パスワードをリセットする場合に使用します。

このタスクについて

現在のパスワードをリセットするには、以下のようにします。

手順
1. IBM Omni-Channel Merchandising のログイン・ページで、「パスワードを忘れ
た場合」をクリックします。 「パスワードのリカバリー」ページが表示されま
す。

2. ユーザー名を入力して CAPTCHA イメージのワードを入力し、「新規パスワー
ドの送信」をクリックします。

注: 自分のユーザー名が分からない場合や、指定したアドレスで E メールを受
信できない場合は、IBM のお客様サポートにご連絡いただく必要があります。

3. E メールの受信ボックスをチェックして、一時アカウント・パスワードを確認し
ます。一時パスワードでログインした後に、アカウントの新規パスワードを選択
する必要があります。
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マイ・アカウント・ページ
「マイ・アカウント」ページでは、自分のアカウントに関する情報を変更すること
ができます。

このタスクについて

ログインした後に、自分のアカウント情報を変更するのは、「マイ・アカウント」
ページになります。例えば、複数のインスタンスにアクセス権限がある場合には、
異なるインスタンスに切り替えることができます。また、インスタンスが利用可能
な商品リストから IBM Omni-Channel Merchandising のサービスを開くこともでき
ます。

注: いくつかのブラウザー・ウィンドウが一度に開くことがありますが、すべての
ウィンドウは、同じインスタンスにアクセスします。ユーザーは同じセッションで
同時に 2 つのインスタンスにアクセスすることはできません。

このページには、次のような別のリンクも含まれています。

v 「セキュリティー設定」の横にある「編集」リンクを使用すると、IBM にログイ
ンしたままで既存のパスワードやセキュリティー用の質問を変更できます。

v 「サポート」リンクは、「マイ・アカウント」ページの一番右にあります。この
リンクから、IBM お客様サポートのサポート・チケットを入力するための Web

サポート・サイトが開きます。

インスタンスまたはサービスを変更するには、以下のようにします。

手順
1. ページの上部にある「マイ・アカウント」リンクをクリックして、「マイ・アカ
ウント」ページを開きます。
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2. インスタンスを変更するには、「現行インスタンス」の横にある「変更」リンク
をクリックします。「インスタンスの選択」ページに戻るので、別のインスタン
スを選択できます。

3. 別の IBM Omni-Channel Merchandising アプリケーションに切り替えるには、
「マイ商品」リストからサービスを選択します。アプリケーションの初期ページ
に移動します。

IBM OpenLink からのログアウト
任意のページの上部にある「ログアウト」リンクをクリックするだけで、IBM

OpenLink を終了できます。

任意のページの上部にある「ログアウト」リンクをクリックするだけで、IBM

OpenLink を終了できます。保存済みの設定はすべて、次回のログインに備えて保持
されます。ログアウト後は、初期ログイン・ページに戻ります。

ログアウトせずに、ブラウザー・ウィンドウを閉じるか、別の Web ページに移動
した場合、非アクティブな状態で 30 分経過すると自動的にログアウトされます。
アプリケーションを使用するには、ログイン・ページからログインすることが必要
になります。

注: IBM のお客様サポートでは、お客様の組織の使用パターンとセキュリティー・
ポリシーに基づき、15 分、60 分、120 分、180 分など、異なるセッション・タイ
ムアウト値を構成できます。

注: アプリケーションを使用していない場合は、セキュリティー上の理由およびシ
ステム・リソースの解放のために、ログアウトしてください。

「OpenLink の概要」ページ
「概要」ページには、OpenLink アプリケーションのすべての機能が表示されていま
す。また、サブタイプごとに機能がグループ化されており、各機能の説明が表示さ
れています。

サービスのドロップダウン・メニューから「オープン・リンク」を選択すると、
OpenLink の「概要」ページに移動します。「概要」ページには、OpenLink アプリ
ケーションのすべての機能が表示されています。また、サブタイプごとに機能がグ
ループ化されており、各機能の説明が表示されています。「オープン・リンク」の
ドロップダウン・メニューから同じページにアクセスすることもできます。

このガイドでは、商品への属性設定プロセスに必要なページとタスクについてのみ
説明します。属性設定は、一連のタスクであり、モデル化処理と最適化処理のため
の商品情報を作成します。
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データのインポート
この手順は、IBM OpenLink にデータをインポートする場合に使用します。

このタスクについて

IBM OpenLink へのデータのインポートには、次の方法を使用します。

手順
1. データ (テキスト .txt ファイル) は、IBM OpenLink アプリケーションを使用し
て受信されます。これは、新しいデータをインポートする最も一般的な方法で
す。ユーザーから、売上、ロケーション、商品、競合価格、商品原価変更につい
てのデータが毎週 IBM Omni-Channel Merchandising に (FTP 経由で) 送られま
す。このデータは OpenLink で受信され、自動検証を使用してデータがクリーン
であることが確認されます。これらのファイルへの手動の介入、つまりユーザー
による操作はほとんどありません。インポート済みファイルは、「インポート・
ダッシュボード」レポートを使用してモニターできます。詳しくは、 16ページ
の『インポートおよびエクスポート・アクティビティーの表示』を参照してくだ
さい。

一連のデータが多い場合は、OpenLink を通じて送信し、自動データ精度スクリ
ーニングを利用してください。OpenLink は不正確なデータや破損したデータが
アプリケーションに入力されるのを防止するために使用するツールです。データ
は標準形式に書き込まれた後に検証されます。この検証ではエラーをチェック
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し、エラーにフラグを付けます。エラーは修正され、検証が再び実行されます。
この処理の最終出力は、クリーンで正確なデータです。

2. 商品情報ファイル (PIF) エクスポート/インポート処理。この処理では、PIF を
MS Excel 形式のファイルにエクスポートし、商品の属性を設定し、その情報を
システムへと再度インポートできます。詳しくは、 89ページの『第 4 章 属性
設定の概要』を参照してください。

関連トピック

『インポートおよびエクスポート・アクティビティーの表示』
OpenLink を使用して IBM Omni-Channel Merchandising のファイルをインポー
トおよびエクスポートすると、データ・ファイルを自動的に管理することがで
き、商品情報が利用可能になったときに更新されます。

インポートおよびエクスポート・アクティビティーの表示
OpenLink を使用して IBM Omni-Channel Merchandising のファイルをインポートお
よびエクスポートすると、データ・ファイルを自動的に管理することができ、商品
情報が利用可能になったときに更新されます。

OpenLink を使用して IBM Omni-Channel Merchandising のファイルをインポートお
よびエクスポートすると、データ・ファイルを自動的に管理することができ、商品
情報が利用可能になったときに更新されます。インポートおよびエクスポートの操
作がいっそう複雑になるにつれて、これらの操作の追跡は複雑な作業になる可能性
があります。

この問題を解決するために、OpenLink には、直感的に操作が可能なインポート・ダ
ッシュボードとエクスポート・ダッシュボードが実装されています。このダッシュ
ボードを使用して、スケジュール済みデータおよびオンデマンド・データの転送ア
クティビティーを表示できます。

注: 「インポート・ダッシュボード」ページは、バージョン 10.1 以前の「インポー
ト」、「承認済みインポート」、および「ファイル・アップロード」ページの後継
機能です。

「インポート・データの制御」ページを使用して、各種バッチのインポートの頻度
および設定を制御できます。このレポートには、ファイル・パターン、数量、履歴
範囲、データ・ロード時間のしきい値、その他のインポート情報が表示されます。
このページのアクセスと使用について詳しくは、IBM 担当員にお問い合わせくださ
い。

関連トピック

17ページの『インポート・ダッシュボード』
「インポート・ダッシュボード」では、単一ファイルをアップロードできるよう
にする一方、インポート関連のステータス情報をすべて 1 ページに統合しま
す。

18ページの『エクスポート・ダッシュボード』
「エクスポート・ダッシュボード」には、OpenLink のすべてのエクスポート・
アクティビティーが表示されます。これにより、企業のスケジュール済みエクス
ポートおよびオンデマンドのエクスポートをモニターできます。
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インポート・ダッシュボード
「インポート・ダッシュボード」では、単一ファイルをアップロードできるように
する一方、インポート関連のステータス情報をすべて 1 ページに統合します。

「インポート・ダッシュボード」では、インポート関連のステータス情報をすべて
1 ページに統合します。また、「ファイルのインポート」ボタンにより、単一ファ
イルをアップロードできます。このダッシュボードには、現在実行している各イン
ポート・プロセスのリアルタイムの状況と、成功、失敗、および前回のインポート
の特性が表示されます。

OpenLink で各ファイルが処理されるにつれて、インポート・ダッシュボードを使用
して、バッチ・ステータス、インポート・プロセス、およびインポート時に発生し
たエラーを表示できます。このダッシュボードは、各インポートに関する情報が読
み取り専用のグリッド形式で含まれています。このグリッドには、以下の列が含ま
れています。

v 「バッチ・タイプ」: パイプラインにあるデータ・ファイルのデータ・タイプ。

v 「ファイル名」: データ・ファイルのファイル名。

v 「バッチ・ステータス」: パイプラインにあるデータのステータス。ステータス
値は、以下のようになります。

v 「受信」: ファイルは適切な OpenLink フォルダーに転送済みですが、データ・
ロード・プロセスによりピックアップされていません。このファイルに関連付け
られているバッチはありません。

v 「読み込み準備完了 (手動)」: ファイルが「ファイルのインポート」ボタンによ
って手動で読み込まれた場合は、このサブステータスが表示されます。

v 「処理中」: ファイルがデータ・ロード・プロセスによりピックアップされ、現
在処理が進行中です。

v 「サブステータス」: 「処理中」のサブステータス情報も表示されます。例: 処理
中 – 妥当性検査、処理中 – DB 読み込み。

v 「読み込み済み」: ファイルはデータベースに正しく読み込まれました。すべて
のレコードが正しく読み込まれています。

v 「読み込み済み (エラーあり)」: ファイルの一部のレコードはデータベースに読
み込まれませんでしたが、その他のレコードは正しく読み込まれています。拒否
されたレコードは、リジェクト・ファイルで利用できます。

v 失敗: データベースにレコードが読み込まれませんでした。このステータスは、
レベル 1 エラーの結果です。
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v 「中間バッチ ID」: 利用可能な場合の、このデータ・ファイルのバッチ ID。フ
ァイルが読み込み対象としてマークされていない場合、このフィールドは空にな
ります。

v 「総レコード数」 : 受信したデータ・ファイル内のレコードの総数。

v 「却下総数」: エラーのために拒否されたレコードの総数。

v 「レベル 1 エラー」: きわめて重大なエラーを引き起こしたレコード数。インポ
ートは失敗します。

v 「レベル 2 エラー」: 重大なエラーを引き起こしたレコード数。これらのレコー
ドの読み込みは失敗します。

v 「レベル 3 エラー」: 小さなエラーのあるレコード数。警告が出ます。

v 「開始日」: データ・ファイルがデータ・ロード・プロセスによりピックアップ
された日時。

v 「終了日」: ファイルのデータ・ロード・プロセスが完了した日時。

v 「読み込み時間」: 開始日から終了日の間の総経過時間 (分)。

v 「平均読み込み時間」: 最後の N 回のデータ・ロードにデータ・ファイルのレコ
ード数の重みを付けて算出した、同じタイプのデータの平均読み込み時間。N

は、各データ・タイプの「インポート・データの制御」ページで構成可能な値で
す。これはデフォルトではダッシュボードに表示されないオプションのフィール
ドですが、「プリファレンス編集」ページで追加できます。

v 「数量差異」: 入力ファイルと最後の N 回のデータ・ロードにおける同じデー
タ・タイプの平均レコード数との間のレコード数の差異。これはデフォルトでは
ダッシュボードに表示されないオプションのフィールドですが、「プリファレン
ス編集」ページで追加できます。

v 「承認者」: データ・ロード・プロセスを開始したユーザーのユーザー名。プロ
セスが自動化されている場合、ユーザーは「Internal User」(内部ユーザー) となり
ます。

関連トピック

15ページの『データのインポート』
この手順は、IBM OpenLink にデータをインポートする場合に使用します。

エクスポート・ダッシュボード
「エクスポート・ダッシュボード」には、OpenLink のすべてのエクスポート・アク
ティビティーが表示されます。これにより、企業のスケジュール済みエクスポート
およびオンデマンドのエクスポートをモニターできます。

「エクスポート・ダッシュボード」には、OpenLink のすべてのエクスポート・アク
ティビティーが表示されます。これにより、企業のスケジュール済みエクスポート
およびオンデマンドのエクスポートをモニターできます。エクスポート・ダッシュ
ボードを表示するには、「オープン・リンク」>「エクスポート・ダッシュボード」
に移動します。基本ダッシュボード・ビューには、以下のものが表示されます。
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「エクスポート・ダッシュボード」ページのフィールドは、すべて読み取り専用で
す。ダッシュボードは、以下の列で構成されています。

v 「タイプ」: エクスポート・タイプ: 価格、プロモーション詳細、マークダウンな
ど。

v 「エクスポート名」: ユーザー定義のエクスポート名またはエクスポートの説
明。

v 「ディビジョン」: エクスポートに関連するディビジョン。

v 「ステータス」: パイプライン内のデータの状態。「ステータス」列には、複数
の値が表示される場合があります。

v 「スケジュール済み」: エクスポートはスケジュールされていますが、まだ実行
されていません。

v 「抽出中」: エクスポート処理で、データベースからデータが抽出されていま
す。

v 「エクスポート済み」: データは DB から抽出済みで、エクスポートに付属する
後処理スクリプトがすべて正しく実行されました。

v 「エラー」: エクスポートに失敗しました。

v 「レコード数」: エクスポートされたレコード数。

v 「開始時刻」: エクスポートが開始された日時。

v 「終了時刻」: エクスポートが完了した日時。

v 「経過時間」: 開始日から終了日の間の総経過時間 (分)。

v 「エクスポート実行者」: データ・エクスポート・プロセスを開始したユーザー
のユーザー名。プロセスが自動化されている場合、ユーザーは「Internal

User」(内部ユーザー) となります。

86ページの『データのエクスポート』

87ページの『エクスポート・ステータスの確認』

ユーザー管理の権限
ユーザー管理の権限を以下に示します。

v カレンダー期間定義の管理 (Administer Calendar Period Definitions) - ユーザー
は、「管理」ページの「カレンダー管理」セクションでデフォルト・カレンダー
期間を変更でき、新規のカレンダー期間定義ファイルをアップロードできます。
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v 企業全体の UI プリファレンスの管理 - ユーザーは、企業内のすべてのユーザー
を対象に、「レポート編集」ページでデフォルト・レポート設定値を設定できま
す。

v 表示セットアップの管理 - ユーザーは、陳列テンプレートを読み込み、「陳列計
画」ツールを構成し、陳列の特性を管理できます。

v ジョブ・スケジューラーの管理 - ユーザーは、ジョブ・スケジューラー・キュー
内のジョブを編集できます。これらは、ユーザーには意識されずに実行されるプ
ロセスです。

v 通知別名の管理 - ユーザーは、ユーザーのグループがアラートを受信するための
通知別名を作成、削除、または編集できます。

v 組織の管理 - IBM Omni-Channel Merchandising サポートおよび IBM

Omni-Channel Merchandising 操作に、新規企業の設定、および企業情報の編集を
許可します。

注: 「組織の管理」は、IBM Omni-Channel Merchandising サポートおよび IBM

Omni-Channel Merchandising 操作のユーザーに対してのみ選択する必要がありま
す。データベース・プロパティーの設定を誤ると、アプリケーションが不安定に
なる可能性があります。

v タスク・スケジューラーの管理 - ユーザーは、タスク・スケジューラーでタスク
を作成および管理できます。

v 権限の編集 - ユーザーはすべてのユーザー権限を編集できます。それぞれの組織
内で、少なくとも 1 人のユーザーがこの権限を持っている必要があります。

v システム構成の編集 - IBM Omni-Channel Merchandising サポートおよび IBM

Omni-Channel Merchandising 操作に、企業のシステム構成の編集を許可します。

注: 「システム構成の編集」は、IBM Omni-Channel Merchandising サポートおよ
び IBM Omni-Channel Merchandising 操作のユーザーに対してのみ選択する必要
があります。システム・プロパティーの設定を誤ると、アプリケーションが不安
定になる可能性があります。

v ユーザーの編集 - ユーザーは、ユーザーを作成、編集、および削除できます。

v OpenLink 管理 - IBM Omni-Channel Merchandising サポートおよび IBM

Omni-Channel Merchandising 操作に、IBM Omni-Channel Merchandising OpenLink

の管理を許可します。

v ジョブを表示する - ユーザーは、ジョブ・スケジューラー・キューに入っている
ジョブを表示できます。
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第 2 章 アプリケーション内のナビゲーション

IBM Omni-Channel Merchandising ワークスペースでは、該当する権限を持っている
すべてのアプリケーションにアクセスできます。ほとんどのアプリケーションおよ
びページは、類似したナビゲーション機能 (検索、レポート、ページ送りなど) を共
有しています。すべての機能が、すべてのページ、すべてのアプリケーションで同
じように動作します。

IBM Omni-Channel Merchandising の特定のエリアにアクセスできるかどうかは、権
限によって決まります。

関連トピック

22ページの『レポートの検索』
レポートは、情報をフィルター処理する方法を事前に定義したものです。さまざ
まな画面で、さまざまなレポートを使用できます。

27ページの『レポート内での編集』
レポート内からフィールドを編集するには、この手順を使用します。

27ページの『データ集約』
いくつかのレポートでは、さまざまな集約レベルでデータを表示できます。

27ページの『検索』
単語、英文字、数字、または文字を対象に列を検索するには、この手順を使用し
ます。

28ページの『レポート列内での検索』
ページ上部の「検索」フィールドに加えて、拡張フィルター機能を使用してレポ
ート項目の検索およびフィルター操作を行うことができます。

30ページの『複数ページにわたる移動』
複数のページにわたって移動するには、この手順を使用します。

30ページの『アイテム・リストのソート』
列見出しでアイテム・リストをソートするには、この手順を使用します。

30ページの『レポートのカスタマイズ』
レポートをカスタマイズするには、この手順を使用します。

31ページの『列の追加または削除』
列を追加または削除するには、この手順を使用します。

31ページの『列の順序の変更』
列の順序を変更するには、この手順を使用します。

32ページの『列のソート』
列をソートするには、この手順を使用します。

32ページの『列のフィルター』
列をフィルターに掛けるには、この手順を使用します。
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アプリケーション・ページ

IBM Omni-Channel Merchandising の多くのページから、次に示す機能にアクセスで
きます。

関連トピック

『アクション』
「アクション」ボタンをクリックすることによって、新規のアクティビティーが
実行されます。

『レポートの検索』
レポートは、情報をフィルター処理する方法を事前に定義したものです。さまざ
まな画面で、さまざまなレポートを使用できます。

23ページの『ページの情報を探すための検索』
IBM Omni-Channel Merchandising は、ページの情報を検索する手段をいくつか
備えています。

23ページの『アイテムの選択』
Shift キーと Ctrl キーは、ページ上で複数のアイテムを選択するために使用しま
す。

24ページの『最新表示』
IBM Omni-Channel Merchandising 内のページのステータスを更新するために、
ページを最新表示する必要があります。

24ページの『遅いデータ取得のトラブルシューティング』
IBM Omni-Channel Merchandising Web ベース・アプリケーションでのデータの
取得処理は、「OK」、「保存」、「昇順でソート」などのボタンを選択したと
きに実行されます。情報の取得中、アプリケーションがフリーズしているように
見えることがあります。以下に、データの取得中にページがフリーズしているよ
うに見える場合のトラブルシューティングのヒントをいくつか示します。

24ページの『キャッシュのクリア』
キャッシュをクリアするには、この手順を使用します。

アクション
「アクション」ボタンをクリックすることによって、新規のアクティビティーが実
行されます。

「アクション」ボタンをクリックすることによって、新規のアクティビティーが実
行されます。例えば、「新商品グループ」アクション・ボタンをクリックすること
によって、新商品グループを作成します。「保存」ボタンをクリックして、新規の
アクティビティーと変更内容を保存できます。

レポートの検索
レポートは、情報をフィルター処理する方法を事前に定義したものです。さまざま
な画面で、さまざまなレポートを使用できます。
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例えば、「商品グループ」ページでは、商品グループ・レポートを含むいくつかの
レポートを使用できます。

クイック・リンク検索を使用した検索
アプリケーション内で素早くナビゲートするには、クイック検索を使用します。

検索フィールドを使用して、アプリケーションの他の領域に素早くナビゲートでき
ます。検索ボックスに入力すると、アプリケーション内で一致するページがドロッ
プダウン・メニューに自動的に取り込まれます。ページをクリックして選択する
と、そのページにナビゲートできます。

ページの情報を探すための検索
IBM Omni-Channel Merchandising は、ページの情報を検索する手段をいくつか備え
ています。

英文字、単語、数字、または >、<、= などの文字を対象に、検索を実行できます。
ワイルドカード文字 * を使用して、特定の単語を含むアイテムを検索できます。例
えば、*Yogurt* は Light Yogurt、Plain Yogurt、および Yogurt Drinks を返します。

アイテムの選択
Shift キーと Ctrl キーは、ページ上で複数のアイテムを選択するために使用しま
す。

複数のアイテムを選択するには、1 つ以上のアイテムを選択して、Shift キーまたは
Ctrl キーを押したまま別のアイテムを選択します。
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v Shift キー: 連続したアイテムを選択できます

v Ctrl キー: 不連続のアイテムを選択できます

最新表示
IBM Omni-Channel Merchandising 内のページのステータスを更新するために、ペー
ジを最新表示する必要があります。

画面を最新表示するには、F5 を押すか、Internet Explorer ブラウザー・ツールバー
の「リフレッシュ」ボタンをクリックします。

遅いデータ取得のトラブルシューティング
IBM Omni-Channel Merchandising Web ベース・アプリケーションでのデータの取得
処理は、「OK」、「保存」、「昇順でソート」などのボタンを選択したときに実行
されます。情報の取得中、アプリケーションがフリーズしているように見えること
があります。以下に、データの取得中にページがフリーズしているように見える場
合のトラブルシューティングのヒントをいくつか示します。

手順
1. Internet Explorer ブラウザー・ウィンドウの左下隅を調べて、「作動可能」が表
示されていることを確認します。ページの最新表示も試してみてください。

2. ページにアクセスできないか、データを変更できない場合は、正しい証明書を所
有していること、証明書が正しくインストールされていること、および証明書に
正しい権限が関連付けられていることを確認します。

キャッシュのクリア
キャッシュをクリアするには、この手順を使用します。

このタスクについて

ワールド・ワイド・ウェブをナビゲートする際に、アクセスしたページはコンピュ
ーターのキャッシュに入れられ (保存され)、訪れた場所が記憶されます。ページは
履歴として保管されるので、後でアクセスするときにこれらのページを素早く簡単
に表示できます。

ページに対して機能拡張が行われると、コンピューターに保管されている履歴が原
因で、更新されたページが表示されない可能性があります。

手順
1. Internet Explorer を開きます。

2. 「ツール」 > 「インターネット オプション」を選択します。「インターネット
オプション」ダイアログ・ボックスが表示されます。

3. ダイアログ・ボックスの中央で、「ファイルの削除」をクリックします。

4. 表示される「ファイルの削除」メッセージ・ボックスの「OK」をクリックしま
す。これでキャッシュがクリアされます。キャッシュのクリアを以前にほとんど
したことがなかった場合は、処理の完了に数分かかることがあります。
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アプリケーション間の移動
アプリケーション・ドロップダウン・メニューを使用して、各アプリケーション内
の個々のアプリケーションとエリアに素早くアクセスできます。カスケード・メニ
ューを使用してアプリケーション・ページにナビゲートし、基本タスクを実行しま
す。

メインページ間の移動
メニュー・バーを使用して、アプリケーション内のメインページ間を移動できま
す。次に示す例は、Promotion Planning & Execution のものです。

アプリケーションの特定のエリアに対するアクセスは、権限によって制御されま
す。

パンくずリストを使用したナビゲート
パンくずリストは、現行ページに到達するまでにナビゲートしたアプリケーション
内のページの階層です。パンくずリストは、多くのページの最上部に表示されま
す。階層内の特定のページに直接リンクすることも、開始点までナビゲートして戻
ることもできます。

現行ページは、階層の最後にある要素です。ページを離れる前に、入力したデータ
を保存する必要があります。ただし、前のページに入力した検索条件は、パンくず
リストを使用してそのページに戻った場合にも保持されます。

アラート受信箱
アラート受信箱を使用して、アプリケーション内のさまざまなイベントおよびアク
ティビティーによって生成された、サブスクライブ対象のアラートを表示できま
す。

ユーザーは、自身が開始したアクティビティーに関するアラートのみを受け取るこ
とも、企業内のいずれかのユーザーがアクティビティーを開始した場合にアラート
を受け取ることもできます。イベントの例は、新製品の原価が IBM Omni-Channel

Merchandising OpenLink にインポートされるとき、プロモーションが予測されると
きなどです。アラートはメッセージ・ダイアログ・ボックスに保管され、このダイ
アログ・ボックスに表示できます。
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IBM Omni-Channel Merchandising アプリケーションでアラートを受信するほかに、
ユーザー・プロファイルに保管された E メール・アドレスを使用して、E メールで
アラートを受信することもできます。

新規メッセージを受け取ると、「新規アラート (New Alert)」通知アイコンが IBM

Omni-Channel Merchandising アプリケーションの右上側に表示されます。アイコン
内に表示される数は、新規メッセージの数を示しています。

アイコンの上にマウスを移動して、ポップアップの「受信箱に移動」をクリック
し、「アラート受信箱」ダイアログ・ボックスを開きます。代わりにアイコンを非
表示にすると、新規メッセージが到着するまでアイコンは表示されなくなります。
アラート受信箱は、「ツール」メニューのオプションとしても選択できます。

「アラート受信箱」ダイアログ・ボックス内で、メッセージをダブルクリックする
か、右クリック・メニューの「開く」を選択して、「メッセージ詳細」ダイアロ
グ・ボックスにメッセージを表示します。1 つまたは複数のメッセージを右クリッ
クして削除したり、既読のマークを付けたりすることもできます。受信箱は、最大
で 100 件のメッセージを保管します。

「ユーザー」ページでは、管理者が社内の他のユーザーのサブスクライブを行うこ
ともできます。ユーザーのアラートへのサブスクライブを行うには、「アラート・
サブスクリプションの管理 (Administer Alert Subscriptions)」権限が有効であるこ
とが必要です。

レポートの使用と管理
ニーズに合わせてレポートをカスタマイズできます。レポートの検索、ソート、フ
ィルター、およびカスタマイズ (列の追加または削除) が可能です。

関連トピック

22ページの『レポートの検索』
レポートは、情報をフィルター処理する方法を事前に定義したものです。さまざ
まな画面で、さまざまなレポートを使用できます。

27ページの『レポート内での編集』
レポート内からフィールドを編集するには、この手順を使用します。

27ページの『データ集約』
いくつかのレポートでは、さまざまな集約レベルでデータを表示できます。

27ページの『検索』
単語、英文字、数字、または文字を対象に列を検索するには、この手順を使用し
ます。

28ページの『レポート列内での検索』
ページ上部の「検索」フィールドに加えて、拡張フィルター機能を使用してレポ
ート項目の検索およびフィルター操作を行うことができます。

30ページの『アイテム・リストのソート』
列見出しでアイテム・リストをソートするには、この手順を使用します。

30ページの『レポートのカスタマイズ』
レポートをカスタマイズするには、この手順を使用します。
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31ページの『列の追加または削除』
列を追加または削除するには、この手順を使用します。

31ページの『列の順序の変更』
列の順序を変更するには、この手順を使用します。

32ページの『列のサイズ変更』
列を手動でサイズ変更するには、この手順を使用します。

32ページの『列のソート』
列をソートするには、この手順を使用します。

32ページの『列のフィルター』
列をフィルターに掛けるには、この手順を使用します。

33ページの『レポートの変更内容のクリア』
レポートの変更内容をクリアするには、この手順を使用します。

33ページの『企業プリファレンスの設定』
レポート用のデフォルトの企業プリファレンスを設定するには、この手順を使用
します。企業のデフォルトのレポート・プリファレンスを定義するには、「企業
全体の UI プリファレンスの管理」権限が必要です。

34ページの『パーソナライズされたレポートの作成』
パーソナライズされたレポートを作成して保存するには、この手順を使用しま
す。

レポート内での編集
レポート内からフィールドを編集するには、この手順を使用します。

このタスクについて

フィールドをクリックして、新しい値を入力することによって、レポート内で多く
のフィールドを直接編集できます。この方法で編集可能になったフィールドには、
列見出しの右上隅に小さな大括弧のシンボルが表示されます。値を変更した後は、
前の値を取り出すことはできません。

手順
1. Shift (連続した行の場合) キーおよび Ctrl (不連続の行の場合) キーを押しなが
ら、複数の行を編集または選択するフィールドをクリックします。

2. フィールドに新しい値を入力します。

3. 「保存」をクリックします。 新規値は、保存されるまで太字体で表示されま
す。

データ集約
いくつかのレポートでは、さまざまな集約レベルでデータを表示できます。

レポートの集約を変更するには、「集約」ドロップダウン・メニューからレベルを
選択します。ページが最新表示され、選択したレベルでデータが表示されます。

検索
単語、英文字、数字、または文字を対象に列を検索するには、この手順を使用しま
す。
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このタスクについて

(>、<、<=、>=、=) 記号を使用して検索を実行することにより、検索を絞り込むこ
とができます。コンマを使用して、複数のアイテム、例えば 2 つの商品コード
(000419392402, 00014124214) などを検索できます。また、コンマを使用して、指定
した範囲外にある値を検索することもできます。例えば、数量変化が 10% を上回
る、または下回るアイテムを検索できます (>.10, <-.10)。引用符を使用して、コン
マを含む値を囲むことができます (例: "John, Scenario1")。

ワイルドカード文字 (*) を含む検索も可能です。この例では、商品コード
00012345678910 に対して次の検索を実行できます。

v *78910 は、78910 で終わる商品コードを検索します。

v 00012345* は、00012345 で始まるすべての商品コードを検索します。これは、メ
ーカーまたはベンダーのすべてのアイテムを検索する際に便利です。

v *5678* は、5678 を含むすべての商品コードを検索します。

手順
1. 「検索」ドロップダウン・メニューから列を選択します。 選択した列を対象に
検索が実行されます。表示されている列のみを検索対象にすることができます。

2. 検索する単語、英文字、または各種文字を入力します。

3. 「検索」をクリックします。 検索結果が表示されます。結果の中でさらに検索
を行うことはできません。一度にただ 1 つの検索を実行できます。検索をクリ
アするには、「検索のクリア」をクリックします。アイテム・リストは検索前の
アイテム・リストに戻ります。

レポート列内での検索
ページ上部の「検索」フィールドに加えて、拡張フィルター機能を使用してレポー
ト項目の検索およびフィルター操作を行うことができます。

このタスクについて

拡張フィルターは、それぞれのレポート列に含まれる値からなるドロップダウン・
リストです。このリストには、最初の列見出しにフィルターのシンボルが表示され
ているレポート内で、列見出しの左クリック・コンテキスト・メニューからアクセ
スできます。フィルターに含める 1 つ以上の値を選択できます。

「検索」フィールド内でサポートされている操作のほとんどが、ここでもサポート
されています。「検索」フィールドの使用について詳しくは、 27ページの『検索』
を参照してください。

v (>、<、<=、>=、=) 記号は検索を絞り込みます。

v コンマを使用して、複数のアイテム、例えば 2 つの商品コード (000419392402,

00014124214) などを検索できます。また、コンマを使用して、指定した範囲外に
ある値を検索することもできます。例えば、数量変化が 10% を上回る、または
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下回るアイテムを検索できます (>.10, <-.10)。コンマ (,) を含む値は、二重引用
符で囲む必要があります (例: "My Scenario February 12, 2007")。

v 商品コードなど、テキスト列の値に対しては、ワイルドカード文字 (*) を含む検
索が可能です。

拡張フィルター内の現行検索値のリストは、別のビューで参照するために保管され
ます。すべて、または個別の検索値をクリアすることによって、このリストを更新
された状態に保つことができます。値が更新されると、ページが最新表示されま
す。

注: 一部のブール列タイプを検索するには、拡張フィルターではなく「検索」フィ
ールドを使用する必要があります。次に、拡張フィルターで検索できるブール列の
タイプを示します。

v チェック・ボックス (「はい」、「いいえ」が拡張フィルターに表示される)

v ロック済みチェック・ボックス (「はい」、「いいえ」が拡張フィルターに表示
される)

v 取扱停止/アクティブ (「取扱停止」、「アクティブ」が拡張フィルターに表示さ
れる)

v はい/いいえ (「はい」、「いいえ」が拡張フィルターに表示される)

v 警告の感嘆符記号 (「はい」、「いいえ」が拡張フィルターに表示される)

拡張フィルターを使用した検索は、次の手順で行います。

手順
1. レポート内の列見出しを左クリックして、「フィルターを適用」を選択します。
別のダイアログ・ボックスが開いて、レポートの現行ページにある列の値が表示
されます。

2. リストから 1 つ以上の値を選択します。 複数のアイテムを選択するには、Shift

キーまたは Ctrl キーを使用します。空白のレポート・セルを検索するには、リ
ストの値「(空欄)」を選択します。IBM Omni-Channel Merchandising は、スペー
ス文字のみを含むセルをブランクと見なします。値「(空白ではありません)」を
選択すると、空白ではないレポート・セルのみが表示されます。

3. 「OK」をクリックします。 検索結果が表示されます。検索を実行せずにダイア
ログ・ボックスを閉じるには、「キャンセル」をクリックします。結果の中でさ
らに検索を実行できます。検索がクリアされるか、レポートが変更されるか、集
約が変更されるまで、検索はすべて保持されます。

4. すべての現行検索値のリストを表示するには、見出しに緑色のフィルター・シン
ボルが付いた左端の列にマウスを重ねます。 拡張フィルター値が表示されま
す。「レポート編集」ページに入力されたレポート・フィルターの値も表示され
ます ( 32ページの『列のフィルター』を参照)。ポインターをフィルター・シン
ボルから離すと、ビューは閉じます。

5. フィルター値をクリアするには、個々のフィルターの前にある「x」ボタンをク
リックします。また、「拡張フィルター値」の前にある「x」ボタンをクリック
すると、すべてのフィルターが一度にクリアされます。
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レポート・フィルターをクリアすることもできます。列見出しの左クリック・コ
ンテキスト・メニューで「フィルターをクリア」を選択して、拡張フィルター値
をクリアすることもできます。

関連トピック

27ページの『検索』
単語、英文字、数字、または文字を対象に列を検索するには、この手順を使用し
ます。

32ページの『列のフィルター』
列をフィルターに掛けるには、この手順を使用します。

複数ページにわたる移動
複数のページにわたって移動するには、この手順を使用します。

手順
1. ページの矢印をクリックします。各ページにリストされるアイテムの数は、「ユ
ーザー・プリファレンス」 (「ツール」 > 「ユーザー・プリファレンス」) で設
定します。

2. セットの最後のページ、または最初のページに進むには、二重矢印ボタンをクリ
ックします。

アイテム・リストのソート
列見出しでアイテム・リストをソートするには、この手順を使用します。

手順
1. ソートする列見出しを左クリックします。

2. 「昇順でソート」または「降順でソート」を選択します。 リストが最新表示さ
れ、設定した順序でアイテムが表示されます。

レポートのカスタマイズ
レポートをカスタマイズするには、この手順を使用します。

レポートごとに、「レポート編集」ページで、リストの列の追加または削除、列の
順序の変更、および各列内でのソートとフィルター操作を実行できます。カスタマ
イズ内容を別のパーソナライズされたレポートに保存することもできます。これら
のレポートは、編集したアプリケーション・ページのレポート・ドロップダウン・
リストから選択できます。

個人用レポート・プリファレンスの設定に加えて、管理者は企業のデフォルト・プ
リファレンスを設定することもできます。これらのプリファレンスは、その企業の
ユーザー全員に対するデフォルトのレポート設定になります。

関連トピック

31ページの『列の追加または削除』
列を追加または削除するには、この手順を使用します。
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『列の順序の変更』
列の順序を変更するには、この手順を使用します。

32ページの『列のサイズ変更』
列を手動でサイズ変更するには、この手順を使用します。

32ページの『列のソート』
列をソートするには、この手順を使用します。

32ページの『列のフィルター』
列をフィルターに掛けるには、この手順を使用します。

33ページの『レポートの変更内容のクリア』
レポートの変更内容をクリアするには、この手順を使用します。

33ページの『企業プリファレンスの設定』
レポート用のデフォルトの企業プリファレンスを設定するには、この手順を使用
します。企業のデフォルトのレポート・プリファレンスを定義するには、「企業
全体の UI プリファレンスの管理」権限が必要です。

34ページの『パーソナライズされたレポートの作成』
パーソナライズされたレポートを作成して保存するには、この手順を使用しま
す。

列の追加または削除
列を追加または削除するには、この手順を使用します。

手順
1. レポート名の隣に表示される「編集」をクリックします。 「レポート編集」ペ
ージが表示されます。

2. それぞれの列名の隣にある「表示」チェック・ボックスを選択または選択解除し
ます。

v このチェック・ボックスを選択すると、グループ・リストに列が表示されるよ
うになります。

v 選択解除すると、列が除去されます。

3. 「保存」をクリックします。 変更内容がページに表示されます。

列の順序の変更
列の順序を変更するには、この手順を使用します。

手順
1. レポート名の隣に表示される「編集」をクリックします。 「レポート編集」ペ
ージが表示されます。

2. 変更するそれぞれの列名の隣にある順序番号をクリックします。 順序のテキス
ト・ボックスが表示されます。

3. 順序のテキスト・ボックスに数値を入力します。 例えば、1 はウィンドウの左
側に表示される最初の列を表し、2 は 2 番目の列を表します。

4. 1 つの列を変更した後で「戻る」を押すと、残りの列順序が自動的に調整されま
す。

5. 「保存」をクリックします。 変更内容がページに表示されます。
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列のサイズ変更
列を手動でサイズ変更するには、この手順を使用します。

このタスクについて

列の右側の境界を前後にドラッグすることによって、レポートの列のサイズを手動
で変更できます。また、指定したピクセル数の幅に設定することもできます。

レポート内で、列が目的の幅になるまで、列見出しの右側の境界をドラッグしま
す。その他すべての列の幅は変わりません。変更内容は、レポートのプリファレン
スに自動的に保存されます。

レポートの「レポート編集」ページの「幅」フィールドで、特定の列幅 (ピクセル
単位) が自動的に設定されます。幅は、手動で調整することも、列幅の値を増減す
ることによって調整することもできます。

手順
1. レポート名を見つけます。

2. 「編集」をクリックします。 「レポート編集」ページが表示されます。

3. サイズ変更する列ごとに「幅」フィールドをクリックして、7 から 500 までの
数値を入力します。この値は、列幅をピクセル単位で表します。 手動でサイズ
変更された列がある場合は、その列幅も「列」フィールドに表示されます。

4. 「保存」をクリックします。 変更内容がレポートに表示されます。

列のソート
列をソートするには、この手順を使用します。

手順
1. レポート名の隣に表示される「編集」をクリックします。 「レポート編集」ペ
ージが表示されます。

2. レポートの列名の隣にある「ソート」列をクリックします。 「ソート」ドロッ
プダウン・メニューが表示されます。

3. 「ソート」ドロップダウン・メニューから、「昇順」、「降順」、または「な
し」を選択します。

4. ソート・タイプを設定する列ごとに、「ソート」テキスト・ボックスに数値を入
力します。 例えば、1 は最初に使用されるソート、2 は 2 番目に使用されるソ
ートです。0 は、ソート順序を使用しないことを示します。

5. 「保存」をクリックします。 ページに変更内容が表示されます。

列のフィルター
列をフィルターに掛けるには、この手順を使用します。

手順
1. レポート名の隣に表示される「編集」をクリックします。 「レポート編集」ペ
ージが表示されます。

2. レポートの列名の隣にある「フィルター」列をクリックします。 「フィルタ
ー」テキスト・ボックスが表示されます。
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3. 「フィルター」テキスト・ボックスに、列をフィルターに掛ける基準にする単
語、文字、または記号を入力します。 例えば、列「名前」の「フィルター」テ
キスト・ボックスに A と入力すると、名前に A を含むアイテムのみがグルー
プ・リストに表示されるように、列がフィルターに掛けられます。

4. 「保存」をクリックします。 ページに変更内容が表示されます。

5. 「フィルターのクリア」をクリックすると、レポートからすべてのフィルターが
削除されます。

レポートの変更内容のクリア
レポートの変更内容をクリアするには、この手順を使用します。

手順
1. レポート名の隣に表示される「編集」をクリックします。 「レポート編集」ペ
ージが表示されます。

2. 「リセット」をクリックします。 企業の元のレポート設定をすべて適用してペ
ージが保存され、最新表示されます。企業レベルでプリファレンスが設定されて
いない場合は、元のシステム設定を適用してレポートがリセットされます。レポ
ートに変更内容が表示されます。

企業プリファレンスの設定
レポート用のデフォルトの企業プリファレンスを設定するには、この手順を使用し
ます。企業のデフォルトのレポート・プリファレンスを定義するには、「企業全体
の UI プリファレンスの管理」権限が必要です。

このタスクについて

管理者は、企業内ですべてのユーザーに一度に適用されるデフォルトのレポート・
プリファレンスを設定できます。その企業に属するすべてのユーザーに対して、例
えば列の選択、列のソート、および列の決められた順序について、定義したとおり
にレポートが表示されます。「レポート編集」ページで、これらの企業設定をユー
ザーの個人用設定によって上書きできます。一方、ユーザーはこれらの個人用設定
を企業のデフォルトに後でリセットできます。

企業のデフォルトのレポート・プリファレンスを定義するには、「企業全体の UI
プリファレンスの管理」権限が必要です。 19ページの『ユーザー管理の権限』を参
照してください。

手順
1. レポート名の隣に表示される「編集」をクリックします。 「レポート編集」ペ
ージが表示されます。

2. 「企業設定」タブをクリックして、企業のレポート・プリファレンスを定義しま
す。その後、「保存」ドロップダウン・リストから次のいずれかのオプションを
選択します。

v 「保存して終了」は、企業設定を保存し、個人設定を適用して再びレポートに
戻ります。

v 「保存して企業設定を表示」は、企業設定を保存し、企業設定を適用してレポ
ートを表示します。これはそのレポートの一時的なビューで、外側をクリック
するとレポートは個人設定に戻ります。
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このタブで企業設定をリセットすることもできます。このためには、「リセッ
ト」ドロップダウン・リストから、次のいずれかのオプションを選択します。

v 「IBM Omni-Channel Merchandising のデフォルト値にリセット」を選択す
ると、企業設定が元のシステム設定にリセットされます。

v 「個人設定にリセット」を選択すると、企業設定が個人設定にリセットされま
す。

3. 「個人設定」タブをクリックして、個人用レポート・プリファレンスを設定しま
す。

4. 「保存」をクリックして変更内容を保存するか、「リセット」をクリックして、
企業設定を適用してレポートをリセットします。 企業レベルでプリファレンス
が設定されていない場合は、元のシステム設定を適用してレポートがリセットさ
れます。

パーソナライズされたレポートの作成
パーソナライズされたレポートを作成して保存するには、この手順を使用します。

手順
1. レポート名の隣に表示される「編集」をクリックします。 「レポート編集」ペ
ージが表示されます。

2. レポートの「個人設定」タブで列の形式を設定した後 (フィルターの適用、ソー
ト、列順序の設定など)、「パーソナライズ」フィールドに固有の名前を入力し
て、「別名保存」をクリックします。アプリケーション・ページのレポート・ド
ロップダウン・リストの最下部に、レポートがアルファベット順に表示されま
す。引き続き、新規に作成したレポート、またはオリジナルのレポートのバージ
ョンを複数作成できます。The number of reports that can be created is unlimited.

注: 「レポート編集」ページの列に対して行った編集のみが、カスタム・レポー
トに永続的に保存されます。レポート内の拡張フィルターに追加されたエントリ
ーは、コピーされません。

データ・メンテナンス・レポート
IBM Omni-Channel Merchandising アプリケーションのデータは、レポート内で表示
または更新できます。

すべてのデータ・メンテナンス・レポートはディビジョンまたはチェーンのレベル
で使用でき、多くのレポートが各種の集約レベルで使用できます。レポートのデー
タは OpenLink から取り込まれるか、ユーザーが作成してインポートした Excel ス
プレッドシートから取り込まれます。

関連概念:

Price Management & Optimization のレポート
情報レポートにより、グループの設定を行うことができ、カテゴリー詳細の概要が
表示されます。データがインポートされた後 (OpenLink または Excel ファイルか
ら)、Price Management および Price Optimization のルールをサポートするレポート
内でデータを構成する必要があります。
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Promotion Planning & Execution のレポート
「データ・メンテナンス」ページには、プロモーションの実施に役立つレポートが
含まれています。これらのレポートを使用して、商品詳細、将来原価/価格、イベン
ト・ロックのデフォルトなど、さまざまなデータを管理できます。仕入れ原価変更
と競合価格を反映するように、データを改訂または更新することもできます。

Markdown Optimization のレポート
Markdown Optimization をサポートするには、データ・メンテナンス・レポートにデ
ータを取り込む必要があります。

レポートの表示
データ・メンテナンス・レポートを表示するには、「データ」 > 「データ・メンテ
ナンス」を選択します。

商品アナライザー・ユーティリティー
商品アナライザー・ユーティリティーには、選択した商品の詳細が表示されます。
例えば、商品グループ情報、同じライン価格グループに属する他のアイテム、その
商品の価格と原価、競合データ、およびその商品に関連したその他の属性が表示さ
れます。

レポート
このセクションでは、データ・メンテナンス・レポートについて詳しく説明しま
す。

コンテキスト・メニューの使用
コンテキスト・メニューにアクセスするには、この手順を使用します。コンテキス
ト・メニューを使用して、作業しているワークスペースに関連したコマンドに素早
くアクセスできます。

手順
1. ウィンドウを右クリックします。 選択したウィンドウのコンテキスト・メニュ
ーが表示されます。レポート・アイテムを右クリックすると、そのアイテムのコ
ンテキスト・メニュー (「編集」や「削除」などのコマンドを含む) が表示され
ます。

2. コンテキスト・メニューのコマンドを左クリックします。

ユーザー・プリファレンスの編集
ユーザー・プリファレンスを編集するには、この手順を使用します。

このタスクについて

ユーザー・プリファレンスの編集には、ページのデフォルトの設定が含まれます。
例えば、アイテム・リストに表示される行の数や、デフォルト表示カテゴリーなど
を設定します。

ユーザー・プリファレンスは、すべての IBM Omni-Channel Merchandising アプリ
ケーションにわたって共有されます。1 つのアプリケーションでユーザー・プリフ
ァレンスを変更すると、別のアプリケーションにログインしたときにも変更が適用
されます。
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手順
1. ツール・アイコンをクリックして、ドロップダウン・メニューから「ユーザー・
プリファレンス」を選択します。 「ユーザー・プリファレンス」ダイアログ・
ボックスが表示されます。

2. それぞれのアイテム・リストに設定する表示行数を入力します (例えば、「商品
グループ」ページの商品グループの数など)。 行数が増えると、ページの読み込
み時間が増えることがあります。

3. ページに表示するデフォルトの「広告ゾーン」を選択します。

4. ページに表示するデフォルトの「ディビジョン」 (チェーンなど) を選択しま
す。

5. ページに表示するデフォルトの「カテゴリー」を選択します。

6. ページおよびレポートの「日付範囲」は、企業のデフォルトを常に使用するよう
に設定することも、最終セッションの日付を使用するように設定することもでき
ます。

7. ホーム・ページの最上部に表示される IBM Omni-Channel Merchandising アプリ
ケーション・タブを選択できます。 「順序」列をクリックして新規値を入力す
ることにより、タブの表示順序を変更することもできます。

8. 元の設定を復元する場合は、「リセット」ボタンをクリックします。

9. 「OK」をクリックします。 ダイアログ・ボックスが閉じて、設定したプリファ
レンスが IBM Omni-Channel Merchandising のすべてのページに適用されます。
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第 3 章 データのインポートとエクスポート

IBM Omni-Channel Merchandising サービスにデータをインポートでき、Excel ファ
イルにデータをエクスポートして確認または編集できます。すべてのインポートと
エクスポートのステータスを追跡することもできます。

関連トピック

『データのインポート』
データをインポートするには、この手順を使用します。データは、次の 3 つの
うちいずれかの方法で IBM Omni-Channel Merchandising サービスにインポート
されます。

40ページの『データ・ファイル・フォーマット』

85ページの『インポート・ステータスの確認』
データ・インポートは表示のみが可能です。「すべてのインポートを表示」ユー
ザー権限により、管理者はすべてのユーザーのインポートを表示できます。イン
ポート・ファイル・ステータスを確認するには、この手順を使用します。

86ページの『データのエクスポート』
アプリケーションからデータをエクスポートするには、「アプリケーションへの
データのエクスポート (Export data to applications)」ユーザー権限が必要で
す。データをエクスポートするには、この手順を使用します。

87ページの『エクスポート・ステータスの確認』
データ・エクスポートが開始された後、エクスポート・ステータスを確認するに
は、この手順を使用します。データ・エクスポートは表示のみが可能です。「す
べてのエクスポートを表示」ユーザー権限により、管理者はすべてのユーザーの
エクスポートを表示できます。

88ページの『エクスポートの削除』
エクスポートを削除するには、この手順を使用します。

データのインポート
データをインポートするには、この手順を使用します。データは、次の 3 つのうち
いずれかの方法で IBM Omni-Channel Merchandising サービスにインポートされま
す。

手順
1. IBM Omni-Channel Merchandising OpenLink アプリケーションを経由して受け取
る。これは、新規データのインポート方法として最も一般的です。顧客の売上、
ロケーション、商品、競合価格、および商品原価の変更に関するデータ (テキス
ト .txt ファイル) が、毎週 IBM Omni-Channel Merchandising に FTP 経由で送
信されます。このデータは IBM Omni-Channel Merchandising OpenLink で受信
され、データの整合性を確保するために自動化検証が使用されます。これらのフ
ァイルに対する手動の (ユーザーによる) 介入はごくわずかです。インポートさ
れたファイルは、IBM Omni-Channel Merchandising OpenLink の「インポート・
ダッシュボード」レポートを使用してモニターされます。
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大規模なデータ・セットは、データ正確度の自動化選別を利用するために、IBM

Omni-Channel Merchandising OpenLink を経由して送信する必要があります。
IBM Omni-Channel Merchandising OpenLink は、不正確なデータや壊れたデータ
がアプリケーションに取り込まれないようにするために使用されるツールです。
データは標準形式で取り込まれた後、検証されます。検証によりエラーがないか
どうか検査され、エラーにはフラグが立てられます。エラーは修正され、検証が
再び実行されます。この処理の最終的な出力は、整合した正確なデータになりま
す。

注: 新しい仕入れ原価や競合価格が IBM Omni-Channel Merchandising OpenLink

経由で取り込まれ、しきい値を超えた場合、これらは価格設定アプリケーション
の 「新規データ承認」ページに送られて、手動での承認が必要になります。

2. Excel スプレッドシートまたは DB IV 形式 (Microsoft Access など) を使用し
て、IBM Omni-Channel Merchandising サービスに直接。これは通常、編集のた
めにデータをインポートした後、または少量の新規データをインポートする場合
に行われます。Excel スプレッドシートからデータを直接インポートすると、
IBM Omni-Channel Merchandising OpenLink の自動化データ検証が不完全になり
ます。詳細については、『Excel スプレッドシートの使用』を参照してくださ
い。

注: IBM Omni-Channel Merchandising OpenLink 以外の IBM Omni-Channel

Merchandising サービスを使用してデータをインポートする場合は、データ・フ
ァイルが標準形式に準拠しているかどうか調べる検証のみが行われます。結果と
して、無効または誤ったデータをインポートする可能性があります。IBM

Omni-Channel Merchandising サービス経由でインポートを行う前に、必ずデータ
を十分に確認してください。通常は、アプリケーションからデータをエクスポー
トし、データを編集して、元のアプリケーションにインポートします。

3. 「データ・メンテナンス」レポートの編集可能フィールドを使用して、IBM

Omni-Channel Merchandising の「データ・メンテナンス」ページに直接。例え
ば、即時に導入する必要がある新しい仕入れ原価または新しい競合相手のデータ
を受け取った場合は、「データ・メンテナンス」ページ内で「価格/原価」レポー
トまたは「競合商品」レポートに直接新しいデータを入力できます。詳細につい
ては、 34ページの『データ・メンテナンス・レポート』を参照してください。

関連トピック

『Excel スプレッドシートの使用』
Excel スプレッドシートを使用すると、IBM Omni-Channel Merchandising サービ
スにレコードを直接インポートする作業を素早く簡単に実行できます。

Excel スプレッドシートの使用
Excel スプレッドシートを使用すると、IBM Omni-Channel Merchandising サービス
にレコードを直接インポートする作業を素早く簡単に実行できます。

Excel スプレッドシートのレコードを手動で入力した後、スプレッドシートをインポ
ートします。データは「データ・メンテナンス」レポートで表示でき、「商品グル
ープ」や「店舗グループ」など、その他のレポートでも表示できます。

データの挿入 (データベースに新規データを追加する)、または更新 (データベース
に既に存在するデータを変更する) が可能です。
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一部のデータ・インポートにアクセスできないことがあります。特定のデータのセ
ットのみをインポートできる場合や、まったくインポートできない場合がありま
す。Excel ファイルからアプリケーションにデータをインポートするには、「アプリ
ケーションへのデータのインポート (Import data to applications)」ユーザー権限が
必要です。

関連トピック

『スプレッドシート作成の例』
Excel スプレッドシートの例

スプレッドシート作成の例
Excel スプレッドシートの例

Excel スプレッドシートに、 40ページの『データ・ファイル・フォーマット』の表
で説明するように列名とデータを入力します。ほとんどの場合、データ・タイプ
(店舗グループなど) ごとに別個のスプレッドシートを作成します。完了した後、 37

ページの『データのインポート』で説明するように、スプレッドシートを IBM

Omni-Channel Merchandising サービスにインポートしてレポートに取り込みます。

次の例は、「複数割引プライス・ポイント」データ・タイプのスプレッドシートの
データ列を示しています。この例では、価格が .48 から .52 の範囲にある場合、自
動的に 2 個 1 円が推奨されます。IBM Omni-Channel Merchandising は、販売単位
当たりのプライス・ポイントを自動的に .50 として計算します。

関連トピック

40ページの『データ・ファイル・フォーマット』

37ページの『データのインポート』
データをインポートするには、この手順を使用します。データは、次の 3 つの
うちいずれかの方法で IBM Omni-Channel Merchandising サービスにインポート
されます。

スプレッドシートのその他のヒント
スプレッドシートの作成に関するその他のヒントをいくつか示します。

v スプレッドシート内で使用されるカテゴリー名は、大/小文字を含めて、価格設定
アプリケーション内のカテゴリー名と一致している必要があります。インポート
の前に、IBM Omni-Channel Merchandising でカテゴリー名を確認してください
(「編集」 > 「データ・メンテナンス」を選択し、IBM Omni-Channel
Merchandising「カテゴリー」レポートを選択します)。

v データ・ファイルの先頭行にフィールド名を入力します。データの先頭行は、イ
ンポート時は無視されます。

v すべての列がデータ・ファイルに存在している必要があります。列をインポート
しない場合は、その列を空のままにしますが、ファイルには含めてください。

v 列にブランクを入力することによって、レコードを削除できます。

v カスタム形式のデータ・セルは、インポートされません。
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v フィールド名の多くには、括弧で囲まれた別の名前が続きます (店舗番号 (顧客ロ
ケーション・キー))。括弧のない名前は、IBM Omni-Channel Merchandising サー
ビスに表示されるフィールドの名前です。括弧内の名前は、データベースに格納
される実際のフィールド名です。名前の後に括弧が付いていない場合、その名前
はデータベースとサービスの両方で使用されます。

データ・ファイル・フォーマット

データ・タイプごとに、ファイルに含まれている必要がある特定のフィールドのセ
ットがあります。また、列の順序は特定の順序に従っている必要があります。

次の表に、インポートできる各データ・タイプを、必須フィールド、列の順序、固
有キー、および実行できるインポートのタイプ (データ更新または新規データ挿
入、あるいはその両方) とともにリストします。例えば、一部のデータ・タイプで
は、新規データのみを挿入できます。これらのデータ・タイプについては、現在
IBM Omni-Channel Merchandising サービス内にあるレコードは更新されません。そ
のデータ・タイプを必要とする IBM Omni-Channel Merchandising サービスも示さ
れています。

一部のフィールドでは、Excel にテキスト形式で値を保存するために、値の前に単一
引用符 (') が必要です。商品コード「000012345678」のようなコードを入力する
と、Excel は先行ゼロを取り除いてデータをクリーンアップします。結果の値は
「12345678」になります。IBM Omni-Channel Merchandising システムでは、それぞ
れの文字が商品コードに必要なので、これにより障害が起こります。値の前に単一
引用符 (') を必要とするフィールドは、この表で注記されています。

データ・タイプ 使用可能なアクション
IBM Omni-Channel

Merchandising のサービス

47ページの『広告実行デフ
ォルト - 商品グループ』

既存の商品グループに対する
デフォルトの見出しコピー、
本文コピー、およびイメージ
の更新

v Promotion Planning &

Execution

48ページの『広告実行デフ
ォルト - プロモーション対象
商品グループ』

既存のプロモーション対象商
品グループに対するデフォル
トの見出しコピー、本文コピ
ー、およびイメージの更新

v Promotion Planning &

Execution

48ページの『アンカー・ク
ラス』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

49ページの『アンカー価
格』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

49ページの『ゾーン別のア
ンカー価格』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

50ページの『基本原価 1』 既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

50ページの『ゾーン別の基
本原価 1』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization
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データ・タイプ 使用可能なアクション
IBM Omni-Channel

Merchandising のサービス

51ページの『基本原価 2』 既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

51ページの『ゾーン別の基
本原価 2』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

51ページの『基本原価 3』 既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

52ページの『ゾーン別の基
本原価 3』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

52ページの『基本原価』 既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

v Markdown Optimization

v Promotion Planning &

Execution

v Customer Trade Planning

52ページの『ゾーン別の基
本原価』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

v Promotion Planning &

Execution

v Customer Trade Planning

53ページの『基本価格』 既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

v Markdown Optimization

v Promotion Planning &

Execution

v Customer Trade Planning

53ページの『ゾーン別の基
本価格』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

v Markdown Optimization

v Promotion Planning &

Execution

v Customer Trade Planning

基本商品対ボーナス商品のマ
ップ

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

54ページの『ブランド・ク
ラスおよびファミリー』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

54ページの『ブランド・ル
ール上書き』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization
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データ・タイプ 使用可能なアクション
IBM Omni-Channel

Merchandising のサービス

55ページの『カテゴリー・
グループ』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

55ページの『カテゴリー/ゾ
ーンの競合相手』

新規レコードの挿入

既存のレコードの更新

v Price Management

v Price Optimization

55ページの『競合価格』 新規レコードの挿入

既存のレコードの更新

v Price Management

v Price Optimization

v Promotion Planning &

Execution

v Customer Trade Planning

56ページの『ゾーン別の競
合価格』

新規レコードの挿入

既存のレコードの更新

v Price Management

v Price Optimization

v Promotion Planning &

Execution

v Customer Trade Planning

57ページの『ゾーン別の競
合価格 - ライン』

新規レコードの挿入

既存のレコードの更新

v Price Management

v Price Optimization

58ページの『原価の構成 -

ライン/ゾーン』
既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

58ページの『原価の構成 -

在庫管理単位/チェーン』
既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

58ページの『原価の構成 -

在庫管理単位/ディビジョン』
既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

59ページの『原価ファミリ
ー』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

59ページの『原価粗利』 (消
費者商品ユーザーの場合)

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

v Customer Trade Planning

60ページの『現行価格』 既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

v Markdown Optimization

60ページの『ゾーン別の現
行価格』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

v Markdown Optimization

60ページの『カスタム関
係』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

61ページの『店舗別の高速
価格上書き - 在庫管理単位』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization
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データ・タイプ 使用可能なアクション
IBM Omni-Channel

Merchandising のサービス

62ページの『ゾーン別の高
速価格上書き - ライン』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

62ページの『ゾーン別の高
速価格上書き - 在庫管理単
位』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

63ページの『最終桁』 新規レコードの挿入

既存のレコードの更新

v Price Management

v Price Optimization

63ページの『ライン価格』 既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

v Promotion Planning &

Execution

v Customer Trade Planning

63ページの『ライン対ライ
ン関係』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

64ページの『ゾーン別のラ
イン対ライン関係』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

65ページの『ロケーショ
ン・グループ・クラスの割り
当て』

既存のレコードの更新 v Promotion Planning &

Execution

v Customer Trade Planning

65ページの『ロケーショ
ン・グループ・クラスと店舗
のマッピング』

既存のレコードの更新 v Promotion Planning &

Execution

v Customer Trade Planning

65ページの『固定価格』 既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

66ページの『ディビジョン
別の固定価格』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

66ページの『ゾーン別の固
定価格』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

67ページの『マークダウ
ン・データ』

既存のレコードの更新 v Markdown Optimization

67ページの『複数割引プラ
イス・ポイント』

新規レコードの挿入 v Price Management

v Price Optimization

68ページの『その他クラス
およびファミリー 1』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

68ページの『その他クラス
およびファミリー 2』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization
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データ・タイプ 使用可能なアクション
IBM Omni-Channel

Merchandising のサービス

68ページの『事前価格設定
済みフラグ』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

v Promotion Planning &

Execution

v Customer Trade Planning

69ページの『価格上書き』 既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

70ページの『価格上書き -

ライン』
既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

71ページの『ゾーン別の価
格上書き』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

72ページの『ゾーン別の価
格上書き - ライン』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

73ページの『商品グルー
プ』

新規レコードの挿入 v Price Management

v Price Optimization

v Markdown Optimization

v Promotion Planning &

Execution

v Customer Trade Planning

73ページの『商品リンク』 既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

v Promotion Planning &

Execution

v Customer Trade Planning

74ページの『商品ステータ
ス』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

v Markdown Optimization

v Promotion Planning &

Execution

v Customer Trade Planning

74ページの『ゾーン別の商
品ステータス』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

v Markdown Optimization

v Promotion Planning &

Execution

v Customer Trade Planning

74ページの『商品対商品の
関係』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization
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データ・タイプ 使用可能なアクション
IBM Omni-Channel

Merchandising のサービス

75ページの『ゾーン別の商
品対商品関係』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

76ページの『プロモーショ
ン対象商品グループ - LU』

新規のプロモーション対象商
品グループの作成

既存の商品グループに新規の
物流単位を追加

v Promotion Planning &

Execution

77ページの『プロモーショ
ン対象商品グループ - SU』

新規のプロモーション対象商
品グループの作成

既存のプロモーション対象商
品グループに商品を追加

v Promotion Planning &

Execution

77ページの『サイズ・クラ
スおよびファミリー』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

78ページの『在庫管理単位
属性』

既存のレコードの更新

ヌル値を含む既存のレコード
の更新

v Price Management

v Price Optimization

78ページの『在庫管理単位/

ゾーン属性』
最大 6 つの属性を指定した
既存のレコードの更新

v Price Management

v Price Optimization

79ページの『店舗属性』 既存のレコードの更新

ヌル値を含む既存のレコード
の更新

v Price Management

v Price Optimization

80ページの『店舗グルー
プ』

新規レコードの挿入 v Price Management

v Price Optimization

v Markdown Optimization

v Promotion Planning &

Execution

v Customer Trade Planning

80ページの『店舗価格ゾー
ン』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

v Markdown Optimization

80ページの『階層クラスお
よびファミリー』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

81ページの『店舗別の移転
価格』

既存の商品コードに対する移
転価格の追加または変更

v Price Management

v Price Optimization

81ページの『ゾーン別の移
転価格』

既存の商品コードに対する移
転価格の追加または変更

v Price Management

v Price Optimization

82ページの『ゾーン例外』 既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization
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データ・タイプ 使用可能なアクション
IBM Omni-Channel

Merchandising のサービス

82ページの『ゾーン・グル
ープの割り当て』

新規レコードの挿入

既存のレコードの更新

v Price Management

v Price Optimization

v Markdown Optimization

83ページの『ゾーン上書
き』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

83ページの『ゾーン/ロケー
ション・マッピング』

既存のレコードの更新 v Price Management

v Price Optimization

v Markdown Optimization

ABC 商品の直接原価
ABC 商品の直接原価のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

顧客ロケーション・キー 必須、値の前に単一引用符 (') を使用します

店舗番号または ID

配送センター・キー 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

配送センター番号または ID

週平均ケース 配送センターによって処理されるケースの週
平均数

バッグ費用 配送センターの地域で商品のショッピング・
バッグにかかる合計費用

パッケージ単位チェックアウト費用 チェックアウトを完了するためにかかるパッ
ケージ当たりの費用

パッケージ当たりの DC 請求費用 配送センターでのパッケージ当たりの在庫費
用

パッケージ当たりの DC 人件費 配送センターでのパッケージ当たりの人件費
(受領方法に応じた)

週平均ケース合計 配送センターによって処理されるケースの週
平均合計数

ロケーション・カウント 配送センターの数

平均 DC 在庫日数 平均の在庫日数

平均ケース容積 平均のケース容積数

DC スペース 在庫日数とケース用席数の計算

DC 容積 配送センターで個々の容積によって占有され
るスペースの平均量。
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

店舗当たりの DC スペース費用 商品保管タイプに応じて、店舗にサービスを
提供するためのスペース費用を計算します

HQ 在庫処理 商品ケース・パックで除算した請求処理費用

平均配信頻度 ロケーション配信頻度の平均

平均ケース容積 商品ケース容積の平均

ロケーション容積 商品ケース容積、週平均容積、およびロケー
ション配信頻度の計算

広告実行デフォルト - 商品グループ
「広告実行デフォルト - 商品グループ」のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品グループ名 必須: 指定された商品グループが存在しない
場合、行はインポートされません。

商品グループの名前

商品グループ・コード 最大 20 文字

商品グループのコード

カテゴリー ID 商品カテゴリーの識別番号。

見出しコピー 必須: ブランクのままにすると、IBM

Omni-Channel Merchandising は既存のデフォ
ルトを削除します。

商品グループのデフォルト見出しコピー

本文コピー 必須: ブランクのままにすると、IBM

Omni-Channel Merchandising は既存のデフォ
ルトを削除します。

商品グループのデフォルト本文コピー

イメージ 1 必須: ブランクのままにすると、IBM

Omni-Channel Merchandising は既存のデフォ
ルトを削除します。

商品グループのデフォルト・イメージ

イメージ 2 必須: ブランクのままにすると、IBM

Omni-Channel Merchandising は既存のデフォ
ルトを削除します。

商品グループのデフォルト・イメージ

イメージ 3 必須: ブランクのままにすると、IBM

Omni-Channel Merchandising は既存のデフォ
ルトを削除します。

商品グループのデフォルト・イメージ
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広告実行デフォルト - プロモーション対象商品グループ
「広告実行デフォルト - プロモーション対象商品グループ」のデータ列と説明を以
下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品グループ名 必須: 指定されたプロモーション対象商品グ
ループが存在しない場合、行はインポートさ
れません。

プロモーション対象商品グループの名前

商品グループ・コード 最大 20 文字

商品グループのコード

見出しコピー 必須: ブランクのままにすると、IBM

Omni-Channel Merchandising は既存のデフォ
ルトを削除します。

プロモーション対象商品グループのデフォル
ト見出しコピー

本文コピー 必須: ブランクのままにすると、IBM

Omni-Channel Merchandising は既存のデフォ
ルトを削除します。

プロモーション対象商品グループのデフォル
ト見出しコピー

イメージ 1 必須: ブランクのままにすると、IBM

Omni-Channel Merchandising は既存のデフォ
ルトを削除します。

商品グループのデフォルト・イメージ

イメージ 2 必須: ブランクのままにすると、IBM

Omni-Channel Merchandising は既存のデフォ
ルトを削除します。

商品グループのデフォルト・イメージ

イメージ 3 必須: ブランクのままにすると、IBM

Omni-Channel Merchandising は既存のデフォ
ルトを削除します。

商品グループのデフォルト・イメージ

アンカー・クラス
インポートされたブランド・ファミリーとブランド・クラスのセットは、「アンカ
ー・クラス」レポートに取り込まれます。同じブランド・ファミリーに属するただ
1 つのブランド・クラスが、アンカー・クラスになることができます。複数のブラ
ンド・クラスがインポート・ファイル内でアンカーとして設定されている場合は、
最後に定義されたアンカー・クラスが前に定義されたものを上書きします。アンカ
ー・クラスのデータ列と説明を以下に示します。
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品カテゴリー 必須

競合相手データが適用される商品カテゴリー

ブランド・ファミリー 値の前に単一引用符 (') を使用します

ブランド・ファミリー名

ブランド・クラス 値の前に単一引用符 (') を使用します

ブランド・クラス名

アンカー 1 はブランド・クラスがアンカー・クラスで
あることを示し、0 はブランド・クラスがア
ンカー・クラスでないことを示します

アンカー価格
インポートされたアンカー価格のセットが、「アンカー価格」レポートに取り込ま
れます。そのカテゴリーに含まれる全商品および店舗の既存のアンカー価格は、す
べて上書きされます。アンカー価格のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 必須、値の前に単一引用符 (') を使用します

店舗番号または ID

アンカー価格 アンカー価格は、価格ドリフト・ルールを作
成する基準になるカテゴリーの価格のセット
です。このルールにより、価格はアンカー価
格から特定の範囲内に収まるように制約され
ます。

ゾーン別のアンカー価格
インポートされたアンカー価格のセットが、「アンカー価格」レポートに取り込ま
れます。そのカテゴリーに含まれる全商品および店舗の既存のアンカー価格は、す
べて上書きされます。ゾーン別のアンカー価格のデータ列と説明を以下に示しま
す。
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ディビジョン 必須

ディビジョン名

ゾーン 必須

ゾーン名

アンカー価格 アンカー価格は、価格ドリフト・ルールを作
成する基準になるカテゴリーの価格のセット
です。このルールにより、価格はアンカー価
格から特定の範囲内に収まるように制約され
ます。

基本原価 1
基本原価 1 のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 必須、値の前に単一引用符 (') を使用します

店舗番号または ID

基本原価 1 商品の単位原価 (ユーザー定義)

ゾーン別の基本原価 1
ゾーン別の基本原価 1 のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ディビジョン 必須

ディビジョン名

ゾーン 必須

ゾーン名

基本原価 1 商品の単位原価 (ユーザー定義)
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基本原価 2
基本原価 2 のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 必須、値の前に単一引用符 (') を使用します

店舗番号または ID

基本原価 2 商品の単位原価 (ユーザー定義)

ゾーン別の基本原価 2
ゾーン別の基本原価 2 のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ディビジョン 必須

ディビジョン名

ゾーン 必須

ゾーン名

基本原価 2 商品の単位原価 (ユーザー定義)

基本原価 3
基本原価 3 のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 必須、値の前に単一引用符 (') を使用します

店舗番号または ID

基本原価 3 商品の単位原価 (ユーザー定義)
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ゾーン別の基本原価 3
ゾーン別の基本原価 3 のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ディビジョン 必須

ディビジョン名

ゾーン 必須

ゾーン名

基本原価 2 商品の単位原価 (ユーザー定義)

基本原価
基本原価のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 必須、値の前に単一引用符 (') を使用します

店舗番号または ID

平均単位原価 (単位原価) 商品の単位原価

ゾーン別の基本原価
ゾーン別の基本原価のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ディビジョン 必須

ディビジョン名

ゾーン 必須

ゾーン名

平均単位原価 (単位原価) 商品の単位原価
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基本価格
基本価格のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 必須、値の前に単一引用符 (') を使用します

店舗番号または ID

複数割引 必須

複数割引数量: 例えば、商品が 3 個で 1 円
の場合は、この列に 3 を入力します。

複数割引価格 必須

複数割引価格: 例えば、商品が 3 個で 1 円
の場合は、この列に 1 を入力します。

ゾーン別の基本価格
ゾーン別の基本価格のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ディビジョン 必須

ディビジョン名

ゾーン 必須

ゾーン名

複数割引 必須

複数割引数量: 例えば、商品が 3 個で 1 円
の場合は、この列に 3 を入力します。

複数割引価格 必須

複数割引価格: 例えば、商品が 3 個で 1 円
の場合は、この列に 1 を入力します。
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ブランド・クラスおよびファミリー
ブランド・クラスおよびファミリーのデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ブランド・クラス (BrandClass) 値の前に単一引用符 (') を使用します

ブランド・クラス名

ブランド・ファミリー (BrandFamily) 値の前に単一引用符 (') を使用します

ブランド・ファミリー名

ブランド・ルール上書き
ブランド・ルール上書きのデータ列と説明を以下に示します。

特定の商品ペアのブランド・ルールを上書きするには、このインポートを使用しま
す。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

名前 必須、値の前に単一引用符 (') を使用します

これら 2 つの商品について上書きするブラ
ンド・ルールの名前。

説明 ルールの説明

商品カテゴリー 商品が属する特定の商品カテゴリー。「すべ
てのカテゴリー」を指定する場合は、ヌルを
使用します。

親ブランド・ルール 親ブランド・ルールの名前 (「価格ルール」
ページに示されている)

左商品コード 必須

20 桁の商品コード

右商品コード 必須

20 桁の商品コード

ブランド・ルール以下の率 (最小値) 必須

価格範囲の下限額

ブランド・ルール以上の率 (最大値) 価格範囲の上限額
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カテゴリー・グループ
カテゴリー・グループのデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

カテゴリー・グループ 値の前に単一引用符 (') を使用します

カテゴリー・グループ名

商品カテゴリー カテゴリー・グループ内の商品カテゴリー

カテゴリー/ゾーンの競合相手
カテゴリー/ゾーンの競合相手のデータ列と説明を以下に示します。

インポートの前に、まず「競合相手」ページで競合相手名を入力する必要がありま
す。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

ディビジョン 必須

ディビジョン名

商品カテゴリー 必須

競合相手データが適用される商品カテゴリー

ゾーン・グループ ゾーン・グループ名

ゾーン 必須

ゾーン名

第 1 競合相手 必須、固有キー

第 1 競合相手の名前または ID

第 2 競合相手 必須、固有キー

第 2 競合相手の名前または ID

第 3 競合相手 必須、固有キー

第 3 競合相手の名前または ID

競合価格
インポートの前に、「競合相手」ページで競合相手名を入力する必要があります。
このデータ・セットは、遵守価格にも使用されます。競合価格のデータ列と説明を
以下に示します。

Excel ファイル内で価格がブランクになっていて、指定された商品コード/店舗/競合
相手のレコードが存在する場合、IBM Omni-Channel Merchandising はインポート時
にアプリケーションから競合情報を削除します。警告メッセージにより、レコード
が削除されることが通知されます。
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

顧客の店舗番号または ID

v 複数割引 (推奨複数割引) - 数量。例え
ば、商品が 3 個で 1 円の場合は、この列
に 3 を入力します。

v 複数割引価格

v (価格タイプ) - SHELF または 0。タイプ
の前に単一引用符 (') を使用します。

v 開始日 - インポートする競合価格の発効
開始日

競合相手 (競合相手キー) 必須、固有キー

競合相手の名前または ID

複数割引 (推奨複数割引) 複数割引数量: 例えば、商品が 3 個で 1 円
の場合は、この列に 3 を入力します。

複数割引価格 複数割引価格: 例えば、商品が 3 個で 1 円
の場合は、この列に 1 を入力します。

(価格タイプ) 値の前に単一引用符 (') を使用します

SHELF または 0 を入力します

開始日 インポートする競合価格の発効開始日

ゾーン別の競合価格
インポートの前に、「競合相手」ページで競合相手名を入力する必要があります。
ゾーン別の競合価格のデータ列と説明を以下に示します。

Excel ファイル内で価格がブランクになっていて、指定された商品コード/ディビジ
ョン/ゾーン/競合相手のレコードが存在する場合、競合情報はインポート時にアプリ
ケーションから削除されます。警告メッセージにより、レコードが削除されること
が通知されます。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ディビジョン 必須

ディビジョン名
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

ゾーン 必須

ゾーン名

競合相手 (競合相手キー) 必須、固有キー

競合相手の名前または ID

複数割引 (推奨複数割引) 複数割引数量: 例えば、商品が 3 個で 1 円
の場合は、この列に 3 を入力します。

複数割引価格 複数割引価格: 例えば、商品が 3 個で 1 円
の場合は、この列に 1 を入力します。

開始日 インポートする競合価格の発効開始日

ゾーン別の競合価格 - ライン
インポートの前に、「競合相手」ページで競合相手名を入力する必要があります。
「ゾーン別の競合価格 - ライン」のデータ列と説明を以下に示します。

Excel ファイル内で価格がブランクになっていて、指定された商品コード/ライン/デ
ィビジョン/ゾーン/競合相手のレコードが存在する場合、競合情報はインポート時に
アプリケーションから削除されます。警告メッセージにより、レコードが削除され
ることが通知されます。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品カテゴリー 必須

競合相手データが適用される商品カテゴリー

ライン (ライン・グループ) 値の前に単一引用符 (') を使用します

ライン・グループの名前

ディビジョン 必須

ディビジョン名

ゾーン 必須

ゾーン名

競合相手 (競合相手キー) 必須、固有キー

競合相手の名前または ID

複数割引 (推奨複数割引) 複数割引数量: 例えば、商品が 3 個で 1 円
の場合は、この列に 3 を入力します。
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

複数割引価格 複数割引価格: 例えば、商品が 3 個で 1 円
の場合は、この列に 1 を入力します。

開始日 インポートする競合価格の発効開始日

原価の構成 - ライン/ゾーン
「原価の構成 - ライン/ゾーン」のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品カテゴリー 必須

原価タイプが適用される商品カテゴリー

ディビジョン 必須

ディビジョン名

ライン (ライン・グループ) 必須、値の前に単一引用符 (') を使用します

ライン・グループの名前

ゾーン 必須

ゾーン名

原価ソース 在庫管理単位/チェーン・レベルで商品に使用
される原価ソース

原価の構成 - 在庫管理単位/チェーン
「原価の構成 - 在庫管理単位/チェーン」のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

原価ソース 在庫管理単位/チェーン・レベルで商品に使用
される原価ソース

原価の構成 - 在庫管理単位/ディビジョン
「原価の構成 - 在庫管理単位/ディビジョン」のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ディビジョン 必須

ディビジョン名
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

原価ソース 在庫管理単位/ディビジョン・レベルで商品に
使用される原価ソース

原価ファミリー
原価ファミリーのデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

原価ファミリー 値の前に単一引用符 (') を使用します

原価ファミリー名

原価粗利
この表は、消費者商品ユーザーのみを対象としています。原価粗利のデータ列と説
明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品カテゴリー 必須

商品カテゴリー名

ディビジョン 必須

ディビジョン名

メーカー 必須

メーカー名、またはワイルドカード文字を示
すアスタリスク (*)

ブランド 必須

ブランド名、またはワイルドカード文字を示
すアスタリスク (*)

原価粗利 必須

原価粗利パーセンテージ値: 例えば、5.0%

原価粗利を使用 必須

入力した原価粗利を今すぐに使用しない場合
は、0 を入力します。原価粗利を使用する場
合は、1 を入力します。
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現行価格
現行価格のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 必須、値の前に単一引用符 (') を使用します

店舗番号または ID

複数割引 複数割引数量: 例えば、商品が 3 個で 1 円
の場合は、この列に 3 を入力します。

現行価格 個別商品価格または複数割引価格

複数割引価格を入力する場合は、「複数割
引」列に商品数に対する合計価格を入力しま
す。例えば、商品が 3 個で 1 円の場合は、
この列に 1 を入力します。

ゾーン別の現行価格
ゾーン別の現行価格のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ディビジョン 必須

ディビジョン名

ゾーン 必須

ゾーン名

複数割引 複数割引数量: 例えば、商品が 3 個で 1 円
の場合は、この列に 3 を入力します。

現行価格 個別商品価格または複数割引価格

複数割引価格を入力する場合は、「複数割
引」列に商品数に対する合計価格を入力しま
す。例えば、商品が 3 個で 1 円の場合は、
この列に 1 を入力します。

カスタム関係
このインポートにより、企業固有の商品の関係が作成されます。ユーザーはこれら
の関係を使用して、価格設定アクションで使用するカスタム関係ルールを作成でき
ます。カスタム関係のデータ列と説明を以下に示します。
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

関係タイプ 必須

関係のタイプを設定するためのユーザー定義
フィールド

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

カスタム・ファミリー ユーザー定義カスタム・ファミリー名

カスタム・クラス ユーザー定義カスタム・クラス名

注: アプリケーションからカスタム・リレーションシップのレコードを削除するに
は、カスタム・ファミリーおよびカスタム・クラスのフィールドがブランクの状態
でデータを再インポートします。

店舗別の高速価格上書き - 在庫管理単位
「店舗別の高速価格上書き - 在庫管理単位」のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

(高速価格設定実行 ID) 必須、固有キー

高速価格設定実行 ID: この ID は、実行ごと
に「高速価格設定」ページに表示され、最初
にエクスポートを行った場合は自動的に表示
されます。この列を変更しないでください。

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 必須、値の前に単一引用符 (') を使用します

店舗番号または ID

複数割引の上書き 上書き価格に関連した複数割引数量: 例え
ば、商品が 3 個で 1 円の場合は、この列に
3 を入力します。

上書き価格 必須

高速価格として使用される上書き価格

原価の上書き 必須

価格発効日 インポートする上書き価格の発効開始日
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ゾーン別の高速価格上書き - ライン
「ゾーン別の高速価格上書き - ライン」のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

(高速価格設定実行 ID) 必須、固有キー

高速価格設定実行 ID: この ID は、実行ごと
に「高速価格設定」ページに表示され、最初
にエクスポートを行った場合は自動的に表示
されます。この列を変更しないでください。

商品カテゴリー 必須

商品カテゴリー名

ライン (ライン・グループ) 必須、値の前に単一引用符 (') を使用します

ライン・グループ名

ディビジョン ディビジョン名

ゾーン 必須

ゾーン名

複数割引の上書き 上書き価格に関連した複数割引数量: 例え
ば、商品が 3 個で 1 円の場合は、この列に
3 を入力します。

上書き価格 必須

高速価格として使用される上書き価格

原価の上書き 原価の上書き

価格発効日 インポートする上書き価格の発効開始日

ゾーン別の高速価格上書き - 在庫管理単位
「ゾーン別の高速価格上書き - SKU」のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

(高速価格設定実行 ID) 必須、固有キー

高速価格設定実行 ID: この ID は、実行ごと
に「高速価格設定」ページに表示され、最初
にエクスポートを行った場合は自動的に表示
されます。この列を変更しないでください。

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ゾーン 必須

ゾーン名

複数割引の上書き 上書き価格に関連した複数割引数量: 例え
ば、商品が 3 個で 1 円の場合は、この列に
3 を入力します。
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

上書き価格 必須

高速価格として使用される上書き価格

価格発効日 インポートする上書き価格の発効開始日

最終桁
最終桁のデータ列と説明を以下に示します。

このインポートを使用して、価格の特定の最終桁を設定します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

名前 必須、値の前に単一引用符 (') を使用します

説明 ルールの説明

商品カテゴリー 商品が属する特定の商品カテゴリー。「すべ
てのカテゴリー」を指定する場合は、ヌルを
使用します。

複数割引 必須

複数割引数量: 例えば、商品が 3 個で 1 円
の場合は、この列に 3 を入力します。

最終桁 (最終桁文字列) 値の前に単一引用符 (') を使用します

価格の末尾に付けることが許可される最終桁
(例えば、95、45)

ライン価格
ライン価格のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ライン (ライン・グループ) 値の前に単一引用符 (') を使用します

ライン・グループ名

ライン対ライン関係
ライン対ライン関係のデータ列と説明を以下に示します。

この機能は、商品またはライン関係ルールに使用される、ライン・グループ対ライ
ン・グループ関係のデータをインポートします。

第 3 章 データのインポートとエクスポート 63



データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品カテゴリー 必須

商品またはライン関係ルールが適用される商
品カテゴリー

ライン (1) ライン・グループ名

ライン (2) ライン・グループ名

関係タイプ 「乗数」または「相対」を入力します。

v 乗数: 値はライン (1) の最適化価格で乗算
されます。

v 相対: 値はライン (2) の最適化価格に加算
されます。

インポート・ファイル内の「関係タイプ」フ
ィールドがブランクの場合、関係は IBM

Omni-Channel Merchandising に表示されませ
ん。関係が既に存在する場合、IBM

Omni-Channel Merchandising はその関係を削
除します。

関係値 次に示す計算のとおり、ライン (2) の新規価
格を決定するために使用される数値 (乗数の
場合はゼロより大きい)。

v ライン (2) の価格 = ライン (1) の価格 *

乗数値

v ライン (2) の価格 = ライン (1) の価格 +

相対値

ゾーン別のライン対ライン関係
この機能は、商品またはライン関係ルールに使用される、ゾーン別のライン・グル
ープ対ライン・グループ関係のデータをインポートします。ゾーン別のライン対ラ
イン関係のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品カテゴリー 必須

商品またはライン関係ルールが適用される商
品カテゴリー

ゾーン 必須

ゾーン名

ライン (1) ライン・グループ名

ライン (2) ライン・グループ名
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

関係タイプ 「乗数」または「相対」を入力します。

v 乗数: 値はライン (1) の最適化価格で乗算
されます。

v 相対: 値はライン (2) の最適化価格に加算
されます。

インポート・ファイル内の「関係タイプ」フ
ィールドがブランクの場合、関係は IBM

Omni-Channel Merchandising に表示されませ
ん。関係が既に存在する場合、IBM

Omni-Channel Merchandising はその関係を削
除します。

関係値 次に示す計算のとおり、ライン (2) の新規価
格を決定するために使用される数値 (乗数の
場合はゼロより大きい)。

v ライン (2) の価格 = ライン (1) の価格 *

乗数値

v ライン (2) の価格 = ライン (1) の価格 +

相対値

ロケーション・グループ・クラスの割り当て
ロケーション・グループの更新については、統合サービス担当員にご連絡くださ
い。

ロケーション・グループ・クラスと店舗のマッピング
ロケーション・グループの更新については、統合サービス担当員にご連絡くださ
い。

固定価格
このインポートは、ファイルにリストされているすべての商品コードの価格をロッ
クします。固定価格のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ゾーン (名前) 値の前に単一引用符 (') を使用します

店舗ゾーンの名前 (「データ・メンテナン
ス」 > 「店舗ゾーン」レポートに含まれる)
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

店舗番号または ID

ロック済み上書き (Locked Override) (ユーザ
ー・ロック済み (Is UserLocked))

価格をロックします。ロック解除には 0、ロ
ックには 1 を使用します。

IBM Omni-Channel Merchandising ユーザー・
インターフェース内で、固定価格の隣にロッ
ク・アイコンが表示されます。

注: ディビジョンに分けられたカスタマーの場合、「ディビジョン」というラベル
の、5 つ目のデータ列が必要です。

ディビジョン別の固定価格
このインポートは、ファイルにリストされているすべての商品コードの価格をロッ
クします。ディビジョン別の固定価格のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ディビジョン 必須

ディビジョン名

ロック済み上書き (Locked Override) (ユーザ
ー・ロック済み (Is UserLocked))

価格をロックします。ロック解除には 0、ロ
ックには 1 を使用します。

IBM Omni-Channel Merchandising ユーザー・
インターフェース内で、固定価格の隣にロッ
ク・アイコンが表示されます。

ゾーン別の固定価格
このインポートは、ファイルにリストされているすべての商品コードの価格をロッ
クします。ゾーン別の固定価格のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

ディビジョン 必須

ディビジョン名

ゾーン 必須

ゾーン名

ロック済み上書き (Locked Override) (ユーザ
ー・ロック済み (Is UserLocked))

価格をロックします。ロック解除には 0、ロ
ックには 1 を使用します。

IBM Omni-Channel Merchandising ユーザー・
インターフェース内で、固定価格の隣にロッ
ク・アイコンが表示されます。

マークダウン・データ
マークダウン・データのデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

顧客の店舗番号または ID

顧客満了日 商品を店舗の棚で販売できる最終の日付。

マークダウン開始日 商品ロケーションのマークダウンが開始され
る日付 (MM/DD/YYYY 形式)

顧客マークダウン・コード 最大 10 文字

商品ステータスの指標。例えば、C はマーク
ダウンの候補、M は 1 つ以上のマークダウ
ンが発生したことを示します。

在庫 在庫日付現在、ロケーションで販売可能な単
位。

在庫日付 在庫量が適用される日付 (MM/DD/YYYY 形
式)

複数割引プライス・ポイント
複数割引プライス・ポイントのデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品カテゴリー IBM Omni-Channel Merchandising が複数のプ
ライス・ポイントを挿入する特定の商品カテ
ゴリー
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

最小単位価格 複数のプライス・ポイントに割り当てられ
た、最も低い新価格

最大単位価格 複数のプライス・ポイントに割り当てられ
た、最も高い新価格

複数割引 複数割引数量: 例えば、商品が 3 個で 1 円
の場合は、この列に 3 を入力します。

プライス・ポイント 価格の値: 例えば、商品が 3 個で 1 円の場
合は、この列に ¥1 を入力します。

その他クラスおよびファミリー 1
その他クラスおよびファミリー 1 のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

その他 1 クラス 値の前に単一引用符 (') を使用します

クラス名

その他 1 ファミリー 値の前に単一引用符 (') を使用します

ファミリー

その他クラスおよびファミリー 2
その他クラスおよびファミリー 2 のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

その他 2 クラス 値の前に単一引用符 (') を使用します

クラス名

その他 2 ファミリー 値の前に単一引用符 (') を使用します

ファミリー

事前価格設定済みフラグ
事前価格設定済みフラグのデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

事前設定価格 (事前価格設定済み) 必須

0 は商品が事前価格設定済みでないことを示
し、1 は商品が事前価格設定済みであること
を示します

価格上書き
この機能は、シナリオの最適化された価格を上書きするファイルをインポートしま
す。通常は、「価格上書き」レポートをエクスポートします。価格上書きのデータ
列と説明を以下に示します。

86ページの『データのエクスポート』 を参照し、価格を変更して、ファイルを再
び IBM Omni-Channel Merchandising にインポートします。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

(シナリオ実行 ID) 必須、固有キー

シナリオ ID: この ID は、「シナリオ詳細」
ページの URL に含まれ、最初にエクスポー
トを行った場合は自動的に表示されます。こ
の列を変更しないでください。

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

店舗番号または ID

複数割引 (上書き最適化複数割引
(OverOptMultiple))

上書き価格に関連付けられた複数割引。この
列を変更しないでください。

手動上書き (Manual Override) (上書き最適化
複数割引 (OverOptMultiplePrice))

必須

最適化価格を置き換える上書き価格

価格発効日 インポートする上書き価格の発効開始日

移転価格上書き複数割引 (Transfer Price

Override Multiple)

移転価格の上書きに関連した複数割引 - フラ
ンチャイズの価格設定のユーザーのみに表示
されます。

移転価格の上書き (Transfer Price Override) 商品コードに対して指定された移転価格の上
書き - フランチャイズの価格設定のユーザー
のみに表示されます。

関連トピック
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86ページの『データのエクスポート』
アプリケーションからデータをエクスポートするには、「アプリケーションへの
データのエクスポート (Export data to applications)」ユーザー権限が必要で
す。データをエクスポートするには、この手順を使用します。

価格上書き - ライン
この機能は、シナリオの最適化された価格を上書きするファイルをインポートしま
す。通常は、「価格上書き」レポートをエクスポートします。「価格上書き - ライ
ン」のデータ列と説明を以下に示します。

86ページの『データのエクスポート』 を参照し、価格を変更して、ファイルを再
び IBM Omni-Channel Merchandising にインポートします。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

(シナリオ実行 ID) 必須、固有キー

シナリオ ID: この ID は、「シナリオ詳細」
ページの URL に含まれ、最初にエクスポー
トを行った場合は自動的に表示されます。こ
の列を変更しないでください。

ライン (ライン・グループ) 値の前に単一引用符 (') を使用します

ライン・グループ名

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

店舗番号または ID

複数割引 (上書き最適化複数割引
(OverOptMultiple))

上書き価格に関連付けられた複数割引。この
列を変更しないでください。

手動上書き (Manual Override) (上書き最適化
複数割引 (OverOptMultiplePrice))

必須

最適化価格を置き換える上書き価格

価格発効日 インポートする上書き価格の発効開始日

移転価格上書き複数割引 (Transfer Price

Override Multiple)

移転価格の上書きに関連した複数割引 - フラ
ンチャイズの価格設定のユーザーのみに表示
されます。

移転価格の上書き (Transfer Price Override) ライン・グループに対して指定された移転価
格の上書き - フランチャイズの価格設定のユ
ーザーのみに表示されます。

関連トピック

86ページの『データのエクスポート』
アプリケーションからデータをエクスポートするには、「アプリケーションへの
データのエクスポート (Export data to applications)」ユーザー権限が必要で
す。データをエクスポートするには、この手順を使用します。
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ゾーン別の価格上書き
この機能は、シナリオの最適化された価格を上書きするファイルをインポートしま
す。通常は、「価格上書き」レポートをエクスポートします。ゾーン別の価格上書
きのデータ列と説明を以下に示します。

86ページの『データのエクスポート』 を参照し、価格を変更して、ファイルを再
び IBM Omni-Channel Merchandising にインポートします。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

(シナリオ実行 ID) 必須、固有キー

シナリオ ID: この ID は、「シナリオ詳細」
ページの URL に含まれ、最初にエクスポー
トを行った場合は自動的に表示されます。こ
の列を変更しないでください。

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ゾーン 必須

ゾーン名

複数割引 (上書き最適化複数割引
(OverOptMultiple))

上書き価格に関連付けられた複数割引。この
列を変更しないでください。

手動上書き (Manual Override) (上書き最適化
複数割引 (OverOptMultiplePrice))

必須

最適化価格を置き換える上書き価格

価格発効日 インポートする上書き価格の発効開始日

移転価格上書き複数割引 (Transfer Price

Override Multiple)

移転価格の上書きに関連した複数割引 - フラ
ンチャイズの価格設定のユーザーのみに表示
されます。

移転価格の上書き (Transfer Price Override) 商品コード/ゾーンに対して指定された移転価
格の上書き - フランチャイズの価格設定のユ
ーザーのみに表示されます。

関連トピック

86ページの『データのエクスポート』
アプリケーションからデータをエクスポートするには、「アプリケーションへの
データのエクスポート (Export data to applications)」ユーザー権限が必要で
す。データをエクスポートするには、この手順を使用します。
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ゾーン別の価格上書き - ライン
この機能は、シナリオの最適化された価格を上書きするファイルをインポートしま
す。通常は、「価格上書き」レポートをエクスポートします。「ゾーン別の価格上
書き - ライン」のデータ列と説明を以下に示します。

86ページの『データのエクスポート』 を参照し、価格を変更して、ファイルを再
び IBM Omni-Channel Merchandising にインポートします。

注: IBM Omni-Channel Merchandising は、OpenLink を使用した、ライン/ゾーン集
約レベルでの上書き価格の自動読み込みを構成することもできます。詳しくは、
IBM Omni-Channel Merchandising 担当員にお問い合わせください。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

(シナリオ実行 ID) 必須、固有キー

シナリオ ID: この ID は、「シナリオ詳細」
ページの URL に含まれ、最初にエクスポー
トを行った場合は自動的に表示されます。こ
の列を変更しないでください。

ライン (ライン・グループ) 値の前に単一引用符 (') を使用します

ライン・グループ名

ゾーン 必須

ゾーン名

複数割引 (上書き最適化複数割引
(OverOptMultiple))

上書き価格に関連付けられた複数割引。この
列を変更しないでください。

手動上書き (Manual Override) (上書き最適化
複数割引 (OverOptMultiplePrice))

必須

最適化価格を置き換える上書き価格

価格発効日 インポートする上書き価格の発効開始日

移転価格上書き複数割引 (Transfer Price

Override Multiple)

移転価格の上書きに関連した複数割引 - フラ
ンチャイズの価格設定のユーザーのみに表示
されます。

移転価格の上書き (Transfer Price Override) ライン/ゾーンに対して指定された移転価格の
上書き - フランチャイズの価格設定のユーザ
ーのみに表示されます。

関連トピック

86ページの『データのエクスポート』
アプリケーションからデータをエクスポートするには、「アプリケーションへの
データのエクスポート (Export data to applications)」ユーザー権限が必要で
す。データをエクスポートするには、この手順を使用します。
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商品グループ
商品グループのデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

名前 必須、最大 50 文字

商品グループ名

商品リンク
商品リンクのデータ列と説明を以下に示します。

次のエラーが発生した場合、IBM Omni-Channel Merchandising はインポート時に商
品リンクを作成しません。エラーが「インポート・ステータス」ダイアログ・ボッ
クスに表示されます。 85ページの『インポート・ステータスの確認』を参照してく
ださい。

v 新商品の商品コード、および成熟商品の商品コードが無効である

v 成熟商品にモデル化係数が指定されていない

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

新商品の商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

新商品の 20 桁の商品コード

成熟商品の商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

成熟商品の 20 桁の商品コード

リンク・タイプ v LINEEXT: ライン拡張: 新商品は、成熟商
品を含む既存のライン・グループの拡張と
して導入されます。

v DIRECTREP: 直接置換: 新商品は、品揃え
に含まれる成熟商品を置き換えます。

v NULL: 新商品は、既存のライン・グルー
プを拡張せず、成熟商品を置き換えること
もありません。

予測される週の数量 成熟商品が取扱停止になった場合の、新商品
の予測される週の数量。

数量割合増分 成熟商品が取扱停止になった場合の、予測さ
れる数量割合増分。

関連トピック

85ページの『インポート・ステータスの確認』
データ・インポートは表示のみが可能です。「すべてのインポートを表示」ユー
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ザー権限により、管理者はすべてのユーザーのインポートを表示できます。イン
ポート・ファイル・ステータスを確認するには、この手順を使用します。

商品ステータス
商品ステータスのデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 必須、値の前に単一引用符 (') を使用します

店舗番号または ID

商品ステータス (pIncPrd) 商品のステータス: 1 は商品がアクティブで
あることを示し、0 は商品が取扱停止になっ
たことを示します。

ゾーン別の商品ステータス
ゾーン別の商品ステータスのデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ディビジョン 必須

ディビジョン名

ゾーン 必須

ゾーン名

商品ステータス (pIncPrd) 商品のステータス: 1 は商品がアクティブで
あることを示し、0 は商品が取扱停止になっ
たことを示します。

商品対商品の関係
この機能は、商品またはライン関係ルールに使用される、商品対商品の関係のデー
タをインポートします。商品対商品の関係のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード (1) 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード (2) 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

関係タイプ 「乗数」または「相対」を入力します。

v 乗数: 値は商品コード (1) の最適化価格で
乗算されます。

v 相対: 値は商品コード (1) の最適化価格に
加算されます。

インポート・ファイル内の「関係タイプ」フ
ィールドがブランクの場合、関係は IBM

Omni-Channel Merchandising に表示されませ
ん。関係が既に存在する場合、IBM

Omni-Channel Merchandising はその関係を削
除します。

関係値 次に示す計算のとおり、商品コード (2) の新
規価格を決定するために使用される数値 (乗
数の場合はゼロより大きい)。

v 商品コード (2) の価格 = 商品コード (1)

の価格 * 乗数値

v 商品コード (2) の価格 = 商品コード (1)

の価格 + 相対値

ゾーン別の商品対商品関係
この機能は、商品またはライン関係ルールに使用される、商品対商品の関係のデー
タをインポートします。ゾーン別の商品対商品関係のデータ列と説明を以下に示し
ます。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

ディビジョン 必須

ディビジョン名

ゾーン 必須

ゾーン名

商品コード (1) 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

商品コード (2) 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

関係タイプ 「乗数」または「相対」を入力します。

v 乗数: 値は商品コード (1) の最適化価格で
乗算されます。

v 相対: 値は商品コード (1) の最適化価格に
加算されます。

インポート・ファイル内の「関係タイプ」フ
ィールドがブランクの場合、関係は IBM

Omni-Channel Merchandising に表示されませ
ん。関係が既に存在する場合、IBM

Omni-Channel Merchandising はその関係を削
除します。

関係値 次に示す計算のとおり、商品コード (2) の新
規価格を決定するために使用される数値 (乗
数の場合はゼロより大きい)。

v 商品コード (2) の価格 = 商品コード (1)

の価格 * 乗数値

v 商品コード (2) の価格 = 商品コード (1)

の価格 + 相対値

プロモーション対象商品グループ - LU
「プロモーション対象商品グループ - LU」のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品グループ名 必須、最大 50 文字

プロモーション対象商品グループ名: 指定さ
れた名前が存在しない場合は、IBM

Omni-Channel Merchandising が新規のプロモ
ーション対象商品グループを作成します。

商品グループ・コード 最大 20 文字

プロモーション対象商品グループの固有コー
ド

物流アイテム識別子 最大 30 文字

物流単位コード: 選択した物流単位 (または
その物流単位にリンクした商品コード) が既
に別のプロモーション対象商品グループに属
している場合、IBM Omni-Channel

Merchandising はその行を無視します。
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プロモーション対象商品グループ - SU
「プロモーション対象商品グループ - SU」のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

名前 必須、最大 50 文字

プロモーション対象商品グループ名: 指定さ
れた名前が存在しない場合は、IBM

Omni-Channel Merchandising が新規のプロモ
ーション対象商品グループを作成します。

コード 最大 20 文字

プロモーション対象商品グループの固有コー
ド

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード: 選択した商品コードが既
に別のプロモーション対象商品グループに属
している場合、IBM Omni-Channel

Merchandising はその行を無視します。

サイズ・クラスおよびファミリー
サイズ・クラスおよびファミリーのデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

サイズ・クラス 値の前に単一引用符 (') を使用します

サイズ・クラス名: 許容されるサイズ・クラ
スの形式は、カテゴリーに対して定義されて
いるサイズ・クラスです。クラスがまだ定義
されていない場合は、デフォルト
(XXX-LARGE、 XX-LARGE、 X-LARGE、
LARGE、 MEDIUM、 SMALL、
X-SMALL、 XX-SMALL、 XXX-SMALL) を
使用します。これは、後から IBM

Omni-Channel Merchandising で更新できま
す。

サイズ・ファミリー 値の前に単一引用符 (') を使用します

サイズ・ファミリー名
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在庫管理単位属性
在庫管理単位属性のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

属性 0 在庫管理単位属性: ブランクのままにした場
合は、インポートの後、「データ・メンテナ
ンス」 > 「在庫管理単位/ゾーン属性」レポ
ートで商品に属性を割り当てることができま
す。

レポートには、10 個の属性フィールドが含
まれます (属性 <0 から 9>)。企業によって
は、これらのフィールドを使用しない場合
や、一部のみを使用する場合があります。

在庫管理単位/ゾーン属性
在庫管理単位/ゾーン属性のデータ列と説明を以下に示します。

最大 6 つの属性を定義できます。

注: システムのデフォルト CPI 属性 (「極めて重要」、「重要」、「ある程度重
要」、「重要ではない」、「未定義 1」、「未定義 2」) を置き換えるユーザー独
自の属性をインポートする前に、IBM Omni-Channel Merchandising サポートに連絡
する必要があります。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ディビジョン 必須

ディビジョン名

ゾーン・グループ 必須

ゾーン・グループ名

ゾーン 必須

ゾーン名
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

競合価格指数属性 次のいずれかを入力するか、ブランクのまま
にします。

v 極めて重要

v 重要

v ある程度重要

v 重要ではない

v 未定義 1

v 未定義 2

属性 0 在庫管理単位/ゾーン属性: ブランクのままに
した場合は、インポートの後、「データ・メ
ンテナンス」 > 「在庫管理単位/ゾーン属
性」レポートで商品に属性を割り当てること
ができます。

レポートには、5 個の属性フィールドが含ま
れます (属性 <0 から 4>)。企業によって
は、これらのフィールドを使用しない場合
や、一部のみを使用する場合があります。

店舗属性
店舗属性のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 必須、値の前に単一引用符 (') を使用します

店舗番号または ID

レベル 1 説明 このレポートには、「レベル <1 から 12>

説明」の列が含まれます。それぞれの列に
は、異なる店舗属性の説明が格納されます。
これらの属性は、レポート作成のためにのみ
使用されます。企業によっては、これらのフ
ィールドを使用しない場合や、一部のみを使
用する場合があります。

レベル 1 コード このレポートには、「レベル <1 から 12>

コード」の列が含まれます。それぞれの列に
は、異なる店舗属性のコードが格納されま
す。このコードは、説明フィールドに関連し
ています。これらの属性は、レポート作成の
ためにのみ使用されます。企業によっては、
これらのフィールドを使用しない場合や、一
部のみを使用する場合があります。

属性 1 企業の定義による店舗属性: この値はオプシ
ョンで、レポート作成のためにのみ使用され
ます。

インポートは、4 個の属性フィールドが含ま
れます (属性 <1 から 4>)。
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店舗グループ
店舗グループのデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 必須、値の前に単一引用符 (') を使用します

店舗番号または ID

名前 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

店舗グループ名

ディビジョン ディビジョン名

店舗価格ゾーン
店舗価格ゾーンのデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

ディビジョン ディビジョン名

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

店舗番号または ID

名前 必須、値の前に単一引用符 (') を使用します

店舗グループ名

階層クラスおよびファミリー
階層クラスおよびファミリーのデータ列と説明を以下に示します。

階層クラスおよびファミリーをインポートするには、「階層化価格設定の管理」権
限が必要です。価格の権限を参照してください。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

階層クラス (TierClass) 値の前に単一引用符 (') を使用します

階層クラス名

階層ファミリー (TierFamily) 値の前に単一引用符 (') を使用します

階層ファミリー名

時系列商品ステータス
時系列商品ステータスのデータ列と説明を以下に示します。
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時系列商品ステータスを使用して、IBM Omni-Channel Merchandising に読み込まれ
た商品ごとに発効日を指定できます。発効日の適用について詳しくは、IBM

Omni-Channel Merchandising 担当員にお問い合わせください。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ロケーション・キー 固有のロケーション、ロケーション・グルー
プ、またはロケーション・グループ・クラ
ス・キー

ステータス・コード (StatusCode) 商品ステータスのステータス・コード (「デ
ータ」 > 「商品ステータス・マッピング」
レポートで定義されている)

発効日 指定されたステータス・コードが商品コード
に対して有効になる日付 (mm/dd/yyyy 形式)

店舗別の移転価格
移転価格をインポートするには、「フランチャイズの価格設定」権限が必要です。
店舗別の移転価格のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

店舗番号 値の前に単一引用符 (') を使用します

店舗番号または ID

移転複数割引 必須

複数割引数量: 例えば、商品が 3 個で 1 円
の場合は、この列に 3 を入力します。

移転価格 必須

フランチャイズに販売するアイテムの価格。
複数割引価格を使用する場合は、「移転複数
割引」フィールドに単位数の価格を入力しま
す。

ゾーン別の移転価格
移転価格をインポートするには、「フランチャイズの価格設定」権限が必要です。
ゾーン別の移転価格のデータ列と説明を以下に示します。
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ディビジョン 必須

ディビジョン名

ゾーン 必須

ゾーン名

移転複数割引 必須

複数割引数量: 例えば、商品が 3 個で 1 円
の場合は、この列に 3 を入力します。

移転価格 必須

フランチャイズに販売するアイテムの価格。
複数割引価格を使用する場合は、「移転複数
割引」フィールドに単位数の価格を入力しま
す。

ゾーン例外
ゾーン例外のデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ディビジョン ディビジョン名

ゾーン (名前) 店舗ゾーン

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 値の前に単一引用符 (') を使用します

店舗番号または ID

ゾーン上書き (ゾーン例外) 商品にゾーン上書きを指定しない場合は、0

を入力します。商品にゾーン上書きを指定す
る場合は、1 を入力します。

ゾーン・グループの割り当て
ゾーン・グループの割り当てのデータ列と説明を以下に示します。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

商品カテゴリー ゾーン・グループが適用される商品カテゴリ
ー
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

ディビジョン ディビジョン名

ゾーン・グループ ゾーン・グループ名

ゾーン上書き
この機能は、シナリオの最適化された価格を上書きするファイルをインポートしま
す。通常は、「価格承認」レポートをエクスポートします。ゾーン上書きのデータ
列と説明を以下に示します。

86ページの『データのエクスポート』 を参照し、価格を変更して、ファイルを再
び IBM Omni-Channel Merchandising にインポートします。

データ列 (最初から最後までの順序) 説明

(シナリオ実行 ID) 必須、固有キー

シナリオ ID: この ID は、「シナリオ詳細」
ページの URL に含まれ、最初にエクスポー
トを行った場合は自動的に表示されます。こ
の列を変更しないでください。

商品コード 必須、固有キー、値の前に単一引用符 (') を
使用します

20 桁の商品コード

ゾーン 必須

ゾーン名

複数割引 (上書き最適化複数割引
(OverOptMultiple))

上書き価格に関連付けられた複数割引。この
列を変更しないでください。

手動上書き (Manual Override) (上書き最適化
複数割引 (OverOptMultiplePrice))

必須

最適化価格を置き換える上書き価格

価格発効日 インポートする上書き価格の発効開始日

関連トピック

86ページの『データのエクスポート』
アプリケーションからデータをエクスポートするには、「アプリケーションへの
データのエクスポート (Export data to applications)」ユーザー権限が必要で
す。データをエクスポートするには、この手順を使用します。

ゾーン/ロケーション・マッピング
このインポートは、ロケーションをゾーンにマップします。ゾーンが存在しない場
合は、インポート後に新規ゾーンが作成されます。また、ゾーンがインポート・フ
ァイル内で空/NULL に設定されている場合は、現行マッピングが削除されます。つ
まり、ゾーンへの店舗の割り当てが解除されます。ゾーン/ロケーション・マッピン
グのデータ列と説明を以下に示します。
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データ列 (最初から最後までの順序) 説明

ディビジョン 必須

ディビジョン名

ゾーン・グループ 必須

ゾーン・グループ名

ゾーン (名前) 店舗ゾーン

店舗番号 (顧客ロケーション・キー) 必須、値の前に単一引用符 (') を使用します

店舗番号または ID

データ・ファイルのインポート
データ・ファイルをインポートするには、この手順を使用します。ローカル・ファ
イルからアプリケーションにデータをインポートするには、「アプリケーションへ
のデータのインポート (Import data to applications)」ユーザー権限が必要です。

このタスクについて

「インポート」ダイアログ・ボックスを使用して、IBM Omni-Channel

Merchandising サービスにデータをインポートできます。

手順
1. 「データ」 > 「インポート」を選択して、「インポート」ダイアログ・ボック
スを開きます。

2. 「データ・タイプ」ドロップダウン・メニューからインポートするデータのタイ
プを選択します。

3. 「説明」テキスト・ボックスに、ファイルの説明を入力します。 これは、イン
ポートするデータのタイプを識別するために役立ちます。例えば、インポートす
るカテゴリーや、行った編集のタイプが分かる説明を使用してください。この説
明は、「インポート・ステータス」ダイアログ・ボックスでファイルを見つける
ために最適な方法です。

4. 「ファイルのアップロード」セクションにファイル名を入力します。 ファイル
名に含まれる文字が 8 文字以下であることを確認してください。8 文字を超え
ると、インポートは失敗します。

5. 「インポート」をクリックします。

6. データのインポート処理が完了すると、「インポート・ステータス」ダイアロ
グ・ボックスが開き、インポート内容のリストが表示されます。

関連トピック

85ページの『インポート・ステータスの確認』
データ・インポートは表示のみが可能です。「すべてのインポートを表示」ユー
ザー権限により、管理者はすべてのユーザーのインポートを表示できます。イン
ポート・ファイル・ステータスを確認するには、この手順を使用します。
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インポート・ステータスの確認
データ・インポートは表示のみが可能です。「すべてのインポートを表示」ユーザ
ー権限により、管理者はすべてのユーザーのインポートを表示できます。インポー
ト・ファイル・ステータスを確認するには、この手順を使用します。

このタスクについて

データ・ファイルが IBM Omni-Channel Merchandising サービスにインポートされ
るとき、有効な列の数、正しいデータのタイプ (該当するレコード内でテキストま
たは数値のどちらか)、必須フィールド、およびレコードの挿入または更新が許可さ
れているかどうかが、インポート・プロセスによって検査されます。

「インポート・ステータス」ダイアログ・ボックスでステータスを確認できます。
データ・ファイルは、インポート対象のキュー内にあるか、インポート処理中、完
了済み、またはエラーありの状態になります。ファイルにエラーがある場合は、元
のファイル内でエラーを修正し、再インポートする必要があります。

手順
1. 「データ」 > 「インポート・ステータス」を選択します。 「インポート・ステ
ータス」ダイアログ・ボックスが開きます。

それぞれのインポートが、数値 ID、ファイル名 (通常はユーザー名)、ステータ
ス、およびファイルのインポート時に入力した説明とともにリストされます。

ステータスは次のいずれかです。

v 処理中 - ファイルはキュー内にあり、インポートの開始を待機しています。

v インポート中 - ファイルはインポート中です。

v 終了 - ファイルは正常にインポートされ、該当するページで表示できます (例
えば、商品グループ・データは「商品グループ」ページに表示されます)。

v エラー - ファイルは正常にインポートされませんでした。インポート・ログ
を表示してエラーを確認してください。インポート・ログを表示するには、フ
ァイル名 (下線の付いたリンク) をクリックします。「ログのインポート」ダ
イアログ・ボックスが開きます。すべてのエラーがこのダイアログ・ボックス
に 1 行ずつリストされます。エラーがある場合は、元のファイルの該当する
行に進んで、エラーを修正し、新規インポートを開始できます。

2. インポートが完了した後、表示内容を整理するために、「インポート・ステータ
ス」ダイアログ・ボックスからインポートを削除できます。インポートを削除す
るには、インポートを右クリックして「削除」を選択します。削除を実行するか
どうか確認するダイアログ・ボックスが表示されます。「はい」をクリックしま
す。ページが最新表示され、インポートが削除されます。

アラート・サブスクリプションの設定
「Excel からのマーケットまたは新商品のインポート」を行う場合、アラートを受け
取るようにサブスクライブするには、この手順を使用します。
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このタスクについて

「Excel からのマーケットまたは新商品のインポート」を行う場合、インポートが
「開始」、「失敗」、および/または「完了」した時点でアラートを受け取るように
申し込むことができます。

手順
1. 任意のページで上部ナビゲーション・バーにあるツールボックス・アイコンをク
リックします。 「アラート・サブスクリプション」ポップアップ・ウィンドウ
が開きます。

2. 「品揃え」タブをクリックします。

3. チェック・ボックスを使用して、受け取りたいインポート・アラートのタイプを
選択します。

v 「E メール」列の下のボックスにチェック・マークを付けた場合、アプリケー
ションに登録された E メール・アドレスにアラートが送信されます。

v 「受信箱」の下のボックスにチェック・マークを付けた場合、「アラート受信
箱」にアラートが送信されます。

v 品揃えインポート失敗通知のボックスにチェック・マークを付けた場合、イン
ポート・エラー・ログ・ファイルへのリンクが示された E メールを受信しま
す。

4. 受け取りたいインポート・アラートのタイプの選択が済んだら、「完了」をクリ
ックします。

データのエクスポート
アプリケーションからデータをエクスポートするには、「アプリケーションへのデ
ータのエクスポート (Export data to applications)」ユーザー権限が必要です。デー
タをエクスポートするには、この手順を使用します。

このタスクについて

IBM Omni-Channel Merchandising サービスからデータをエクスポートして、Excel

で編集または確認できます。データ・ファイル (商品グループなど)、およびレポー
ト (データ・メンテナンス・レポートなど) をエクスポートできます。

手順
1. 「データ」 > 「エクスポート」を選択します。「エクスポート」ダイアログ・
ボックスが開きます。

2. 「レポート」ドロップダウン・メニューから、エクスポートするデータのタイプ
を選択します。

3. 「説明」テキスト・ボックスに、ファイルの説明を最大 8 文字で入力します。
これは、エクスポートするデータのタイプを識別するために役立ち、「エクスポ
ート・ステータス」ページでファイルを見つけるために最適な方法です。

4. エクスポートするファイル・タイプとして、Excel 97-2003 (.xls)、Excel 2007

(.xlsx)、または CSV を選択します。大量のデータ (130,000 レコードを超える)

をエクスポートする場合には、ご使用のコンピューターのメモリー構成によって
パフォーマンスに差が生じる可能性があるため、CSV 形式を使用することをお
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勧めします。「レコード数の取得」ボタンをクリックして、エクスポートの前に
レポート内にあるレコードの総数を表示できます。 次に、CSV ファイルにエク
スポートする場合のレポート・フィールドの形式について説明します。

v 二重引用符は、区切り文字に使用する必要がある場合を除き、フィールドに追
加されません (例えば、数値フィールドのいずれかに小数点としてコンマが指
定される場合)。

v すべての数値/10 進数タイプで、小数点以下の桁数の最小は 2、最大は 3 で
す。IBM Markdown Optimization では、小数点の前に指定できる桁数は 5 桁
です。

v 通貨フィールドは、ロケールに基づいて表示されます。小数点と千の位の分離
文字は、ロケールに基づいて表示されます。

v すべての日付が短形式 (mm/dd/yy または dd/mm/yy) で表示され、ロケールに
従って書式設定されます。日付を時刻とともに表示する必要がある場合は、短
形式で表示されます。大きな CSV ファイルは、Excel ではなくメモ帳などの
テキスト・エディターを使用して開く必要があります。CSV ファイルの表示
に Excel を使用する必要がある場合は、Excel アプリケーションにファイルを
インポートします。

5. 「ディビジョン」ドロップダウン・メニューから、エクスポートするディビジョ
ンを選択します。 「ディビジョン」ドロップダウン・メニューは、レポートの
エクスポートのためにディビジョンが必要な場合のみ表示されます。一部のレポ
ートについては、Shift クリックまたは Ctrl クリックを使用して、複数のディビ
ジョンを選択できます。

6. 「エクスポート・カテゴリー」ドロップダウン・メニューから、エクスポートす
る商品カテゴリーを選択します。 「エクスポート・カテゴリー」ドロップダウ
ン・メニューは、レポートのエクスポートのために商品カテゴリーが必要な場合
のみ表示されます。一部のレポートについては、Shift クリックまたは Ctrl クリ
ックを使用するか、「全カテゴリー」を選択して、複数のカテゴリーを選択でき
ます。

7. 「エクスポート店舗グループ (Export Store Group)」ドロップダウン・メニュー
から、エクスポートする店舗グループを選択します。 「エクスポート店舗グル
ープ (Export Store Group)」ドロップダウン・メニューは、レポートのエクスポ
ートのために店舗グループが必要な場合のみ表示されます。

8. 「エクスポート」をクリックします。 「エクスポート・ステータス」ダイアロ
グ・ボックスが開き、エクスポートがリストされます。

エクスポート・ステータスの確認
データ・エクスポートが開始された後、エクスポート・ステータスを確認するに
は、この手順を使用します。データ・エクスポートは表示のみが可能です。「すべ
てのエクスポートを表示」ユーザー権限により、管理者はすべてのユーザーのエク
スポートを表示できます。

このタスクについて

手順

「データ」 > 「エクスポート・ステータス」を選択します。「エクスポート・ステ
ータス」ダイアログ・ボックスが開きます。
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それぞれのエクスポートが、数値 ID、ファイル名 (通常はユーザー名)、ステータ
ス、およびファイルのインポート時に入力した説明とともにリストされます。
ステータスは次のいずれかです。

v エクスポート中 - ファイルはエクスポート中です。

v 終了 - ファイルは正常にエクスポートされました。ファイル名 (下線の付いたリ
ンク) をクリックして、ファイルを表示できます。ファイルは Excel ブラウザ
ー・ウィンドウで開きます。このウィンドウでファイルを印刷、編集、または保
存できます。

v エラー - ファイルは正常にエクスポートされませんでした。

エクスポートが完了した後、表示内容を整理するために、「エクスポート・ステー
タス」ダイアログ・ボックスからエクスポートを削除できます。

エクスポートの削除
エクスポートを削除するには、この手順を使用します。

手順
1. エクスポートを右クリックします。

2. 「削除」を選択します。削除を実行するかどうか確認するダイアログ・ボックス
が開きます。

3. 「はい」をクリックします。ページが最新表示され、エクスポートが削除されま
す。
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第 4 章 属性設定の概要

商品への属性設定プロセスは IBM OpenLink の一連のタスクであり、モデル化処理
と最適化処理のための商品情報を作成します。

商品への属性設定プロセスは IBM OpenLink の一連のタスクであり、モデル化処理
と最適化処理のための商品情報を作成します。属性設定には、エラーの修正や、サ
イズ、ブランド、計測単位などの商品属性の矛盾の修正などが含まれます。属性
は、デマンド・グループの在庫管理単位データと、同じデマンド・グループ内の既
存の価格履歴の関連付けに使用されます。デマンド・グループが在庫管理単位に関
連付けられると、ベイズ推論という統計学上の分析技法を使用し、他の商品の情報
と詳細な需要履歴と組み合わせて、需要データが不十分な他の商品の需要曲線を作
成できるようになります。

デマンド・グループは、代替可能性の高い商品の集合体です。一般的な消費者が、
価格と商品属性に基づいて選ぶ商品となります。例えば、ペーパー・タオルや洗濯
用液体洗剤などが挙げられます。デマンド・グループ内のすべての商品において、
カニバリゼーションが発生します。

アプリケーションでは、商品の属性設定をするにあたり、次の 2 つのオプションを
用意しています。

v 商品情報ファイル (PIF) エクスポート/インポート処理 – この処理では、PIF を
MS Excel ファイルにエクスポートし、商品に属性設定し、その情報をシステム
へと再度インポートできます。

v 属性設定 UI - カテゴリー・レベルでの属性設定のルールをアプリケーションで
直接設定できます。

PIF は現在のところ最も一般的なプロセスであるため、詳しく説明します。

関連トピック

『属性設定の仕組み』
この参照は、OpenLink の属性プロセスを知るために使用します。

94ページの『カテゴリー・マネージャー・ワークスペースについて』
「カテゴリー・マネージャー」には、インポート済みカテゴリーと一般統計が表
示されます。カテゴリー・マネージャーを使用して、商品ステータスの実行や換
算単位の実行などの、属性設定プロセスを管理します。

属性設定の仕組み
この参照は、OpenLink の属性プロセスを知るために使用します。

属性設定プロセスは、OpenLink 全体のプロセスの一部です。

v POS、データウェアハウス、サプライ・チェーン、レガシー・システムなどのデ
ータのインポート

v OpenLink ステージング・データベースに適したフォーマットにデータを変換

v 検証、エラー・チェック、データ承認
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v 属性設定 - モデル化処理、最適化処理のためにデータを準備。商品カテゴリー内
の全商品のカテゴリー化、属性への値の割り当て、およびサイズ、計測単位、ブ
ランドなどの属性の検証が含まれます。Everyday Price Optimization と Everyday

Price Management の最適化では、ライン・グループ、事前価格設定、サイズ・フ
ァミリー/サイズ・クラス、ブランド・ファミリー/ブランド・クラス、およびその
他ファミリー/その他クラスに値を追加します。

v デマンド・モデル・データ

関連トピック

『属性設定プロセス』
属性設定プロセスは、通常、IBM OpenLink と Microsoft Excel の両方を使用し
て実行します。

属性設定プロセス
属性設定プロセスは、通常、IBM OpenLink と Microsoft Excel の両方を使用して実
行します。

属性設定プロセスは、通常、IBM OpenLink と Microsoft Excel の両方を使用して実
行します。以下は、プロセスの各手順の概要です。

手順 説明 Notes® ツール

1 カテゴリー移動を承
認/却下する (該当す
る場合)

商品がカテゴリーを
移動しているか確認
します。孤立商品に
ついては、未カテゴ
リー化カテゴリーを
チェックします。

OpenLink
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2 商品ステータス・リ
ゾルバーを実行する
(店舗レベルのステー
タスが送信されてい
ない場合)

価格更新プロセスを
実施する前に、PSR

を実行してくださ
い。これにより、商
品のステータスが更
新されます。カスタ
マーによっては、
OpenLink で毎週
POS ファイルが承認
された後に PSR を実
行したいと考える場
合もあります。

OpenLink

3 PIF をエクスポート
する

PIF のエクスポート
が完了したときに、
OpenLink により送信
された自動 E メー
ル・メッセージ経由
で PIF にアクセスし
ます。リンクをコピ
ーするか、新しいイ
ンターネット・ブラ
ウザー・ウィンドウ
にリンクを貼り付け
ます。

OpenLink
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4 PIF を使用してコン
テンツを編集する

a. デマンド・グルー
プ

b. サイズ

c. 計測単位

d. ブランド

e. モデルに含まれる

f. サイズ・クラス/フ
ァミリー **

g. ブランド・クラス/

ファミリー **

h. ライン・グループ
**

i. 事前設定価格

j. その他クラス/ファ
ミリー 1**

k. その他クラス/ファ
ミリー 2**

PIF (商品情報ファイ
ル) は、Excel スプレ
ッドシートであり、
そのように扱う必要
があります。PIF か
ら列を削除しないで
ください。ただし、
列を移動 (再配列) す
ることは問題ありま
せん。商品をモデル
化しない場合、モデ
ルに含まれるをいい
えに変更して、PIF

から除外します。

小さなデマンド・グ
ループ構造とより多
くのデマンド・グル
ープ関係を選択しま
す。(可能な場合、単
一商品のデマンド・
グループは避けるよ
うにします)。

注: ライン・グルー
プ、事前設定価格、
サイズ・ファミリー/

サイズ・クラス、ブ
ランド・ファミリー/

ブランド・クラス、
およびその他ファミ
リー/クラスの値は、
PIF に配置でき、
OpenLink にインポー
トできますが、これ
らの値は、Everyday

Price Optimization と
Everyday Price

Management で最適化
に使用されます。ま
た、モデル化処理に
は必要ではありませ
ん。

Excel PIF

5 PIF をインポートす
る

すべてのフォーマッ
トが正しいこと、追
加のワークシートが
削除されていること
を確認します。イン
ポートするファイル
名の長さを制限しま
す。

OpenLink
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6 換算単位を実行する モデル化のために
PIF を提出する前
に、換算対象 POS 数
が 0 であることを確
認します。

OpenLink

7 整合性チェックを実
行する

カテゴリー明細レポ
ート - ブランドおよ
びデマンド・グルー
プ集約を使用しま
す。必要に応じてエ
ラーを受け入れるか
修正します。

OpenLink

8 コンテンツを編集す
る (該当する場合)

ブランド名を再度チ
ェックして、換算の
問題を修正します。
必要な単位を設定し
ます。この手順を再
度完了するまでに、
いくつかの手順のプ
ロンプトが表示され
る場合があります。

OpenLink

9 デマンド・グループ
関係を完成する

推奨するデマンド・
グループ関係が表示
されています。必要
に応じて、検証して
更新してください。

OpenLink

10 商品に属性設定済み
のマークを付ける

商品に属性設定済み
のマークを付けま
す。また、「属性未
設定数」列をゼロに
「リセット」して、
初回の属性設定が
IBM Omni-Channel

Merchandising の統計
担当者に送信された
後に、新商品を簡単
に識別できるように
します。

OpenLink

11 カテゴリー・ステー
タスを設定する

IBM Omni-Channel

Merchandising の統計
担当者に、カテゴリ
ーをモデル化する準
備ができたことを示
すアラートを送りま
す。統計担当者がこ
のアラート通知を受
け取るように登録し
ている場合には、E

メールを統計担当者
が受け取ります。

OpenLink
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カテゴリー・マネージャー・ワークスペースについて
「カテゴリー・マネージャー」には、インポート済みカテゴリーと一般統計が表示
されます。カテゴリー・マネージャーを使用して、商品ステータスの実行や換算単
位の実行などの、属性設定プロセスを管理します。

「カテゴリー・マネージャー」には、インポート済みカテゴリーと一般統計が表示
されます。カテゴリー・マネージャーを使用して、商品ステータスの実行や換算単
位の実行などの、属性設定プロセスを管理します。

「基本」タブには、カテゴリー名、カテゴリー内の商品の合計数、カテゴリー内で
属性が設定されていない商品数、カテゴリーで最後にスキャンされた日付など、ペ
ージで最もよく表示される列が表示されます。「詳細」タブには、これらの列と、
カテゴリーに関する詳細情報が表示されます。

「データ特性」タブには、各カテゴリーに関する情報が表示されます。これらの情
報には、モデル化に関連した情報のほか、カテゴリー実績 (広告に出す場合の数量
比など) に関する基本情報を表示するレポート指標、「欠落週数」などのデータの
乏しさに関する情報が含まれています。

カテゴリーを右クリックして、「コンテンツの編集」または「カテゴリー・ワーク
スペース」を選択すると、カテゴリー内の個々の商品を表示できます。また、「販
売可能アイテム」レポートの全商品をカテゴリー別に表示したり、「データ・メン
テナンス」内の使用可能な商品をすべて表示したりすることもできます。

注: 「カテゴリー・マネージャー」ページにアクセスするには、「カテゴリー・マ
ネージャーの有効化」権限が設定されている必要があります。
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97ページの『カテゴリー変更の表示』

166ページの『カテゴリーに属さない商品のカテゴリーへの移動』

102ページの『商品ステータス・リゾルバーの実行』

105ページの『PIF のエクスポート』

110ページの『コンテンツの編集と属性』

131ページの『最終チェックの実行』
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第 5 章 属性設定の準備

商品情報ファイル (PIF) の属性設定のための内容を準備するために、いくつかのタ
スクを完了しておく必要があります。

商品情報ファイル (PIF) の属性設定のための内容を準備するために、いくつかのタ
スクを完了しておく必要があります。

関連トピック

『カテゴリー変更の表示』
この手順は、カテゴリー変更を表示する場合に使用します。

98ページの『カテゴリーに属さない商品のカテゴリーへの移動』
アプリケーションが商品ファイルの新しい商品階層を認識しない場合は、商品に
は「未カテゴリー化 (Uncategorized)」というラベルが付けられます。

102ページの『商品ステータス・リゾルバーの実行』
商品ステータス・リゾルバーは、カテゴリー内の商品が取扱中、または取扱停止
のいずれであるかを示します。

カテゴリー変更の表示
この手順は、カテゴリー変更を表示する場合に使用します。

このタスクについて

新しいカテゴリー階層構造が承認されると、商品のカテゴリーが変更される場合が
よくあります。また、変則データにより、カテゴリーが変更される場合がありま
す。システムで生成されたこれらの商品カテゴリーの変更は、承認または却下する
必要があります。ユーザーが開始したカテゴリー変更は、レビューの必要はありま
せん。特定のカテゴリーの変更を表示したり、すべてのカテゴリーにおける変更を
表示したりすることもできます。

商品カテゴリーの変更を表示するには、以下のようにします。

手順
1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

注: すべてのカテゴリーにおける変更を表示するには、「カテゴリー」>「商品
カテゴリーの変更を表示」を選択して、ステップ 4 で説明されている「商品カ
テゴリーの変更」ページを開きます。

2. 「詳細」タブの「カテゴリー追加商品数」列で、ゼロ以外の値を持つカテゴリー
を探します。この値は、カテゴリー内の新規商品数です。

3. 変更を表示したいカテゴリーを右クリックします。コンテキスト・メニューが表
示されます。
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4. 「商品カテゴリーの変更を表示」を選択します。「商品カテゴリーの変更」ペ
ージには、カテゴリーへの追加を指定されたすべての商品が表示されます。

5. すべての商品が承諾可能な場合は「すべて承認」 をクリックし、承諾不可能な
場合は「すべて却下」をクリックします。

注: カテゴリーの変更を承認するために実行依頼したい特定の品目を選択する
と、「すべて承認」オプションは使用不可になります。これにより、すべての適
格なカテゴリーの変更を誤って承認しないようになります。

6. 個々の商品を選択するには、各商品の隣にある「承諾」または「却下」のチェッ
ク・ボックスにチェックを入れます。

7. 「送信」をクリックします。承認された商品がカテゴリーに追加されます。

カテゴリーに属さない商品のカテゴリーへの移動
アプリケーションが商品ファイルの新しい商品階層を認識しない場合は、商品には
「未カテゴリー化 (Uncategorized)」というラベルが付けられます。

すべての商品データが OpenLink にインポートされると、その後、商品ファイルを
再び読み込むときには、オリジナルの小売業者の商品階層ではなく、IBM

Omni-Channel Merchandising カテゴリーが使用されます。アプリケーションが商品
ファイルの新しい商品階層を認識しない場合は、商品はデフォルトの最適化カテゴ
リーである UNCATEGORIZED に移動されます。これらの商品は、「コンテンツの
編集」ページまたは「カテゴリー・ワークスペース」ページでカテゴリーに割り当
てることができます。

OpenLink に商品ファイルをインポートする際に、新しい商品階層の検証で、
UNCATEGORIZED に属するすべての商品にフラグがつけられます。この検証が無
視されると、すべての商品が UNCATEGORIZED へ送られ、手動で移動するまでそ
こに残ります。

また、不明商品 (過去の商品レコードがない商品) のあらゆる POS、原価、あるい
は価格データは、「ダミー」商品レコードが UNCATEGORIZED カテゴリーに置か
れる原因となるため、これらも手動で移動しなければなりません。
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属性設定されているカテゴリーに商品を移動している場合、属性設定プロセスが新
商品に実施されていることを確認する必要があります。これには、PSR の再実行
(必要な場合)、デマンド・グループの割り当て、サイズ、計測単位の確認、ブラン
ド、および換算単位の確認が含まれます。

注: 「コンテンツの編集」ページおよび「カテゴリー・ワークスペース」ページに
アクセスするには、「属性設定の有効化」権限が設定されている必要があります。

関連トピック

『「コンテンツの編集」ページの使用』
この手順は、「コンテンツの編集」ページで、カテゴリーに属さない商品を移動
する場合に使用します。

100ページの『「カテゴリー・ワークスペース」ページの使用』
この手順は、「カテゴリー・ワークスペース」ページで、カテゴリーに属さない
商品を移動する場合に使用します。

「コンテンツの編集」ページの使用
この手順は、「コンテンツの編集」ページで、カテゴリーに属さない商品を移動す
る場合に使用します。

このタスクについて

「コンテンツの編集」ページで、カテゴリーに属さない商品の移動を行うには、以
下のようにします。

手順
1. 「カテゴリー・マネージャー」ページで移動する商品が含まれる

UNCATEGORIZED カテゴリーを右クリックし、コンテキスト・メニューから
「コンテンツの編集」を選択します。「コンテンツの編集」ページが表示されま
す。

2. 「レポート」ドロップダウン・メニューで「全商品」レポートを選択します。

3. 移動する商品の「最適化カテゴリー」列をクリックし、カテゴリーのドロップダ
ウン・リストから新規カテゴリーを選択します。商品に新しい最適化カテゴリー
が割り当てられます。
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4. 「コンテンツの編集」ページの右上隅にある「保存」をクリックします。商品が
宛先カテゴリー、デフォルトのモデル・グループ、および新しい最適化カテゴリ
ーのデフォルトのモデル・カテゴリーに移動します。

「カテゴリー・マネージャー」ページに、新しい移動先のカテゴリーに移動した
項目が表示されます。移動先のカテゴリーの商品数は、移動した商品数に応じて
増加します。

「カテゴリー・ワークスペース」ページの使用
この手順は、「カテゴリー・ワークスペース」ページで、カテゴリーに属さない商
品を移動する場合に使用します。

このタスクについて

「カテゴリー・ワークスペース」ページで、カテゴリーに属さない商品の移動を行
うには、以下のようにします。

手順
1. 「カテゴリー・マネージャー」ページで、移動する商品が含まれる

UNCATEGORIZED カテゴリーを右クリックし、コンテキスト・メニューから
「カテゴリー・ワークスペース」を選択します。「カテゴリー・ワークスペー
ス」ページが表示されます。

商品がカテゴリーのデフォルトのデマンド・グループに格納された後、「カテゴ
リー」パネルの UNCATEGORIZED カテゴリーが強調表示され、すべての商品
が「未割当商品」パネルにリストされます。
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2. 移動する商品については、各商品を「未割当商品」パネルから選択して「カテゴ
リー」パネルのカテゴリーにドラッグします。移動する商品の名前が太線の下に
あるカテゴリーに投影されたら、マウスのボタンを放します。商品がデフォルト
のデマンド・グループ内の移動先のカテゴリーに追加され、商品の数が増えたこ
とがわかります。

注: 商品ステータス・リゾルバーが実行中の場合や、商品ステータス・リゾルバ
ーが正常に実行された場合は、「ステータス」列に、カテゴリーにエラーがある
かないかが表示されます。ステータス・インディケーター・アイコンの上にマウ
スを移動して、ステータス・メッセージの表示やエラー数の確認を行うことがで
きます。
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3. 移動先のカテゴリーが選択されている状態で、「デマンド・グループ」パネルで
ドラッグ・アンド・ドロップの機能を使用することで、デフォルトのデマンド・
グループから特定のデマンド・グループへと商品を移動できます。

このページについて詳しくは、 139ページの『「カテゴリー・ワークスペース」
ページでのコンテンツの編集』を参照してください。

商品ステータス・リゾルバーの実行
商品ステータス・リゾルバーは、カテゴリー内の商品が取扱中、または取扱停止の
いずれであるかを示します。

このタスクについて

商品ステータス・リゾルバーは、カテゴリー内の商品が取扱中、または取扱停止の
いずれであるかを示します。ステータスは商品情報に表示されます。取扱中および
取引停止の両方の商品がモデル化されますが、取扱中の商品のみが予測に含まれま
す。最適化処理において、ステータスが取扱停止である商品には、最適化された価
格は割り当てられません。

注: 在庫管理単位店舗ステータス・ロケーション・ファイルを IBM Omni-Channel

Merchandising に送信済みの場合には (この方法を推奨)、商品ステータス・リゾルバ
ーを実行する必要はありません。この状態でタスクを開始すると、タスクは実行さ
れますが、デフォルトでは、ステータス・ファイル経由で読み込まれたステータス
値が更新されません。システム設定 (PSR_Overrides_Status_Files) を構成すること
で、上書き動作を制御できます。詳しくは、IBM 担当員にお問い合わせください。

デフォルトでは、現在の商品ステータスの決定には次の基準が使用されます。

v アイテムが季節商品である場合、過去 365 日以内に販売されていれば、商品は取
扱中と設定されます。それ以外の場合は、取扱停止となります。

v アイテムが季節商品でない場合、過去 90 日以内に販売されていれば、商品は取
扱中と設定されます。それ以外の場合は、取扱停止となります。

商品ステータス・リゾルバーは、選択済みカテゴリーに対して手動で実行するか、
タスク・スケジューラーの自動プロセスとして、設定時間ごとに 1 つ以上のカテゴ
リーに対して実行することができます。

商品ステータス・リゾルバーを手動で実行するには、以下のようにします。

手順
1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. 商品ステータス・リゾルバーを実行したいカテゴリーを右クリックします。コン
テキスト・メニューが表示されます。
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3. 「商品ステータスの実行」を選択します。「商品ステータス・ジョブ・ログ」ペ
ージに、商品ステータス・プロセスの全カテゴリーが表示されます。データは、
店舗レベルまたは在庫管理単位レベルで表示されます。

4. F5 キーを押すかブラウザーの更新ボタンをクリックして画面をリフレッシュし
て、更新済みジョブ・ステータスを表示します。

5. 商品ステータス・プロセスが完了すると、「ジョブ・ステータス」列のジョブ・
ステータスが「完了」に変わり、ステータスの更新数 (取扱中から取扱停止、ま
たは取扱停止から取扱中に更新) が「更新の数」列に表示されます。
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6. ステータスが変更 (取扱中から取扱停止へ、または取扱停止から取扱中へ) され
たカテゴリー内の商品を表示するには、カテゴリーを右クリックして「商品ステ
ータスの詳細の表示」を選択します。「商品ステータス変更の詳細」ページが開
きます。

7. 「ログの表示」をクリックして、「商品ステータス・ジョブ・ログ」ページに戻
ります。
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第 6 章 モデル化の属性設定

属性設定では、デマンド・グループ、サイズ、計測単位、およびその他の属性を商
品情報ファイル (PIF) の商品に割り当てる作業があります。

属性設定では、デマンド・グループ、サイズ、計測単位、およびその他の属性を商
品情報ファイル (PIF) の商品に割り当てる作業があります。この処理により、デマ
ンドのモデル化のための商品カテゴリーが準備されます。

関連トピック

『PIF のエクスポート』
商品情報を、商品情報ファイル (PIF) と呼ばれる Microsoft Excel 形式のファイ
ルにエクスポートし、商品の属性設定を行うことができます。

110ページの『コンテンツの編集と属性』
基本的に、PIF での属性設定では、デマンド・グループ、サイズ、計測単位、お
よびその他の属性を PIF の商品に割り当てる作業があります。

127ページの『PIF のインポート』
この手順は、PIF をインポートする場合に使用します。

131ページの『最終チェックの実行』
PIF に属性を設定し OpenLink にインポートした後、最終チェックを実行してモ
デル化処理で用いられる商品情報が確実にクリーンなものになるようにします。

143ページの『デマンド・グループ関係の作成』
デマンド・グループ関係は、モデル化処理を簡素化するために、統計担当者に提
供されるものです。

149ページの『カテゴリーへの属性設定済みのマーク付け』
この手順は、カテゴリーに属性設定済みのマークを付ける場合に使用します。

153ページの『モデル作成者への通知』
属性を設定後、モデル作成者に、カテゴリーはモデル化の準備ができていること
を通知できます。

154ページの『デマンド・グループの新商品への自動割り当て』
カテゴリーを再モデル化する前に、追加されている新商品をデマンド・グループ
に割り当てる必要があります。

PIF のエクスポート
商品情報を、商品情報ファイル (PIF) と呼ばれる Microsoft Excel 形式のファイル
にエクスポートし、商品の属性設定を行うことができます。

商品情報を、商品情報ファイル (PIF) と呼ばれる Microsoft Excel 形式のファイル
にエクスポートし、商品の属性設定を行うことができます。PIF は OpenLink から
エクスポートし、処理後に再度 OpenLink にインポートします。商品データベース
の現在値が、PIF の属性列に取り込まれます。PIF はユーザー編集可能です。これ
らの列に値が欠落している場合、その列は空欄で表示されます。この空欄にはユー
ザー独自の値を入力できます。エクスポート後には、データの整合性維持、および
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インポートの制限のために、Excel ファイルにある PIF 列構造を変更しないことが
重要です。属性列について詳しくは、 112ページの『属性テーブル』を参照してく
ださい。

商品属性列を選択して、PIF 出力における順番を決定できます。選択した属性列
は、「コンテンツの編集」ページにも表示されます。選択可能な属性列はオプショ
ンと見なされ、モデル化に必須ではないものです。例えば、ブランド・クラスやサ
イズ・クラスなどの列は主に IBM Price Optimization ルールで使用され、レベル 1

コード/説明の列は、顧客の商品階層レベルであり、多くの場合はデマンド・グルー
プを設定するための参照として使用されます。

商品は、PIF エクスポート処理の一環として、ライン・グループ、サイズ・クラ
ス、およびサイズ・ファミリーに自動的に割り当てられます。既存の値も保持する
よう選択すると、商品は既存グループに追加されます。既存の割り当ても維持され
ます。既存の値を保持しない場合は、ブランド、測定量、および基本原価/価格を使
用して新しいライン・グループが作成されます。また、商品名/説明、ブランド、お
よび測定量を使用してサイズ関係が作成されます。アプリケーションに既存の値が
なく、ラインまたはサイズ関係を最初に設定している場合に、この機能を最も有効
に使用できます。詳しくは、 109ページの『ライン・グループとサイズ関係の自動
割り当て』を参照してください。「カテゴリー・マネージャー」ページの「商品関
係の割り当て」右クリック・オプション・メニューを選択して、商品への割り当て
を行うこともできます。

注: エクスポートする前に、以下のことを確認してください。

v 商品ステータス・リゾルバーを実行済みである。

v 最終スキャン日が最近である。「カテゴリー・マネージャー」ページ (「オープ
ン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」) の「最終スキャン」列で最終スキ
ャン日を確認できます。
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v サマリー統計の最終実行日が最近である。サマリー統計には、例えば、売上や数
量などの統計が含まれます。最近サマリー統計を実行していない場合、1 つ以上
のカテゴリーでタスク・スケジューラーの自動プロセスとしてサマリー統計を更
新できます。

注: サマリー統計は、最初にタスク・スケジューラーで 1 回実行する必要がありま
す。フル実行により、2 年間の POS データを基準にしてサマリー統計が更新され
ます。その後は、新規 POS データがそれぞれ読み込まれた後に統計が自動的に更
新されるので、ジョブをスケジュールする必要はありません。「詳細」タブにある
「カテゴリー・マネージャー」ページ (「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネ
ージャー」) の「最終サマリー統計実行」列で最終サマリー統計実行日を表示でき
ます。

関連トピック

112ページの『属性テーブル』
属性列の説明、許容値、PIF に取り込まれたデータの取得元については、次の表
を参照してください。

109ページの『ライン・グループとサイズ関係の自動割り当て』
商品は、PIF エクスポート処理の一環として、ライン・グループ、サイズ・クラ
ス、およびサイズ・ファミリーに自動的に割り当てられます。

『PIF から Excel へのエクスポート』
この手順は、PIF をエクスポートする場合に使用します。

PIF から Excel へのエクスポート
この手順は、PIF をエクスポートする場合に使用します。

このタスクについて

PIF をエクスポートするには、以下のようにします。
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手順
1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. エクスポートするカテゴリーを右クリックし、「データのエクスポート」を選択
します。「データのエクスポート」ダイアログ・ボックスが、デフォルトで「古
い商品のドロップ」および「ドロップ済み商品を非表示」オプションが設定され
た状態で、表示されます。

3. 「古い商品のドロップ」をチェックしたままにして、モデル化タスクから古くな
った商品を削除します。これらの商品は、エクスポート・ファイルに含まれなく
なります。古くなった商品とは、最後にスキャンされたのが、モデル化期間 (デ
フォルトでは 104 週) の前となっている商品です。このチェック・ボックスを
オフにすると、このカテゴリーに割り当てられているすべての商品がエクスポー
トされますが、そのステータスは変更されません。

4. 「ドロップ済み商品を非表示」をチェックしたままにして、エクスポートされた
PIF のカテゴリーからドロップされた商品を削除します。このチェック・ボック
スをクリアすると、前にドロップした商品が、エクスポートされる PIF ファイ
ルに含まれます。

5. 「ライン・グループの自動割り当て」チェック・ボックス、または「サイズ関係
の自動割り当て」チェック・ボックス、またはその両方をセットして、商品デー
タベースの商品をライン・グループ、サイズ・クラス、サイズ・ファミリーに割
り当てます。既存の割り当てを保持したまま既存グループに商品を割り当てるに
は、「既存のライン・グループを上書きしない」を設定します。既存のライン・
グループ情報を破棄して、全ライン・グループの自動生成を試みる場合は、「す
べてを自動割り当て」を選択します。OpenLink は、商品属性と POS 統計に基
づいて新規のラインまたはサイズ関係を作成します。

6. 「続行」をクリックします。PIF のエクスポートが完了したときに、アラートを
受け取るように登録している場合、PIF をエクスポートしたユーザーの E メー
ル・アカウント、またはアプリケーションの右上にあるアラート受信箱、または
その両方に E メールが自動的に送付されます。E メールには、PIF へのリンク
が記載されています。アラートの設定について詳しくは、 25ページの『アラー
ト受信箱』を参照してください。
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7. リンクを選択し、PIF をダウンロードして開きます。

ライン・グループとサイズ関係の自動割り当て
商品は、PIF エクスポート処理の一環として、ライン・グループ、サイズ・クラ
ス、およびサイズ・ファミリーに自動的に割り当てられます。

PIF エクスポート・プロセスの一部として、商品をライン・グループ、サイズ・ク
ラス、およびサイズ・ファミリーに自動的に割り当てることができます。また、
「カテゴリー・マネージャー」ページの「商品関係の割り当て」オプションを選択
して、割り当てることもできます。この機能の概要については、 105ページの『PIF

のエクスポート』を、「データのエクスポート」ダイアログ・ボックスでこの機能
を有効にする手順については、 107ページの『PIF から Excel へのエクスポート』
を参照してください。

注: PIF エクスポートで、ラインやサイズ関係が自動的に割り当てられた場合、これ
らの値を使用してデータベースが更新され、PIF に読み込まれます。推奨値を消去
または変更したい場合には、PIF でこれらの値を編集して、その PIF をインポート
します。これにより、データベースが後で更新されます。「カテゴリー・マネージ
ャー」からこのプロセスを実行した場合も、データベースが更新されます。推奨値
を削除または変更するには、「コンテンツの編集」ページでこれらの値を編集して
レポートを保存する必要があります。

新しいライン・グループは、ブランド、測定量、および基本原価/価格を使用して作
成されます。サイズ関係は、商品名/説明、ブランド、および測定量を使用して作成
されます。以下に、ライン・グループおよびサイズ関係の割り当て方法のロジック
を説明します。

v ライン・グループ - 同じブランド、類似原価 (5% 以内の変動)、および類似数量
(2% 以内の変動) の 2 つの商品は同じライン・グループに分類されます。

v サイズ・ファミリー - 同じブランドおよび同じ商品説明の 2 つの商品は同じサ
イズ・ファミリーに分類されます。商品説明のマッチングは以下の手順で行われ
ます。

v 各商品説明が、有効な語のリストに分割されます。有効な語とは、ブランドや計
測単位以外の、長さが >= 3 の語で、* や % などの特殊文字を除いたもので
す。

第 6 章 モデル化の属性設定 109



v 商品間の有効な語は、「ファジー・マッチ」です。ファジー・マッチとは、単語
への自然言語処理です。例えば、基本的に MILK と MLK は一致とされます。

v 各商品についてマッチング・スコアが高いもの、例えば、商品説明で 2 語以上が
一致する場合、スコアが >= 2 のものを取り出します。ブランドも同様にマッチ
ングする必要があります。

v サイズ・クラス - サイズ・クラスは、サイズ変動が 10% のサイズ・ファミリー
内で割り当てられます。例えば、サイズ・ファミリーにサイズが 2、4、8 の 3

商品があり、それぞれに Small、Medium、Large を割り当てるものとします。サ
イズが 20、40、80 の場合も同様に割り当てます。サイズが 20 と 40 の場合
は、それぞれに Small と Large を割り当てます。サイズが 2、4、8、16 の場合
は、それぞれに X-Small、Small、Large、X-Large を割り当てます。Medium サイ
ズは、サイズ・ファミリーの商品数が奇数の場合のみ割り当てられます。

関連トピック

105ページの『PIF のエクスポート』
商品情報を、商品情報ファイル (PIF) と呼ばれる Microsoft Excel 形式のファイ
ルにエクスポートし、商品の属性設定を行うことができます。

107ページの『PIF から Excel へのエクスポート』
この手順は、PIF をエクスポートする場合に使用します。

コンテンツの編集と属性
基本的に、PIF での属性設定では、デマンド・グループ、サイズ、計測単位、およ
びその他の属性を PIF の商品に割り当てる作業があります。

基本的に、PIF での属性設定では、デマンド・グループ、サイズ、計測単位、およ
びその他の属性を PIF の商品に割り当てる作業があります。また、PIF のコンテン
ツの編集および修正によって、整合性を維持し、エラーを修正することができま
す。これらの作業は、正確なモデル化を確実に実行するために役立ちます。

注: PIF の列は、どれも絶対に削除しないでください。新しい列を追加した場合、そ
れらはモデル化プロセスでは認識されず、無視されます。

注: PIF はマークダウン最適化には必要ありません。

関連トピック

111ページの『PIF の操作に慣れる』
商品情報ファイル (PIF) とは、モデル化処理に必要な商品属性情報を含む Excel

のスプレッドシートです。

112ページの『属性テーブル』
属性列の説明、許容値、PIF に取り込まれたデータの取得元については、次の表
を参照してください。

115ページの『カテゴリーの把握』
以下のリソースを使用して、商品およびカテゴリーを調査できます。

116ページの『商品のドロップ』
PIF から商品を削除するのは適切ではないため、ドロップする商品に対しては
PIF に値を入力します。

117ページの『デマンド・グループ構造の取り込み』
デマンド・グループは、代替可能性の非常に高い商品の集まりです。
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118ページの『サイズと計測単位の換算』
データ・プロバイダーからのサイズ情報と計測単位 (UOM) 情報は、必ずしもモ
デル化処理で使用できるわけではありません。

119ページの『ブランド名のスクラビング』
属性設定プロセスにおけるブランド割り当ては、一貫性のあるブランド・ルール
を確実に実施するために非常に重要です。

119ページの『Everyday Price Optimization および Everyday Price Management

の属性』
商品関係属性は、モデル化プロセスには必要ありませんが、Everyday Price

Optimization ルールと Everyday Price Management ルールで使用されます。

PIF の操作に慣れる
商品情報ファイル (PIF) とは、モデル化処理に必要な商品属性情報を含む Excel の
スプレッドシートです。

商品情報ファイル (PIF) とは、モデル化処理に必要な商品属性情報を含む Excel の
スプレッドシートです。このファイルは、コンテンツの属性設定に便利な形式で
す。

PIF の列ヘッダー・プレフィックスは、情報の行き先、例えば、モデル化データベ
ースなのか、最適化データベースなのかを示します。時には、情報が 2 つの領域に
同時に送られる場合もあります。

エクスポート済み PIF は次のようになります:

注: 「参照」列プレフィックスの命名は、この情報が参照用のみであり、変更でき
ないことを示しています。

関連トピック

112ページの『属性テーブル』
属性列の説明、許容値、PIF に取り込まれたデータの取得元については、次の表
を参照してください。
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属性テーブル
属性列の説明、許容値、PIF に取り込まれたデータの取得元については、次の表を
参照してください。

属性列の説明、許容値、PIF に取り込まれたデータの取得元については、次の表を
参照してください。強調表示された行は、属性が編集可能であり、PIF で設定を完
了する必要があることを示しています。

属性名 属性の説明 カテゴリーの許容値 -

PIF の完成方法
データ・ソース - あ
らかじめ入力されて
いるデータの取得元

参照商品コード 小売業者の商品コー
ド

変更不可 小売業者が定義する
商品コード

参照顧客商品キー 小売業者の商品番号
付けシステム。利用
できない場合は、商
品コードがデフォル
トになります。

変更不可 マップで定義される
商品コードまたは小
売業者 ID

承認取消し済み カテゴリーが最後に
モデル化されて以
降、新商品に自動的
に割り当てられたデ
マンド・グループが
承認されたか拒否さ
れたかを示します
( 154ページの『デマ
ンド・グループの新
商品への自動割り当
て』を参照)。

「はい」または「い
いえ」

デマンド・グループ
列のモデル・デマン
ド・グループ。承認
する前に、これを別
のデマンド・グルー
プに変更することが
できます。

デマンド・グループ
への商品の自動割り
当てを有効にする権
限 (自動割り当て済み
の商品を表示するた
めの権限) がある場合
のみ表示されます。

自動割り当て済みの
日付

デマンド・グループ
が新商品に自動的に
割り当てられた日付
( 154ページの『デマ
ンド・グループの新
商品への自動割り当
て』を参照)

変更不可 新商品の属性と既存
のデマンド・グルー
プをどのように調整
するかに基づいて、
デマンド・グループ
が自動的に割り当て
られます。

デマンド・グループ
への商品の自動割り
当てを有効にする権
限 (自動割り当て済み
の商品を表示するた
めの権限) がある場合
のみ表示されます。
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モデル化に含まれる 価格/プロモーショ
ン・モデルに商品を
含める必要があるか
どうかを示します。

「はい」または「い
いえ」(商品のモデ
ル・ステータスが取
扱停止の場合)

商品のモデル・ステ
ータス

説明 Everyday Price

Management に送信さ
れる商品説明

数字/英字 小売業者の説明。小
売業者の説明が複数
ある場合には、マッ
プを確認します。

デマンド・グループ 代替可能性の高い商
品の集合体。

最大 50 文字の英数
字。

デフォルトは、
「DEFAULT_demand

group」です。

サイズ 小売業者/ディビジョ
ン/カテゴリー・レベ
ルでのモデル化に使
用されるサイズ (測定
量)。このサイズは予
測できます。

数値。無料またはボ
ーナス商品である場
合、基本サイズにプ
ラスして無料の商品
量を含めます。(無料
商品については、基
本商品 VOM でサイ
ズ・クラス・コード
がグループ化されて
いることを確認しま
す)。

小売業者の商品ファ
イル

計測単位 小売業者/カテゴリ
ー・レベルでのモデ
ル化および最適化に
使用される計測単
位。計測単位はデマ
ンド・グループ内で
一貫性がある必要が
あります。

英字の CT、 OZ、
LOAD、 SHEET、
LB

小売業者の商品ファ
イル

ブランド モデル化に使用する
修正済み/予測済みの
ブランド。ブランド
は、PIF または
OpenLink の「カテゴ
リー明細」ページで
簡素化できます。

英字。正しくない文
字 (&、/、*) を含ま
ないこと

小売業者の商品ファ
イル

メーカー ユーザー定義の商品
のメーカー。これ
は、PIF または「コ
ンテンツの編集」画
面で定義できます。

英字。正しくない文
字 (&、/、*) を含ま
ないこと

該当なし
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参照 DT ステータス 商品ステータス・リ
ゾルバー・ルールの
結果の集約により決
定されます。任意の
ロケーションの商品
をスキャンすると、
参照 DT ステータス
はアクティブになり
ます。

変更不可 商品ステータス・リ
ゾルバーの結果から
(実行する場合)。

参照顧客ステータス 小売業者から送信さ
れるときの商品ステ
ータス

変更不可 小売業者のロケーシ
ョン・ステータス・
ファイル。値が送信
されていない場合
は、ACTIVE がデフ
ォルトになります。

参照現行小売価格 店舗間での過去 12

カ月間の現行動小売
価格の平均 (読み込ま
れている場合)

変更不可 小売業者 POS スキャ
ン・データから

参照平均スキャン価
格

POS データから引き
出された過去 12 カ
月間の数量加重平均
スキャン価格

変更不可 小売業者 POS スキャ
ン・データから

計測単位当たりの参
照価格

参照平均スキャン価
格/サイズ

変更不可 該当なし

参照原価 POS データから引き
出された過去 12 カ
月間の数量加重平均
スキャン価格

変更不可 小売業者 POS スキャ
ン・データから

参照週平均数量 チェーン・レベルの
全店舗間での過去 12

カ月間の週平均数
量。IBM

Omni-Channel

Merchandising にある
週の記録がない場合
でも、数量のカウン
トはゼロにはなりま
せん。

変更不可 小売業者 POS スキャ
ン・データから

参照総収益 商品の総収益 変更不可 小売業者 POS スキャ
ン・データから

参照スキャン日 (最
初)

カテゴリー内の商品
(全店舗間) を最初に
スキャンした時刻。

変更不可 小売業者 POS スキャ
ン・データから
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最終スキャン日付 (最
後)

カテゴリー内の商品
(全店舗間) を最後に
スキャンした時刻。
2003 年 1 月 20 日
(月) に最後の POS

ファイルを受信して
おり、最後の商品の
スキャンが 2003 年
1 月 10 日 (金) であ
った場合、最終スキ
ャン日は 2003 年 1

月 10 日 となりま
す。

変更不可 小売業者 POS スキャ
ン・データから

参照顧客レベル 1 説
明からレベル 6 説明

参照顧客レベル 1 コ
ードからレベル 6 コ
ードの説明。顧客の
階層はデマンド・グ
ループ構造をエミュ
レートしているた
め、デマンド・グル
ープ名を割り当てる
ときに非常に有効で
す。

変更不可 小売業者の商品デー
タから

属性あり 商品に属性があるか
どうかを示します。

1 - あり、0 - なし 商品の属性設定ステ
ータス

これは、「カテゴリ
ー・マネージャー」
ページで商品のカテ
ゴリーに属性設定済
みのマークが付いて
いる場合、または
「コンテンツの編
集」ページで商品に
対してすでに「属性
設定済み」列が設定
されている場合に取
り込まれます。

参照商品 ID 割り当てる固有の在
庫管理単位 ID

変更不可 システムにより生成

参照商品カテゴリー 小売業者のカテゴリ
ー名

変更不可 小売業者の商品デー
タから

関連トピック

154ページの『デマンド・グループの新商品への自動割り当て』
カテゴリーを再モデル化する前に、追加されている新商品をデマンド・グループ
に割り当てる必要があります。

カテゴリーの把握
以下のリソースを使用して、商品およびカテゴリーを調査できます。
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PIF 全体を確認し、商品とカテゴリーを把握します。換算単位、サイズ、カスタマ
ーの商品購買動向について把握することは大切です。調査には、次のリソースを使
用できます。

v カテゴリー・マネージャーへのインタビュー ‐ カテゴリー・マネージャーは役
に立つ情報源です。店舗のウォークスルーを行ったり、カテゴリー・マネージャ
ーへのインタビューを実施したりすることは、属性設定プロセスの前にカテゴリ
ーについての知識を深めるのに役立ちます。商品を把握するだけでなく、商品の
配置や、カテゴリー内の知らない商品や新商品の発見にも役立ちます。

v 店舗ウォークスルー ‐ 店舗ウォークスルーを実行することで、貴重な情報を得
ることができます。サブカテゴリー構造が必要な時は特に有効です。カテゴリ
ー・マネージャーと協力して、最適化戦略と、価格の最適化について理解を深め
ることができます。

v WWW – 下記の Web サイトからは、ユーザー・マニュアル、換算単位の詳細に
到るまでの商品情報に加え、重要なプリファレンスや意思決定ツリーなどの情報
を得ることができます。

v UPCdatabase.com

v 企業の Web サイト

v メーカーの Web サイト

v Google、Yahoo!、MSN などの選択した検索エンジンに入力された特定の UPC

商品のドロップ
PIF から商品を削除するのは適切ではないため、ドロップする商品に対しては PIF

に値を入力します。

取扱停止の商品や、期限切れの商品は、モデル化処理と最適化処理のときに無視さ
れるよう、ドロップできます。PIF から商品を削除するのは適切ではないため、ド
ロップする商品に対しては PIF に値を入力します。

商品が PIF からドロップされるのは、一般に以下のような理由からです。

v PIF のすべての商品に属性設定する必要はありません。OpenLink は、POS デー
タに関わらず、小売業者の商品ファイル中のすべての商品をエクスポートしま
す。そのため、PIF に含まれているものの、モデル化処理や最適化処理には使用
されない商品があります。PIF 内のこのようなわずかな商品を識別するには、以
下のような商品を探します。

v 参照顧客ステータスまたは参照 DT ステータス = 取扱中止

v 最後にスキャンした日付 > カテゴリーの最終スキャンの 90日前

v 週平均数量が、ある単位以下である

v 販売できない商品 – 小売業者には販売できない商品であっても、補充のために商
品一覧に記載されている場合があります。パンフレット、表示項目、出荷業者な
どの項目は、PIF には含まれていますが、販売対象ではなく、共有モデルにも影
響を与えないため、属性を設定する必要はありません。

v 識別できない商品 – 商品の説明が、商品コードを識別するには不十分である場合
があります。PIF には取扱中の商品と、取扱停止された商品の両方が含まれるた
め、Web サイトを検索しても、商品コードが分からない場合があります。この問
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題が発生した場合は、「顧客ステータス」フィールドを確認してください。取り
扱い中止となっている場合、商品を除外します。

商品をドロップするには、「モデルに含まれる」列に「いいえ」と入力します。こ
れによってモデル化プロセスがトリガーされ、その商品はモデル化処理の際に無視
され、最適化処理からも商品が除外されるようになります。

PIF をインポートすると、ドロップしたすべての商品は、
DROPPED_FROM_MODELING デマンド・グループに自動的に移動されます (この
システム設定を有効にしている場合)。商品を手動で PIF 内のデマンド・グループに
移動すると、「モデルに含まれる」は、PIF によるインポート時に自動的に「いい
え」に設定されます。このシステム設定が無効である場合には、ドロップされた商
品は、既存のデマンド・グループに残ります。

注: IBM Price Optimization および IBM Price Management でルール・グループおよ
び価格設定アクションにドロップされた商品を定期的に含める場合には、
DROPPED_FROM_MODELING デマンド・グループにドロップされた商品を自動的
に移動するためのシステム設定を有効にしないでください。有効にすると、
DROPPED_FROM_MODELING デマンド・グループと NON_MODELED モデル・カ
テゴリーに商品が自動的に割り当てられ、ルール・グループ内のその他商品の割り
当てによっては、ルール違反が作成される可能性があるためです。

PIF の「モデルに含まれる」列で「いいえ」を「はい」に変更して、モデル化処理
に商品を含めるように後で選択する場合は、商品の新しいデマンド・グループを指
定する必要があります。デマンド・グループがない商品は、新商品と一緒にデフォ
ルトのデマンド・グループに自動的に割り当てられます。

デマンド・グループ構造の取り込み
デマンド・グループは、代替可能性の非常に高い商品の集まりです。

デマンド・グループは、代替可能性の非常に高い商品の集まりです。グループ内の
あるアイテムの価格とプロモーションは、他のアイテムの需要に直接影響します。
デマンド・グループ名は 50 文字以下の長さで指定できます。例えば、LARGE

EGGS、EGGS SUBSTITUTE、DIET SOFT DRINKS というようなデマンド・グルー
プ名を指定できます。PIF では、「デマンド・グループ」列にデマンド・グループ
を割り当てます。
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商品と一緒にデマンド・グループを取り込む前に、次の点について考慮してくださ
い。

v 季節商品は、それぞれ専用のデマンド・グループに含める必要があります

v 商品は同様のサイズである必要があります。試供品サイズや業務用サイズ (非常
に大きい) の商品は、それぞれ専用のデマンド・グループに入れてください。

v 商品は代替可能性が非常に高いため、プライス・ポイントは同様である必要があ
ります。

v 検討事項: 棚に並ぶ商品をどのように宣伝するか - カスタマーは購入決定の際に
何を確認するのか?

v 検討事項: ある商品に対してプロモーションを行うと、どの商品にカニバリゼー
ションが発生する?

v 平均的カスタマーが店舗でカテゴリーを購入する方法を常に念頭に置いてくださ
い。

デマンド・グループを PIF に保存するときには、以下のようなベスト・プラクティ
スがあります。

v 「デマンド・グループ」フィールドにデマンド・グループを入力します。

v カスタム・フィルターを使用すると便利です。

v 「参照レベル」フィールド (商品階層) 情報を使用します。

v PIF の列を移動または非表示にして、重要な情報を横に並べます

デマンド・グループの名前を入力するときにいくつかのルールがあります。

v 最大 50 文字

v 英数字のみ

v デマンド・グループ名はすべて大文字にする

v 小さなデマンド・グループの選択:

v 一般的な経験則により、デマンド・グループには 15 から 50 の商品を含める

v 可能な場合、単一商品のデマンド・グループは避ける

v サフィックスを使用してデマンド・グループを分離する

v PRM = プレミアム (例えば、LOTION_PRM)

v ECON = エコノミー (例えば、LOTION_ECON)

v TS = 試供品サイズ (例えば、LOTION に対して LOTION_TS)

v IND = 業務用サイズまたは大容量サイズ (例えば、TOMATO_SAUCE に対して
TOMATO_SAUCE_IND)

サイズと計測単位の換算
データ・プロバイダーからのサイズ情報と計測単位 (UOM) 情報は、必ずしもモデ
ル化処理で使用できるわけではありません。

データ・プロバイダーからのサイズ情報と計測単位 (UOM) 情報は、必ずしもモデ
ル化処理で使用できるわけではありません。モデル化に適切なサイズと計測単位を
適用するには、消費者動向の把握が必要です。例えば、チョコレート・バーに関す
るデータは以下のとおりです。

v Hersheys アーモンド・バー 6 オンス
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v Milky Way バー 5.3 オンス

v Three Musketeers バー 6.2 オンス

消費者は、チョコレート・バーの重さに基づいて価格を支払っているわけではあり
ません。そうではなく、消費者はチョコレート・バーを 1 つと数えて選んでいるの
です。そのため、サイズは 1、計測単位は数 (CT) となるべきです。

別の例で、洗濯用液体洗剤に関するデータは以下のとおりです。

v Tide 128 オンス (32 回分)、 ¥9.99

v Tide Ultra 64 オンス (32 回分)、¥9.99

v Tide 64 オンス (16 回分)、¥5.99

消費者は、パッケージの重さに基づいて価格を支払っているわけではありません。
その代わりに、消費者は各商品で完了できる洗濯回数を考慮して価格を支払ってい
ます。サイズおよび洗濯回数の計測単位を変更することで、商品を換算でき、価格
に相対するサイズ/計測単位がより意味を持つようになります。

デマンド・グループ内に計測単位が 2 つあることは好ましくありませんが、必要で
ある場合があります。例えば、マニキュアの除光液には、重さ (オンス) と数の両方
の単位が存在します。各計測単位での商品の分布が均等である場合、これは問題に
ならない可能性があります。モデル化処理は、各計測単位に固有の換算値を割り当
てます。しかし、サンプリングが十分でない単位の値が 1 つでも存在する場合、そ
の単位の中心価格が正しくない場合があります。

ブランド名のスクラビング
属性設定プロセスにおけるブランド割り当ては、一貫性のあるブランド・ルールを
確実に実施するために非常に重要です。

属性設定プロセスにおけるブランド割り当ては、一貫性のあるブランド・ルールを
確実に実施するために非常に重要です。以下のような例に対応する必要がありま
す。

v ブランドは、ブランドではなく、メーカーを表す場合があります。シリアルなど
のカテゴリーにおいては、「ブランド」フィールドは通常メーカー名です (例え
ば、Cheerios ではなく General Mills)。PIF のブランド名が実際のブランドを反映
するように変更することで、Everyday Price Optimization および Everyday Price

Management にルールを適用することができます。

v ブランド名は統一されていません。何年もの間に多くの人がカテゴリーのデータ
を管理しているため、ブランド名の不整合はよく起こります (例えば、 Natural

Grain が NaturalGrain となっている、または Starkist が Strkst、SK、Stkst となっ
ている)。

v ブランド名が提供されない場合があります。その場合は PIF で入力する必要があ
ります。

Everyday Price Optimization および Everyday Price
Management の属性

商品関係属性は、モデル化プロセスには必要ありませんが、Everyday Price

Optimization ルールと Everyday Price Management ルールで使用されます。
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商品関係属性は、モデル化プロセスには必要ありませんが、Everyday Price

Optimization ルールと Everyday Price Management ルールで使用されます。Price ア
プリケーションで最適化シナリオを作成する予定の場合は、商品情報ファイル (PIF)

にこれらの属性を追加します。 105ページの『第 6 章 モデル化の属性設定』で説
明されている必須属性のモデルについては、モデル化チームが処理しますが、ユー
ザーはこのオプション属性に値を割り当てることができます。

商品関係属性により、異なるライン・グループ、サイズ、ブランド、または最適化
シナリオのその他の分類タイプ間で価格関係が確立されます。

注: PIF のモデル化からドロップ済みの商品は、商品関係属性が割り当て済みであっ
てまだアクティブである場合には、Everyday Price Optimization および Everyday

Price Management の最適化シナリオに含められることになります。価格設定アクシ
ョンに商品を含めない場合には、商品関係属性を商品に割り当てないでください。

関連トピック

105ページの『第 6 章 モデル化の属性設定』
属性設定では、デマンド・グループ、サイズ、計測単位、およびその他の属性を
商品情報ファイル (PIF) の商品に割り当てる作業があります。

『属性表』
商品関係属性列の説明、許容値、PIF に取り込まれたデータの取得元について
は、次の表を参照してください。

115ページの『カテゴリーの把握』
以下のリソースを使用して、商品およびカテゴリーを調査できます。

124ページの『ライン・グループの割り当て』
ライン価格グループは、同様の価格の「類似」商品 (同一商品の別のフレーバー
や香りなど) で構成されます。

124ページの『サイズ・ファミリーとサイズ・クラスの割り当て』
サイズ・ファミリーとサイズ・クラスを使用すると、Everyday Price Optimization

および Everyday Price Management からの推奨に従って、常に確実に、サイズの
大きい方の価格を小さい方より高くし、同じ商品では換算サイズの大きい方を換
算サイズの小さい方より割安にすることができます。

125ページの『ブランド・ファミリーとブランド・クラスの割り当て』
ブランド・ファミリー名は商品同士を結合し、ブランド・クラスはブランド内の
商品を区別します。

126ページの『その他 1 および 2 のファミリーとその他 1 および 2 のクラス
の割り当て』
その他ファミリー/その他クラスは、多くの場合、「良、優、および最良」または
「最低価格」などの価格戦略をサポートする関係を作成するために使用します。

属性表
商品関係属性列の説明、許容値、PIF に取り込まれたデータの取得元については、
次の表を参照してください。

商品関係属性列の説明、許容値、PIF に取り込まれたデータの取得元については、
次の表を参照してください。
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属性名 属性の説明 カテゴリーの許容値 -

PIF の完成方法
データ・ソース - あ
らかじめ入力されて
いるデータの取得元

サイズ・クラス (Size

Class)

IBM OpenLink また
は IBM Price

Management に適用さ
れます。サイズ・フ
ァミリーの各アイテ
ムに番号/レベルが指
定されます: 8 oz =

SMALL、16 oz =

MEDIUM、24 oz =

LARGE

許容されるサイズ・
クラス・フォーマッ
トは、IBM Price

Management のカテゴ
リーに定義されたサ
イズ・クラスです。
サイズ・クラスが定
義されていない場合
は、デフォルトのサ
イズ・クラス
(XXX-LARGE、XX-

LARGE、X-

LARGE、LARGE、MEDIUM、SMALL、X-

SMALL、XX-

SMALL、XXX-

SMALL) が使用され
ます。これらは後
で、IBM Price で変
更できます。最大 50

文字。

サイズ・クラスに
は、ボーナス商品や
試供品/トラベル・サ
イズを含めないでく
ださい。

空欄

サイズ・ファミリー
(Size Family)

IBM OpenLink また
は Price Optimization

に適用されます。サ
イズ・ファミリー
は、絶対的な基準を
基本にして (例えば、
Small < Medium <

Large の価格設定な
ど)、また、換算価格
による相対的な基準
を基本にして (例え
ば、大きなサイズの
商品は中サイズの商
品よりも良い換算価
格があるなど)、同じ
商品の異なるサイズ
の価格をどのように
設定するかを決定す
るルールとなりま
す。

最大 50 文字の英
字。

空欄
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ブランド・クラス
(Brand Class)

ファミリー内の 2 つ
の商品を差別化する
値。この場合、ブラ
ンド・クラスがブラ
ンド・ファミリー内
の商品を差別化しま
す。

ナショナル、自社ラ
ベル、その他必要に
応じて定義される
値。最大 50 文字。

小売業者の商品ファ
イル。通常は空欄。

ブランド・ファミリ
ー

ルールにより比較す
る目的で 2 つの商品
を互いにリンクする
値。ブランド・ファ
ミリーは、通常、ブ
ランド間で比較され
る商品のタイプとサ
イズを示します。

英字。正しくない文
字文字 (&、/、*) を
含まないこと。最大
50 文字

小売業者の商品ファ
イル。通常は空欄。

ライン・グループ 小売業者により送信
されるライン価格グ
ループの値。

英数字。スペースや
正しくない文字
(&、/、*) を含まない
こと。最大 50 文字

小売業者の商品ファ
イル

事前価格設定済み 小売業者により提供
される事前価格設定
済みの商品を示しま
す。事前価格設定済
みの商品の場合、1

が入ります。事前価
格設定済み商品の価
格は、最適化中に変
更されません。

事前価格設定済み商
品 = 1

事前に価格が設定さ
れない商品 = 0

デフォルトは 0 で
す。小売業者がこの
値を指定する場合、1

は事前価格設定済み
商品であることを示
します。

その他クラス 1 ファミリー内の 2 つ
の商品を差別化する
値。この場合、その
他クラス 1 は、その
他ファミリー 1 内の
商品とは差別化され
ます。

最大 50 の英数字。 空欄

その他ファミリー 1 ルールにより比較す
る目的で 2 つの商品
を互いにリンクする
値。商品のその他フ
ァミリー 1 のグルー
プは、商品の特性を
基準とします。

最大 50 の英数字。 空欄

その他クラス 2 ファミリー内の 2 つ
の商品を差別化する
値。この場合、その
他クラス 2 は、その
他ファミリー 2 内の
商品とは差別化され
ます。

最大 50 の英数字。 空欄
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その他ファミリー 2 ルールにより比較す
る目的で 2 つの商品
を互いにリンクする
値。商品のその他フ
ァミリー 2 のグルー
プは、商品の特性を
基準とします。

最大 50 の英数字。 空欄

事前価格設定済み商品のレビュー
事前価格設定済みアイテムにルールを割り当てて、最適化中に金額が動かないよう
にする必要があります。

事前価格設定済み商品には、決められた価格が存在します。これらのアイテムに
は、決められた価格を超えないようにするため、価格設定の規制が設定されていま
す。結果として、アイテムにルールを割り当てて最適化中に金額が移動しないよう
にする必要があります。

PIF において、「事前価格設定済み」列には、1 または 0 が設定されます (事前価
格設定済み商品には 1、事前価格設定済み商品でない場合は 0)。ほとんどの商品に
は事前に価格は設定されていませんが、スナックなど、カテゴリーによっては多く
の事前価格設定済みアイテムが存在する場合があります。

フィールドが空欄である場合、事前価格設定された商品かどうかを識別する方法が
いくつかあります。

v 文字の組み合わせ (PP、PPC) が商品の説明に含まれている。

v 商品の説明フィールド内に価格が含まれている。

v 割り当てられている他の属性が、事前価格設定済み商品に指定されている。
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ライン・グループの割り当て
ライン価格グループは、同様の価格の「類似」商品 (同一商品の別のフレーバーや
香りなど) で構成されます。

ライン価格グループは、同様の価格の「類似」商品 (同一商品の別のフレーバーや
香りなど) で構成されます。ライン・グループは、ライン・グループ・ルールで使
用されます。

ライン・グループの値は、通常、小売業者により送信されるため、ユーザーはライ
ン・グループ列を変更する必要は全くありません。PIF の「ライン・グループ」フ
ィールドの値を変更すると、新しい情報が Everyday Price Optimization と Everyday

Price Management に送信されます。

サイズ・ファミリーとサイズ・クラスの割り当て
サイズ・ファミリーとサイズ・クラスを使用すると、Everyday Price Optimization お
よび Everyday Price Management からの推奨に従って、常に確実に、サイズの大き
い方の価格を小さい方より高くし、同じ商品では換算サイズの大きい方を換算サイ
ズの小さい方より割安にすることができます。

このタスクについて

サイズ・ファミリーとサイズ・クラスを使用すると、Everyday Price Optimization お
よび Everyday Price Management からの推奨に従って、常に確実に、サイズの大き
い方の価格を小さい方より高くし、同じ商品では換算サイズの大きい方を換算サイ
ズの小さい方より割安にすることができます (例えば、Twinlab Vitamin C 30 CT

の最適化された価格は Twinlab Vitamin C 60 CT よりも安くなりますが、60 個の
方が、タブレットあたりの値段は安くなります)。つまり、サイズが大きい方が得に
なります。

サイズ・ファミリーとサイズ・クラスは、「コンテンツの編集」画面から変更する
ことができます。詳しくは、 138ページの『「コンテンツの編集」ページでのコン
テンツの編集』を参照してください。

注: サイズ・ファミリー名は、同一ブランド内でのみ使用できます。

次の例では、サイズ・ファミリーとサイズ・クラスがどのように使用されるかを説
明します。
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この例では、サイズ・ファミリー (Contadina ソース) が 3 つの商品をリンクしてい
ます。サイズ・クラス (Small、Medium、Large) は、ファミリー内の個々の商品を区
別します。サイズ・クラスに指定可能な値は次のとおりです。

v XXX-SMALL

v XX-SMALL

v X-SMALL

v SMALL

v MEDIUM

v LARGE

v X-LARGE

v XX-LARGE

v XXX-LARGE

注: 無料商品は大きなサイズに設定してはなりません。例えば、12 オンスのシャン
プーと、15 オンス (12 オンス + 無料分 3 オンス) のシャンプーは、実質的には同
じサイズになります。

サイズ・ファミリーとサイズ・クラスを割り当てるには、以下のようにします。

手順
1. PIF をブランド、サイズの順番で並び替えます。

注: 商品の説明が完了している場合、まず商品の説明ごとに並び替えることもで
きます。

2. 自然なグループ分けを探し、構造を割り当てます。ボーナス商品に注意し、商品
の価格を再確認します。

ブランド・ファミリーとブランド・クラスの割り当て
ブランド・ファミリー名は商品同士を結合し、ブランド・クラスはブランド内の商
品を区別します。
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このタスクについて

ブランド・ファミリーとブランド・クラスの値は、Everyday Price Optimization およ
び Everyday Price Management で使用されます。ブランド・ファミリー名は商品同
士を結合し、ブランド・クラスはブランド内の商品を区別します。

次の例では、ブランド・ファミリーとブランド・クラスがどのように使用されるか
を説明します。

ブランド・ファミリーとブランド・クラスを割り当てるには、以下のようにしま
す。

手順
1. PIF をサイズ、ブランドの順番で並び替えます。

2. 自然なグループ分けを探し、構造を割り当てます。

その他 1 および 2 のファミリーとその他 1 および 2 のクラスの割
り当て
その他ファミリー/その他クラスは、多くの場合、「良、優、および最良」または
「最低価格」などの価格戦略をサポートする関係を作成するために使用します。

その他ファミリーおよびその他クラスは、ブランド・ファミリー/クラスがすでに活
用されている場合に、その他の関係を確立します。その他ファミリー/その他クラス
は、多くの場合、「良、優、および最良」または「最低価格」などの価格戦略をサ
ポートする関係を作成するために使用します。

その他ファミリー/クラスは、以下の状況におけるさまざまな価格ルール目標に使用
できます。

v ファミリーにより、サイズで比較される商品が結合されている。

v クラスにより、ファミリー内の商品が差別化されている。

IBM Omni-Channel Merchandising は、その他ファミリー/その他クラスの値を 2 セ
ット提供しています。そのため、その他ファミリー 1/その他クラス 1 とその他ファ
ミリー 2 /その他クラス 2 の 2 つを利用できます。

注: その他 1 同士、その他 2 同士を常に一緒に使用してください。そうしなけれ
ば、最適化中にこのルールが正しく適用されません。
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次の例では、その他ファミリーとその他クラスの値がどのように使用されるかを説
明します。

例 1: 良、優、最良戦略 (エコノミー vs プレミアム)。ここで小売業者は以下の条
件を必要としています。

v ストロー・ブランド = 良

v スティック・ブランド = 優

v ブリック・ブランド = 最良

例 2: 最低価格戦略。この戦略ではカテゴリー内の他のブランド戦略に関わらず、小
売業者は 1 つのブランドを棚出しの最低価格に使用します。

最低価格ブランド = スーパー・セーバー

PIF のインポート
この手順は、PIF をインポートする場合に使用します。

このタスクについて

PIF の値をすべて入力したら、PIF を OpenLink に再度インポートできます。イン
ポートする前に確認しておく有用なヒントがいくつかあります。

v PIF を保存し、保存した場所を覚えておきます。
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v PIF は、開いた状態または閉じた状態でインポートできます。

v 式を削除します (「形式を選択して貼り付け」>「値」)。

v PIFファイルのフィルターはオフにします。

v 追加列を削除します (列は移動できます)。

v Excel ワークブックの他のスプレッドシートは削除します。

PIF をインポートするには、以下のようにします。

手順
1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. インポートするカテゴリーを右クリックし、「データのインポート」を選択しま
す。「データのインポート」ダイアログ・ボックスが表示されます。

3. PIF を見つけるには、「参照」をクリックします。

4. 「続行」をクリックします。PIF のインポートが完了したときにアラートを受け
取るように登録している場合、PIF をインポートしたユーザーの E メール・ア
カウント、またはアプリケーションの右上にあるアラート受信箱、またはその両
方に E メールが自動的に送付されます。アラートの設定について詳しくは、 25

ページの『アラート受信箱』を参照してください。

注: 「続行」をクリックした後にすぐエラーが表示される場合には、以下を確認
してください。

v PIF が Excel ワークブックの最初のスプレッドシートになっている。

v PIF の名前 (Excel のスプレッドシート名) が長すぎない。

5. E メールを開いて、インポートの状況メッセージを表示します。このメッセージ
には、エラーがなく PIF が正しくインポートされたことが表示されるか、イン
ポート・エラーが表示されます。

v 成功メッセージは次のようになります:
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v エラー・メッセージは次のようになります:
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v 3 つすべての場合で、PIF を編集し、エラーを修正して PIF を再インポート
できます。
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最終チェックの実行
PIF に属性を設定し OpenLink にインポートした後、最終チェックを実行してモデ
ル化処理で用いられる商品情報が確実にクリーンなものになるようにします。

PIF に属性を設定し OpenLink にインポートした後、最終チェックを実行してモデ
ル化処理で用いられる商品情報が確実にクリーンなものになるようにします。

「モデルの正常性」レポートには、Everyday Price Optimization および Everyday

Price Management と、指定のカテゴリーのプロモーション計画および最適化サービ
スで使用されるアクティブ・モデルのステータスを表示する表があります。再モデ
ル化の時期やユーザーが定義するしきい値を基準にモデル更新を実行する時期を決
定する上でこれが役立ちます。

関連トピック

『換算単位の実行』
換算単位のチェックでは、代替可能性の高い商品内での価格範囲に含まれない商
品を見つけます。

135ページの『整合性チェックの実行』
「カテゴリー明細」ページで、デマンド・グループとブランドの整合性チェック
を行います。

137ページの『コンテンツの編集』
商品情報の最終的な編集を行うことができます。

154ページの『デマンド・グループの新商品への自動割り当て』
カテゴリーを再モデル化する前に、追加されている新商品をデマンド・グループ
に割り当てる必要があります。

140ページの『モデルの正常性の表示』
「モデルの正常性」レポートでは、カテゴリーに対する売上履歴と品揃え構成が
変更されることによって、それらのカテゴリーに対してこれまで実行されたモデ
ルがどのような影響を受けるかを把握できます。

換算単位の実行
換算単位のチェックでは、代替可能性の高い商品内での価格範囲に含まれない商品
を見つけます。

デマンド・グループは、代替可能性の非常に高い商品の集まりであるため、それら
の商品は比較的価格が近いものにする必要があります。例えば、¥2.59 の歯ブラシ
と、¥34.99 の電動歯ブラシを、同じデマンド・グループに含めることはできませ
ん。

換算単位のチェックでは、代替可能性の高い商品内での価格範囲に含まれない商品
を見つけます。商品が範囲外であるとみなされるのは、その商品のサイズが、デマ
ンド・グループ・サイズの中央値の 50% より大きい場合か小さい場合、または、
換算価格が価格比率の 5% より大きい場合か小さい場合です。

換算単位は、「カテゴリー・マネージャー」ページ、または「カテゴリー・ワーク
スペース」ページから実行できます。

関連トピック
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『「カテゴリー・マネージャー」ページでの換算単位の実行』
この手順は、「カテゴリー・マネージャー」ページで換算単位を実行する場合に
使用します。

133ページの『「カテゴリー・ワークスペース」ページでの換算単位の実行』
この手順は、「カテゴリー・ワークスペース」ページで換算単位を実行する場合
に使用します。

「カテゴリー・マネージャー」ページでの換算単位の実行
この手順は、「カテゴリー・マネージャー」ページで換算単位を実行する場合に使
用します。

このタスクについて

「カテゴリー・マネージャー」ページで換算単位を実行するには、以下のようにし
ます。

手順
1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

「詳細」タブの「換算対象 POS 数」列には、属性設定プロセスでカテゴリーが
完了済みに変更される前に換算単位を実行しなければならない POS データのあ
る商品数が表示されます。このページを編集して、「換算対象数」列を表示し、
換算単位を実行しなければならない商品の合計数を参照することもできます。こ
の情報は未モデル化カテゴリーに役立ちます。

2. カテゴリーを右クリックし、「換算単位の実行」を選択します。「換算単位計算
の実行」ダイアログ・ボックスが表示されます。

132 IBM OpenLink: ユーザーズ・ガイド



3. 「データベースの更新」を設定して、モデル化データベースを換算単位の値で更
新します。この処理は、モデル化を開始する前に完了しなければなりません。ま
た、更新処理や、サブセットの最適化処理のためにも実行する必要があります。

4. 「すべての商品を再計算」を設定し、カテゴリー内のすべての商品の換算単位を
計算します。これにより、カテゴリー内の既存の換算単位はすべて更新されま
す。そのため、初回のカテゴリー最適化や、カテゴリーの完全な再モデル化での
み実行します。

注: 「すべての商品を再計算」オプションにより、すでにモデル化されているカ
テゴリーのモデル化係数が削除されます。

5. 「OK」をクリックします。この処理によって、商品のすべての単価とサイズが
制限範囲内であることがチェックされます。

注: モデル化の準備が整った場合は、「データベースの更新」オプションと「す
べての商品を再計算」オプションの両方を設定する必要があります。それ以外の
場合は、「データベースの更新」オプションのみを設定します。

「カテゴリー・ワークスペース」ページでの換算単位の実行
この手順は、「カテゴリー・ワークスペース」ページで換算単位を実行する場合に
使用します。

このタスクについて

「カテゴリー・ワークスペース」ページで換算単位を実行するには、以下のように
します。

手順
1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. カテゴリーを右クリックし、「カテゴリー・ワークスペース」を選択して「カテ
ゴリー・ワークスペース」ページを開きます。
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3. 「カテゴリー」パネルでカテゴリーを選択した後で、「デマンド・グループ」パ
ネルでデマンド・グループを 1 つ以上選択します。選択したデマンド・グルー
プのすべての商品が、ページの中央の「割り当て済み商品」リストに表示されま
す。デフォルトのデマンド・グループ内のすべての商品が「未割当商品」パネル
に表示されます。

4. ページ上部にある「検証」ボタンをクリックし、「換算単位のチェック」を選択
します。「換算単位計算の実行」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. 「データベースの更新」を設定して、モデル化データベースを換算単位の値で更
新します。この処理は、モデル化を開始する前に完了しなければなりません。ま
た、更新処理や、サブセットの最適化処理のためにも実行する必要があります。

6. 「すべての商品を再計算」を設定し、カテゴリー内のすべての商品の換算単位を
計算します。これにより、カテゴリー内の既存の換算単位はすべて更新されま
す。そのため、初回のカテゴリー最適化や、カテゴリーの完全な再モデル化での
み実行します。

注: 「すべての商品を再計算」オプションにより、すでにモデル化されているカ
テゴリーのモデル化係数が削除されます。

7. 「OK」をクリックします。この処理によって、商品のすべての単価とサイズが
制限範囲内であることがチェックされます。検証の実行中は、「検証」ボタンに
「検証を実行中」と表示され、すべてのパネルが読み取り専用になります。

8. 「リフレッシュ」ボタンをクリックします。検証が完了すると、割当済みと未割
当のどちらの商品についても、エラーが検出されたフィールドが強調表示されま
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す。強調表示されているフィールドにポインターを移動すると、エラー・ツール
チップにエラーの説明が表示されます。フィールド値を変更してから、換算単位
のチェックを再実行します。

注: 「未割当商品」パネルの列は編集できないため、「コンテンツの編集」ペー
ジでエラーのあるフィールドを更新する必要があります。このページでは、カテ
ゴリーを「デフォルトのデマンド・グループ」でフィルタリングすることで、未
割当商品を表示します。

注: モデル化の準備が整った場合は、「データベースの更新」オプションと「す
べての商品を再計算」オプションの両方を設定する必要があります。それ以外の
場合は、「データベースの更新」オプションのみを設定します。

整合性チェックの実行
「カテゴリー明細」ページで、デマンド・グループとブランドの整合性チェックを
行います。

このタスクについて

「カテゴリー明細」ページで、デマンド・グループとブランドの整合性チェックを
行います。新商品の場合や、商品変更の数が少ない場合の修正は、「コンテンツの
編集」ページや PIF で実行できます。

以下の項目についてチェックを実行できます。

v 複数の計測単位が含まれるデマンド・グループ

v 承諾されていない換算エラー (サイズと価格)

v デフォルトのデマンド・グループ内の複数商品

v スキャン履歴の存在する、デフォルトのデマンド・グループ内の商品

v ミススペルや変則データによる、ブランド名の重複

整合性チェックは以下のように実行します。

手順
1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. カテゴリーを右クリックし、「カテゴリー明細」を選択します。「カテゴリー
明細」ページが表示されます。
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3. デマンド・グループに関連するアイテムをチェックするには、「レポート」ド
ロップダウン・メニューの「カテゴリー明細 - デマンド・グループ」を選択し
ます。デマンド・グループ・レポートには、モデル・カテゴリーのすべてのデ
マンド・グループがリストされます。

4. デマンド・グループを集計します。デマンド・グループ構造を確認し、変則的
なデマンド・グループ名が存在しないことを確実にします。また、元々分離さ
れているデマンド・グループ (LOW_FAT_COOKIES、NO_FAT_COOKIES な
ど) を 1 つのデマンド・グループにまとめることができます。

5. 同じデマンド・グループに複数の計測単位が存在しないかをチェックします。
エラーが存在する場合、エラーのある行を右クリックし、「コンテンツの編
集」を選択して「コンテンツの編集」ページを開きます。

6. 異なる計測単位の商品を検索し、「計測単位」列をクリックして計測単位を変
更します。

7. 「コンテンツの編集」ページで、右にスクロールして、デフォルトのデマン
ド・グループ内のスキャン履歴のある商品を確認できます。

8. 承諾されていない換算エラーが存在する場合、これらのエラーのある商品の数
が「カテゴリー明細」ページの「未承諾換算エラー商品数」列に表示されま
す。エラーを修正するには、デマンド・グループを右クリックし、「換算詳細
の表示」を選択して「換算詳細の表示」ページを開きます。

9. 「エラーあり」チェック・ボックスがオンになっている商品を探します。右に
スクロールし、「価格エラー」チェック・ボックスまたは「サイズ・エラー」
チェック・ボックスがオンになっているかどうかを確認します。価格が、デマ
ンド・グループの中心価格の 5 倍より大きい場合または 5 分の 1 より小さい
場合は、価格エラーが存在します (価格は現在の小売価格または POS の基本価
格です)。換算単位が中心のデマンド・グループ・サイズの 10 倍より大きい場
合または 0.1 倍より小さい場合は、サイズ・エラーが存在します。
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10. 換算エラーを修正するには、エラーのある行を右クリックし、「計測単位の変
更」または「デマンド・グループの変更」を選択します。「計測単位の変更」
または「デマンド・グループの変更」ダイアログ・ボックスが表示されます。

11. 計測単位またはデマンド・グループを変更し、「続行」をクリックして変更を
保存します。

12. ブランドに関連するアイテムをチェックするには、「レポート」ドロップダウ
ン・メニューの「カテゴリー明細 - ブランド」を選択します。ブランド・レポ
ートには、モデル・カテゴリーのすべてのブランドのリストが表示されます。

13. ミススペルのあるブランドを探します。このレポートの「ブランド」列でブラ
ンド名をクリックし、ドロップダウン・リストから正しい名前を選択します。

コンテンツの編集
商品情報の最終的な編集を行うことができます。

商品情報の最終的な編集は、「コンテンツの編集」または「カテゴリー・ワークス
ペース」ページで実行できます。ほとんどのフィールドが編集可能です。「コンテ
ンツの編集」と「カテゴリー・ワークスペース」のどちらのページにもオンライン
PIF が表示されます。このページについて詳しくは、 139ページの『「カテゴリ
ー・ワークスペース」ページでのコンテンツの編集』を参照してください。

注: コンテンツ編集時の変更により、換算される POS データがある商品数が変更さ
れる場合があります。すべてのデータが修正され、「カテゴリー・マネージャー」
ページの「詳細」タブにある「換算対象 POS 数」列がゼロになるまで、換算単位
のチェックを再実行する必要があります。詳しくは、 131ページの『換算単位の実
行』を参照してください。

注: 「コンテンツの編集」ページおよび「カテゴリー・ワークスペース」ページに
アクセスするには、「属性設定の有効化」権限が設定されている必要があります。

関連トピック

第 6 章 モデル化の属性設定 137



139ページの『「カテゴリー・ワークスペース」ページでのコンテンツの編集』
「カテゴリー・ワークスペース」ページを使用すると、異なるカテゴリーの商品
を表示し、属性を変更し、商品を 1 つの店舗のデマンド・グループにまとめる
ことができます。

131ページの『換算単位の実行』
換算単位のチェックでは、代替可能性の高い商品内での価格範囲に含まれない商
品を見つけます。

『「コンテンツの編集」ページでのコンテンツの編集』
この手順は、コンテンツを編集する場合に使用します。

「コンテンツの編集」ページでのコンテンツの編集
この手順は、コンテンツを編集する場合に使用します。

このタスクについて

コンテンツを編集するには、以下のようにします。

手順
1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. カテゴリーを右クリックし、「コンテンツの編集」を選択して「コンテンツの編
集」ページを開きます。

3. 「レポート」ドロップダウン・メニューで「全商品」レポートを選択します。

4. 編集列で、値を変更するフィールドをクリックします。ドロップダウン・メニュ
ー、または、編集可能フィールドが表示されます。

5. 左上隅にある「保存」をクリックして、変更を保存します。
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「カテゴリー・ワークスペース」ページでのコンテンツの編集
「カテゴリー・ワークスペース」ページを使用すると、異なるカテゴリーの商品を
表示し、属性を変更し、商品を 1 つの店舗のデマンド・グループにまとめることが
できます。

このタスクについて

「カテゴリー・ワークスペース」ページを使用すると、異なるカテゴリーの商品を
表示し、属性を変更し、商品を 1 つの店舗のデマンド・グループにまとめることが
できます。ドラッグ・アンド・ドロップの機能を使用して、商品を簡単に他のカテ
ゴリーやデマンド・グループに移動できます。

注: 「カテゴリー・ワークスペース」ページにアクセスするには、「属性設定の有
効化」権限が必要です。

「カテゴリー・ワークスペース」には、主な領域が 4 つあります。

v 「カテゴリー」パネル - カテゴリーのリストが表示され、各カテゴリー内の商品
数、未割り当て商品数、カテゴリーの状況も表示されます。サイズ・エラーおよ
び平均スキャン価格エラーを含む検証エラー数を参照するには、エラー・アイコ
ンの上にマウスを移動します。検証エラー数がゼロと表示されている場合は、検
証が実行されていない可能性があります。

v 「デマンド・グループ」パネル - カテゴリー内のすべてのデマンド・グループが
表示され、各デマンド・グループ内の商品数も表示されます。

v 「割り当て済み商品」リスト - 選択したデマンド・グループ内のすべての商品が
表示されます。

v 「未割当商品」パネル - 選択したカテゴリー内の、デマンド・グループに割り当
てられていないすべての商品が表示されます。

。

コンテンツを編集するには、以下のようにします。
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手順
1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. カテゴリーを右クリックし、「カテゴリー・ワークスペース」を選択して「カテ
ゴリー・ワークスペース」ページを開きます。

3. 「カテゴリー」パネルでカテゴリーを選択した後で、「デマンド・グループ」パ
ネルでデマンド・グループを 1 つ以上選択します。選択したデマンド・グルー
プのすべての商品が、ページの中央の「割り当て済み商品」リストに表示されま
す。デフォルトのデマンド・グループ内のすべての商品が「未割当商品」パネル
に表示されます。

4. 「割り当て済み商品」リストの編集列で、値を変更するフィールドをクリックし
ます。ドロップダウン・メニュー、または、編集可能フィールドが表示されま
す。

「サイズ」列などの検証エラーがあるフィールドは、強調表示されます。強調表
示されているフィールドにポインターを移動すると、エラー・ツールチップにエ
ラーの説明が表示されます。フィールド値を変更してから、「換算単位のチェッ
ク」の検証を再実行します (詳しくは、 133ページの『「カテゴリー・ワークス
ペース」ページでの換算単位の実行』を参照してください)。

5. 左上にある「保存」をクリックして、変更を保存します。

関連トピック

133ページの『「カテゴリー・ワークスペース」ページでの換算単位の実行』
この手順は、「カテゴリー・ワークスペース」ページで換算単位を実行する場合
に使用します。

モデルの正常性の表示
「モデルの正常性」レポートでは、カテゴリーに対する売上履歴と品揃え構成が変
更されることによって、それらのカテゴリーに対してこれまで実行されたモデルが
どのような影響を受けるかを把握できます。
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「モデルの正常性」レポート (「オープン・リンク」>「モデルの正常性」) を使用
すると、カテゴリーの売上履歴と分類構成の変更が、以前に実行したそのカテゴリ
ーのモデルにどのような影響を与えたかを調べることができます。レポートは、ユ
ーザー定義のしきい値に基づいてカラーによる強調表示 (交通信号方式) を示しま
す。交通信号方式と組み合わされた指標は、再モデル化を実行する時期を判断する
のに役立ちます。

所定のしきい値を超過してステータス変更をトリガーした個々の指標が強調表示さ
れます。しきい値のタイプには、最後にモデル化してから経過した週数、新商品か
らの数量の割合、カテゴリーを最後にモデル化してから開店した新規店舗の割合な
どがあります。このような指標の現在の値は、レポートに表示されます。

赤、黄色、緑の強調表示の意味は以下のとおりです。

v 赤 – モデルの状態は不良です。今月、再モデル化をスケジューリングしてくださ
い。

v 黄色 – モデルの状態は正常です。来月、再モデル化のスケジューリングを検討し
てください。

v 緑 – (超過したしきい値がない場合の「正常性ステータス」列のデフォルトのス
テータス) モデルの状態は良好です。まだ再モデル化は必要ありません。

交通信号方式のしきい値の構成については、システム管理者にお問い合わせくださ
い。モデルの正常性の計算は、通常は週に一度のペースで実行されるようスケジュ
ールされているため、指標は毎週更新されます。このタスクの実行頻度もシステム
管理者が設定します。

関連トピック

『レポート列』
この参照は、OpenLink のレポート列について知るために使用します。

レポート列
この参照は、OpenLink のレポート列について知るために使用します。

列 列の内容

正常性ステータス 定義したしきい値に基づいて、赤、黄色、ま
たは緑が表示されます。

モデル全体の正常性を示します。
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カテゴリー名 カテゴリー名

ディビジョン ディビジョン名

年間収益 一番最近読み込まれた POS の週から 1 年間
さかのぼって計算された、昨年のカテゴリー
の売上の合計。

カテゴリー重要度のランク

新商品数 カテゴリーが最後にモデル化されてからスキ
ャンを開始した商品数

新規の、未モデル化商品に関係する品揃えの
変更を測定します。

アクティブ商品数 (ステータス・インポートまたは PSR によっ
て指定されているように) ステータスがアク
ティブ状況で前年に少なくとも一度スキャン
されている商品。

現在の品揃えのサイズを示します。

モデルからの経過週数 カテゴリーが最後にモデル化されてから経過
した週数。

基礎となるモデルの「経過時間」を示しま
す。

新商品による数量率 過去 4 週間に POS データに入力された新商
品によって表されるカテゴリー数量の割合。

新規の、未モデル化商品に関係する品揃えの
変更を測定します。

新商品による収益率 過去 4 週間の POS において、POS に入力
された新商品がカテゴリー収益に貢献した割
合。

新規の、未モデル化商品に関係する品揃えの
変更を測定します。

取引停止商品による数量率 カテゴリーが最後にモデル化されてから取扱
停止になった商品によって表されるカテゴリ
ー数量の割合。この指標は、どのぐらいのモ
デルが取扱中止となった商品に依存していた
かを示します。この指標は、最後のモデル化
期間の最後の 90 日のカテゴリー数量を使用
します。

取扱停止商品に関係する品揃えの変更を測定
します。
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取引停止商品による収益率 最終モデル日以降の取扱停止商品からのカテ
ゴリー売上の割合。この指標は、どのぐらい
のモデルが取扱中止となった商品に依存して
いたかを示します。この指標は、最後のモデ
ル化期間の最後の 90 日のカテゴリー収益を
使用します。

取扱停止商品に関係する品揃えの変更を測定
します。

新店舗率 カテゴリーが最後にモデル化されてから開店
した店舗 (新規店舗) の割合。

非モデル化店舗を測定します。

正常性レポートの最終実行日 カテゴリーの正常性の指標がカテゴリーに対
して最後に計算された日。

タスク・スケジューラーのスケジュール済み
タスクとして、更新がトリガーされます。
POS データの読み込み時間に応じて、POS

データが読み込まれた後で実行するようにセ
ットアップできます。

指標が最新であるかを示します。

デマンド・グループ関係の作成
デマンド・グループ関係は、モデル化処理を簡素化するために、統計担当者に提供
されるものです。

デマンド・グループ関係は、モデル化処理を簡素化するために、統計担当者に提供
されるものです。カテゴリー内のデマンド・グループ間のクロス条件が表に記載さ
れます (類似性、カニバリズム、または無関係のいずれか)。類似性とは、デマン
ド・グループ内の互いを補完するような関係です (例えば、ドライ・ヘア用のシャ
ンプーとドライ・ヘア用のリンス)。カニバリズムとは、デマンド・グループ内で他
の商品の替わりとなるような関係です (例えば、通常のヘア用のシャンプーとオイ
リー・ヘア用のリンス)。

モデル化処理ではこれらのクロス条件を使用し、カテゴリー内の 2 つのデマンド・
グループ間の関係を見つけます。関係は、設定に応じて、商品カテゴリー・レベ
ル、または、デマンド・グループ・レベルのどちらかで表示できます。

デマンド・グループ・レベルでは、ページ上部で「デマンド・グループ」を選択し
ます (ドライバー・デマンド・グループ)。その他すべてのデマンド・グループはレ
ポートに表示されます (ドリブン・デマンド・グループ)。クロス条件はドリブン・
デマンド・グループに割り当てられます。関係のロジックは、「ドライバー・デマ
ンド・グループはドリブン・デマンド・グループの購入に対してカニバリゼーショ
ンまたは促進を起こす」というものです。

商品カテゴリー・レベルでは、1 つのページで両方のデマンド・グループを選択し
ます。両デマンド・グループ間の関係を定義し、相関関係であるかどうかを定義し
ます。作成する関係が数個しかない場合は、この方法が最も簡単です。
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代替方法として、デマンド・グループ関係をエクスポートして処理し、OpenLink に
インポートして戻すことができます。デマンド・グループが多く、たくさんの関係
を作成する場合は、Excel の表で編集するほうがより簡単と言えます。

デマンド・グループ関係は自動的には作成されないため、実際の売上アクティビテ
ィーに基づいて関係を選択することができます。データがシステムに残っている場
合、クロス条件がデータ内に見つかる場合がありますが、正確ではないことがあり
ます。例えば、小売業者は同時期に 17 インチ・モニターと 19 インチ・モニター
のプロモーションを行う場合があります。その結果、これらの 2 つのデマンド・グ
ループの数量が同時に急上昇します。モデル化では、これらの 2 つのデマンド・グ
ループ間に類似関係があるとみなす場合がありますが、19 インチが 17 インチに対
してカニバリゼーションを起こしている可能性があります。そのため、アプリケー
ションで手動でデマンド・グループ関係を定義することが望ましい場合がありま
す。

注: モデル化で 2 つのデマンド・グループ間に関係が見つけられない場合、無理に
関係が設定されることはありません。デマンド・グループ関係の割り当ては、単に
このタイプの関係を検索するようにモデルに指示するだけです。

関連トピック

『デマンド・グループへの割り当て』
この手順は、デマンド・グループ・レベルでデマンド・グループ関係を割り当て
る場合に使用します。

145ページの『カテゴリーへの割り当て』
この手順は、カテゴリー・レベルでデマンド・グループ関係を割り当てる場合に
使用します。

147ページの『デマンド・グループ関係のエクスポート』
この手順は、デマンド・グループ関係をエクスポートする場合に使用します。

148ページの『デマンド・グループ関係表のインポート』
この手順は、デマンド・グループ関係表をインポートする場合に使用します。

デマンド・グループへの割り当て
この手順は、デマンド・グループ・レベルでデマンド・グループ関係を割り当てる
場合に使用します。

このタスクについて

デマンド・グループ・レベルでデマンド・グループ関係を割り当てるには、以下の
ようにします。

手順
1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. カテゴリーを右クリックし、「デマンド・グループ関係」を選択します。「デマ
ンド・グループ関係」ページに、選択したカテゴリーの既存の関係がすべて表示
されます。
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3. 「デマンド・グループ別に表示」をクリックして、「デマンド・グループ別のデ
マンド・グループ関係 (Demand Group Relationships by Demand Group)」ペ
ージを開きます。

4. ページの右上部にある「デマンド・グループ」ドロップダウン・リストからドラ
イバー・デマンド・グループを選択します。

5. 「係数」列で係数をクリックし、ドロップダウン・リストから「関係なし」、
「類似性」、または「カニバリズム」を選択します。これにより、係数が「ドリ
ブン・デマンド・グループ」列のドリブン・デマンド・グループに割り当てられ
ます。ドライバー・デマンド・グループはドリブン・デマンド・グループの購入
に対して、カニバリゼーションまたは促進を起こします。

6. 相互に関係がある場合、「相互関係」チェック・ボックスをオンにします (ほと
んどの場合は当てはまります)。例えば、洗濯用液体洗剤は液体柔軟材に類似性
があり、液体柔軟材は洗濯用液体洗剤に類似性があります。

相互関係でないものは一方向のみに当てはまります。例えば、6 個パックの
AAA 電池は 2 個パックの AAA 電池に対してカニバリゼーションを起こしま
すが、逆の場合は起こりません。

7. 各デマンド・グループにおいて、「係数」列で関係を変更できます (「関係な
し」、「類似性」、または「カニバリズム」)。

8. 完了したら「保存」をクリックします。

カテゴリーへの割り当て
この手順は、カテゴリー・レベルでデマンド・グループ関係を割り当てる場合に使
用します。

このタスクについて

カテゴリー・レベルでデマンド・グループ関係を割り当てるには、以下のようにし
ます。
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手順
1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. カテゴリーを右クリックし、「デマンド・グループ関係」を選択します。「デマ
ンド・グループ関係」ページに、選択したカテゴリーの既存の関係がすべて表示
されます。

3. 「新規関係」をクリックして、「デマンド・グループ関係」ダイアログ・ボック
スを開きます。

4. ドロップダウン・リストから、ドライバー・デマンド・グループおよびドリブ
ン・デマンド・グループを選択します。

5. 「係数」ドロップダウン・リストから「関係なし」、「類似性」、または「カニ
バリズム」を選択します。これにより、係数がドリブン・デマンド・グループに
割り当てられます。ドライバー・デマンド・グループはドリブン・デマンド・グ
ループの購入に対して、カニバリゼーションまたは促進を起こします。

6. 相互に関係がある場合、「相互関係」チェック・ボックスをオンにします (ほと
んどの場合は当てはまります)。例えば、洗濯用液体洗剤は液体柔軟材に類似性
があり、液体柔軟材は洗濯用液体洗剤に類似性があります。

相互関係でないものは一方向のみに当てはまります。例えば、6 個パックの
AAA 電池は 2 個パックの AAA 電池に対してカニバリゼーションを起こしま
すが、逆の場合は起こりません。

7. 完了したら「保存」をクリックします。同じ関係がすでに存在する場合は、新規
のデマンド・グループ関係がすでにあることを知らせるメッセージが「デマン
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ド・グループ関係」ダイアログ・ボックスの上部に表示されます。このダイアロ
グ・ボックスで設定を調整し、関係を再保存できます。新しいデマンド・グルー
プ関係が「デマンド・グループ関係」ページに表示されます。

デマンド・グループ関係のエクスポート
この手順は、デマンド・グループ関係をエクスポートする場合に使用します。

このタスクについて

モデル化に多くの関係が必要な場合、デマンド・グループ関係をエクスポートでき
ます。特定のカテゴリーのファイルを変更し、IBM OpenLink にファイルをインポ
ートして戻すことが可能です。

デマンド・グループ関係をエクスポートするには、以下のようにします。

手順
1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. カテゴリーを右クリックし、「デマンド・グループ関係」を選択します。「デマ
ンド・グループ関係」ページが表示されます。

3. このページで「関係のエクスポート」をクリックします。デマンド・グループ関
係表は、Excel で開く .csv ファイルに次のフォーマットで出力されます。適切
な相互関係設定で関係の係数を追加し、ファイルを変更できます ( 148ページの
『デマンド・グループ関係表ファイルの変更』を参照してください)。

注: OpenLink はこの形式でファイルのエクスポートとインポートを行います。
必要であれば .csv ファイルを標準的な表レイアウトに変換したり、元の形式に
戻したりしなければなりません。支援が必要な場合は、IBM 担当員にお問い合
わせください。

関連トピック

148ページの『デマンド・グループ関係表ファイルの変更』
この手順は、デマンド・グループ関係表ファイルを変更する場合に使用します。
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デマンド・グループ関係表ファイルの変更
この手順は、デマンド・グループ関係表ファイルを変更する場合に使用します。

このタスクについて

デマンド・グループ関係表ファイルの修正、関係係数の追加と変更、および相互関
係設定が可能です。表のデマンド・グループは適切なカテゴリー内に既に存在して
いる必要があります。

デマンド・グループ関係表ファイルを変更するには、以下のようにします。

手順
1. デマンド・グループ間で関係を作成し、関係係数を追加します。係数は関連デマ
ンド・グループに割り当てられます。ドライバー・デマンド・グループは関連
(ドリブン) デマンド・グループの購入に対して、カニバリゼーションまたは促進
を起こします。

有効な関係係数は、1 と -1 です。

v 1 は類似/補完関係に相当します

v -1 はカニバリゼーション/代替関係に相当します。

2. 相互関係の設定は以下のようにして変更できます。

v カスタマーがドライバー・デマンド・グループの商品 (咳止め薬など) を購入
する際、関連デマンド・グループの商品 (のど飴など) は購入するが、のど飴
を買うという理由で咳止め薬を購入しないといった場合は「一方向」と入力し
ます。

v ドライバー・デマンド・グループ、および関連デマンド・グループの両方がお
互いに同じ影響を与える場合は、「双方向」と入力します。

デマンド・グループ関係表のインポート
この手順は、デマンド・グループ関係表をインポートする場合に使用します。

このタスクについて

変更したデマンド・グループ関係表ファイルをインポートして OpenLink に戻すこ
とができます。

注: OpenLink 内の現在のデマンド・グループ関係表の変更は、インポートにより上
書きされます。

デマンド・グループ関係表をインポートするには、以下のようにします。

手順
1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. カテゴリーを右クリックし、「デマンド・グループ関係」を選択します。「デマ
ンド・グループ関係」ページが表示されます。

148 IBM OpenLink: ユーザーズ・ガイド



3. このページで「インポート」「関係」をクリックします。「インポート」「デマ
ンド・グループ関係」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. 「参照」をクリックして Excel の .csv ファイルを指定し、「続行」をクリック
します。

カテゴリーへの属性設定済みのマーク付け
この手順は、カテゴリーに属性設定済みのマークを付ける場合に使用します。

このタスクについて

属性設定の完了後、そのカテゴリーに属性設定済みのマークを付けることができま
す。この設定は、カテゴリーの商品が全てのテストを通過し、クレンジングされ、
いつでもモデル化ができる状態であることを意味します。

属性設定済みのマークが付けられたカテゴリーは、後でマーク解除することもでき
ます。カテゴリー内に属性設定済みのマークを付けるべきではない商品がある場
合、この設定を解除できます。「カテゴリー・マネージャー」ページの「属性未設
定商品数」列が更新されます。この列を参照して、カテゴリーに新規の属性未設定
の商品が入っているか、属性を設定する準備ができているかを確認することもでき
ます。新規の属性未設定の商品を識別する別の方法については、 151ページの『新
商品の検索』を参照してください。

カテゴリーに属性設定済みのマークを付けるには、以下のようにします。

1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. 「詳細」タブで、カテゴリーを右クリックし、「「カテゴリーを属性設定済み」
にマーク付け」を選択します。「属性設定済み」列に現在日付が表示され、「属
性設定者」列にユーザー名が表示されます。
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3. 後でカテゴリーの属性設定済みマークを解除する場合は、「カテゴリー・マネー
ジャー」ページのカテゴリーを右クリックし、「「カテゴリーを属性設定済み」
のマーク解除」を選択します。

商品属性の編集は、次のように行います。

1. 「カテゴリー・マネージャー」ページでカテゴリーを右クリックし、「コンテン
ツの編集」を選択して「コンテンツの編集」ページを開きます。カテゴリーの各
商品について「属性設定済み」チェック・ボックスがオンになります。

2. 属性設定済みマークを解除したい商品の「属性設定済み」チェック・ボックスを
クリアします。属性設定済みではない商品はすべて、「カテゴリー・マネージャ
ー」ページの「属性未設定商品数」列にカウントされます。

関連トピック
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『新商品の検索』
カテゴリーに新商品が入っており、属性設定が必要な場合は、新商品であること
を識別するために参照できるいくつかのレポート列が IBM OpenLink およびそ
の他のアプリケーションにあります。

新商品の検索
カテゴリーに新商品が入っており、属性設定が必要な場合は、新商品であることを
識別するために参照できるいくつかのレポート列が IBM OpenLink およびその他の
アプリケーションにあります。

カテゴリーに新商品が入っており、属性設定が必要な場合は、新商品であることを
識別するために参照できるいくつかのレポート列が IBM OpenLink およびその他の
アプリケーションにあります。このセクションの説明に従って新商品を検索した
ら、 167ページの『新商品の属性設定』の説明に従って属性設定プロセスを続行で
きます。

以下の列はカテゴリー・レベルで更新されます。

v 「カテゴリー・マネージャー」ページの「属性未設定商品数」の値が増加しま
す。

v IBM OpenLink の「モデルの正常性」レポートで「新商品数」列が更新されます
(このレポートの詳細については、 140ページの『モデルの正常性の表示』を参照
してください)。

v IBM Price Optimization のユーザーである場合には、「新商品数」列は、「カテ
ゴリー管理」ページの「カテゴリー・アクティビティー」レポートで更新されま
す。

カテゴリー内の新商品を表示するには、「カテゴリー・マネージャー」ページでカ
テゴリーを右クリックし、「コンテンツの編集」を選択して「コンテンツの編集」
ページを開きます。このページの以下の列で、カテゴリー内の新しい、属性未設定
の商品を識別できます。

v 「属性設定済み」チェック・ボックスはクリアされます。
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v 「モデルに含まれる」チェック・ボックスはクリアされます。

v 「モデル・デマンド・グループ」 は DEFAULT_DEMAND_GROUP になりま
す。

関連トピック

140ページの『モデルの正常性の表示』
「モデルの正常性」レポートでは、カテゴリーに対する売上履歴と品揃え構成が
変更されることによって、それらのカテゴリーに対してこれまで実行されたモデ
ルがどのような影響を受けるかを把握できます。
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モデル作成者への通知
属性を設定後、モデル作成者に、カテゴリーはモデル化の準備ができていることを
通知できます。

このタスクについて

属性を設定したら、Everyday Price Optimization および Everyday Price

Management、プロモーション計画および最適化、マークダウン最適化の各アプリケ
ーションでカテゴリーをモデル化に使用する準備ができたことをモデル作成者に通
知できます。それには、「カテゴリー・マネージャー」ページで設定します。タス
クを完了したら、モデル作成者はステータスを「モデル化カテゴリー」ページで設
定できます。ステータスを設定すると、電子メールの通知が送信され、属性設定プ
ロセスとモデル化処理の進捗状況が他のユーザーに通知されます。

注: それぞれの属性設定アクションまたはモデル化アクションの E メール通知を受
け取るには、「アラート・サブスクリプション」ページでこれらのアラートを登録
する必要があります (「ツール」メニューから「アラート・サブスクリプション」
を選択します)。

v 「価格/プロモーション・モデルの要求」 / 「マークダウン・モデルの要求」 -

属性設定者がモデル化対象のカテゴリーを要求するために「要求済み」のステー
タスに設定すると、ユーザーは E メール通知を受け取ります。モデル作成者がカ
テゴリーのモデル化の準備ができていないと判断し、「再呼び出し済み」のステ
ータスに設定した場合、別の E メール通知が送信されます。

v 「進行中の価格/プロモーション・モデル」 / 「進行中のマークダウン・モデル」
- モデル作成者がカテゴリーのモデル化を行うために「進行中」のステータスに
設定すると、ユーザーは E メール通知を受け取ります。

v 「価格/プロモーション・モデルのリリース」 / 「マークダウン・モデルのリリー
ス」 - モデル作成者が作成するモデルをリリースするために「リリース済み」の
ステータスに設定すると、ユーザーは E メール通知を受け取ります。モデル作成
者がカテゴリーのモデル化の準備ができていないと判断し、「再呼び出し済み」
のステータスに設定した場合、別の E メール通知が送信されます。

v 「価格/プロモーション・モデルのリターン (Return Price/Promotion Model)」 -

モデル作成者が複数の属性設定作業で属性設定者にカテゴリーを返すために「リ
ターン済み」に設定すると、ユーザーは E メール通知を受け取ります。

カテゴリーの属性設定ステータスを設定するには、以下のようにします。

手順
1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. 「基本」タブまたは「詳細」タブで、1 つ以上のカテゴリーを右クリックし、
「価格/プロモーション・モデルの要求」か「マークダウン・モデルの要求」を選
択します。

3. コメント・ダイアログ・ボックスにコメントを入力して、「OK」をクリックし
ます。ダイアログ・ボックスが閉じると、「カテゴリー・マネージャー」のカテ
ゴリーごとに、「要求済み」のステータスと現在日付が「価格/プロモーション・
モデル・ステータス」列または「マークダウン・モデル・ステータス」列に表示
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されます。また、以下の情報を含む E メール通知が、このアラートを受け取る
ように登録したすべてのユーザーに送信されます。

v アクション - 「価格/プロモーション・モデルが要求されました」 / 「マーク
ダウン・モデルが要求されました」

v カテゴリー名と商品カテゴリー ID

v ユーザー ID (ユーザー名または E メール・アドレス)

v 日時

v コメント・ダイアログ・ボックスに入力されたコメントと、最新のステータス
変更

デマンド・グループの新商品への自動割り当て
カテゴリーを再モデル化する前に、追加されている新商品をデマンド・グループに
割り当てる必要があります。

このタスクについて

カテゴリーを再モデル化する前に、追加されている新商品をデマンド・グループに
割り当てる必要があります。タスク・スケジューラーで「新商品の自動割り当て」
タスクをスケジュールして、新商品が属性を基準に自動的に既存のデマンド・グル
ープに割り当てられるようにします。デマンド・グループにまだ割り当てられてい
ない、デフォルトのデマンド・グループ内の既存商品も自動的に割り当てられま
す。自動割り当て商品を確認して、割り当てを承認するか、承認する前に手動で異
なるデマンド・グループを再度割り当てます。「新商品の自動割り当て」タスクを
含む、タスクの作成についての詳細は、 175ページの『新規タスクの作成』を参照
してください。

再モデル化でカテゴリーを準備する場合の推奨されるワークフローは、以下のとお
りです。

v 自動的に割り当てられた新商品を確認して、変更するか、デマンド・グループの
割り当てを承認します。

v 換算単位のチェックを実行します。

v 整合性チェックを実行します。

v カテゴリーはモデル化の準備ができていることを示すステータスを設定します
(オプション)。

注: この処理を実行するには、以下の権限を持っている必要があります。

v 自動的に割り当てられた商品を確認する「新商品の自動割り当てを有効化」権
限。

v デマンド・グループを割り当てるための自動タスクをスケジュールする「新商品
の自動割り当てタスクを有効化」権限。

新商品に割り当てたデマンド・グループを確認するには、以下のようにします。

手順
1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。
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2. 「自動割り当て商品未承認数」列で未承認の自動割り当て商品があるカテゴリー
を右クリックします。商品数がゼロより多い場合には、列が黄色で強調表示され
ます。

3. コンテキスト・メニューの「自動割り当てされた商品の確認」を選択します。

「コンテンツの編集」ページに表示される「全商品」レポートでは、未承認商品
および自動割り当て済み商品は、「未承認の自動割り当て」列にチェック・マー
クで示されます。デマンド・グループに割り当てられた商品のデータは、「自動
割り当て日」列に表示されます。

4. 右方向にスクロール・バーをスライドすると、「モデル・デマンド・グループ」
列で割り当てられたデマンド・グループを表示できます。新しい値は強調表示さ
れます。この列をクリックして、ドロップダウン・メニューでデマンド・グルー
プの選択を変更することもできます。

5. 1 つ以上の未承認商品および自動割り当て済み商品を選択して、右クリック・メ
ニューの「承認」を選択します。承認する各デマンド・グループの割り当てにつ
いて、「未承認の自動割り当て」チェック・ボックスをクリアします。

6. 変更作業が終わったら、「保存」をクリックします。「カテゴリー・マネージャ
ー」ページに戻ると、「自動割り当て商品未承認数」列が更新されます。
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第 7 章 カテゴリー階層の維持

OpenLink は、カテゴリー・マップを作成することで、ご使用の商品ファイルからの
商品にカテゴリー階層構造を割り当てます。

IBM Omni-Channel Merchandising はカテゴリー・マップを作成することで、ご使用
の商品ファイルからの商品にカテゴリー階層構造を割り当てます。以降のすべての
アプリケーションへの商品情報の読み込みにはカテゴリー・マップを使用します。
効率的な処理を行うには、初期の商品読み込みと一致するカテゴリー階層構造を取
得することが重要です。

また、カテゴリー階層構造を変更して、最適化するために再設定することができま
す。例えば、大きなカテゴリーを小さなカテゴリーに分割したり、カテゴリーを結
合したり、商品を新しいカテゴリーに移動したりするなどの調整が可能です。変更
後は商品属性設定プロセスを実行して、データをモデル化する準備をします。

関連トピック

『カテゴリー・マップのインポート』
商品階層を持つカテゴリー・マップは、通常は導入時にすでに OpenLink にイン
ポートされています。

162ページの『商品の再分類』
販売階層に「再分類」プロセスなどの変更があった場合や、商品を誤って不適切
なカテゴリーに置いた場合などは、商品の再分類が必要になることがあります。

170ページの『商品階層上書きの設定』
この手順は、商品階層上書きを設定する場合に使用します。

172ページの『カテゴリーの管理』
この手順は、カテゴリーの名前を変更する場合に使用します。

カテゴリー・マップのインポート
商品階層を持つカテゴリー・マップは、通常は導入時にすでに OpenLink にインポ
ートされています。

このタスクについて

商品階層を持つカテゴリー・マップは、通常は導入時にすでに OpenLink にインポ
ートされています。インポートされていない場合は、まず Excel スプレッドシート
のカテゴリー情報をインポートし、「カテゴリー・マッピング」ページに取り込み
ます。

注: 強化された商品階層データ・スキーマを使用している場合は、代わりに「商品
階層マッピング」ページを使用できます。詳しくは、 159ページの『商品階層マッ
ピング』を参照してください。

カテゴリー・マップをインポートするには、以下のようにします。
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手順
1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マッピング」を選択し、「カテゴリー・
マッピング」ページを開きます。

2. レポート内の任意の行を右クリックして「表のエクスポート」を選択し、レポー
トの列を Excel スプレッドシートにエクスポートします。「エクスポート」ダイ
アログ・ボックスが表示されます。

3. 「エクスポート」をクリックします。ファイルのエクスポートが終了するまで
「エクスポート・ステータス」ダイアログ・ボックスの右上隅にあるリフレッシ
ュ・ボタンをクリックします。

4. ファイルのステータスが「終了」に変わったら、「エクスポート・ステータス」
ダイアログ・ボックスのファイル名をクリックし、スプレッドシート・ファイル
を開きます。

5. 以下の表に示す説明に従って、スプレッドシートのフィールドに入力します。列
は表と正確に同じ順序になっていなければなりません。そうでないとインポート
は失敗します。

列 追加する情報

列 A レベル 1 階層 (通常はカテゴリー名)

列 B レベル 2 階層 (通常は分類)

列 C レベル 3 階層 (通常はサブ分類名)

列 D カテゴリー名。プロモーション、価格、また
はマークダウン・サービスで表示される最適
化カテゴリー。

列 E マップを持つデータベースにある既存の商品
を更新する。

v 1 - はい

v 0 または空欄 - いいえ
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6. Excel ファイルを任意の場所に保存します。

7. 「エクスポート・ステータス」ダイアログ・ボックスを閉じます (開いている場
合)。

8. 「カテゴリー・マッピング」ページで「マッピングのインポート」をクリックし
ます。「カテゴリー・マッピングに商品階層をインポート」ダイアログ・ボック
スが表示されます。

9. 「参照」をクリックして Excel のマッピング・ファイルを指定し、「送信」をク
リックします。「カテゴリー・マッピング」ページにファイルからの情報が記載
されます (最初にページのリフレッシュが必要な場合があります)。「商品更新ス
テータス」列に、新しいマップで更新するように指示したこれらの既存の商品に
ついては「既存の商品を更新するために待機しています」というステータスが表
示されます。

注: マッピング・ファイルにエラーがある場合は、「カテゴリー・マッピングに
商品階層をインポート」ダイアログ・ボックスに各エラーと行番号がリストされ
ます。マッピング・ファイルのこれらのエラーを訂正して、再インポートする必
要があります。

関連トピック

『商品階層マッピング』
「商品階層マッピング」ページを使用して、商品階層内にある商品ごとにカテゴ
リー・レベルを定義できます。

商品階層マッピング
「商品階層マッピング」ページを使用して、商品階層内にある商品ごとにカテゴリ
ー・レベルを定義できます。

このタスクについて

「カテゴリー・マッピング」ページの代わりに、「商品階層マッピング」ページを
使用して、商品階層内にある商品ごとにカテゴリー・レベルを定義できます。「商
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品階層マッピング」ページでは、商品ごとに 10 個までのサブカテゴリーを利用で
きます。カテゴリーの分類や変更のプロセスを、次の手順で簡素化できます。

v 直感的な操作が可能な階層ツリーを使用して、サブレベルを動的にマッピングし
ます。

v 簡易フィルターを使用して商品を素早く割り当てることで、すべての商品を階層
的に編成します。

商品階層マッピングをエクスポートしたりインポートしたりすることもできます。
詳しくは、 161ページの『商品階層マッピングのインポートとエクスポート』を参
照してください。

注: 「商品階層マッピング」ページにアクセスするには、「商品階層ツリーの使
用」権限が設定されている必要があります。

「商品階層マッピング」ページを使用するには、以下のようにします。

手順
1. 「オープン・リンク」>「商品階層マッピング」を選択します。マッピングされ
たすべての商品および未分類の商品の階層ツリーが表示されます。ノードを選択
して展開すると、商品階層ツリーが自動的に更新され、要求したデータが取得さ
れます。

2. 「カテゴリー」列で、カテゴリーを指定するアイテムの行をクリックします。

3. カテゴリー化する商品階層の特定の部分を検索するには、検索フィールドを使用
します。検索しているノード名のすべてまたは部分を入力したら、「検索」をク
リックして、結果を表示します。

4. 商品階層で結果を表示して、他の類似商品がどのようにカテゴリー化されている
か表示するには、「階層で表示」をクリックします。

5. フィールドに名前を入力し、先読み検索機能を使用してカテゴリー・リストをフ
ィルタリングします。

一致するものが見つからないと、クリックしたときにフィールドが赤で強調表示
されます。名前を削除してやり直すことも、ページの上部にある「カテゴリーの
追加」をクリックして新しいカテゴリーを作成することもできます。「カテゴリ
ーの追加」ダイアログ・ボックスで新しいカテゴリーを追加したら、「作成」を
クリックします。新しいカテゴリーがカテゴリー・リストから選択できるように
なります。

6. 新しいカテゴリーを追加するか、既存のカテゴリー名を変更すると、「既存商品
の更新」チェック・ボックスが設定され、変更を保存したときに商品が新しいカ
テゴリーに移動します。このチェック・ボックスをクリアすると、商品は新しい
カテゴリーに移動しません。

7. 必要があれば、商品の階層内のカテゴリー名を調整できます。新しいカテゴリー
や変更されたカテゴリーは太字で表示されます。

以下のアイコンのうちの 1 つが「ステータス」列に表示されます。

v

160 IBM OpenLink: ユーザーズ・ガイド



この商品のカテゴリーが変更され、階層内でこの商品の子である 1 つ以上の
商品が変更されました。

v

この商品のカテゴリーが変更され、階層内でこの商品の子である商品もその変
更を継承しました。

v

階層内の 1 つ以上の子が変更されました。

8. 新規または更新済み商品のマッピング変更をコミットするには「保存」をクリッ
クします。前回保存した変更に戻すには「前回の保存状態に戻す」をクリックし
ます。

関連トピック

『商品階層マッピングのインポートとエクスポート』
この手順は、既存の商品階層マッピングのインポートおよびエクスポートを行う
場合に使用します。

商品階層マッピングのインポートとエクスポート
この手順は、既存の商品階層マッピングのインポートおよびエクスポートを行う場
合に使用します。

このタスクについて

「商品階層マッピング」画面でマッピングを作成する代わりに、マッピングを Excel

にエクスポートし、手動で変更できます。既存の商品階層マッピングをエクスポー
トするには、以下のようにします。

1. 「データ」>「エクスポート」に進み、「レポート」ドロップダウンから「商品
履歴ノードからカテゴリーへのマッピング」を選択します。
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2. 「エクスポート」をクリックします。

3. 「エクスポート・ステータス」画面の該当のリンクをクリックして、マッピン
グ・ファイルをダウンロードします。

4. Excel または任意のエディターを使用してファイルを編集します。

ファイルの編集が終了したら、以下のようにして OpenLink にインポートできま
す。

1. 「データ」>「インポート」に進み、「データ・タイプ」ドロップダウンから
「商品履歴ノードからカテゴリーへのマッピング」を選択します。

2. 「参照」をクリックして、商品階層マッピングにある編集済みファイルを指定し
ます。

3. 「インポート」をクリックします。

商品階層マッピングのインポートの正しいフォーマットについて詳しくは、IBM の
担当員にお問い合わせください。

商品の再分類
販売階層に「再分類」プロセスなどの変更があった場合や、商品を誤って不適切な
カテゴリーに置いた場合などは、商品の再分類が必要になることがあります。

このタスクについて

販売階層に「再分類」プロセスなどの変更があった場合や、商品を誤って不適切な
カテゴリーに置いた場合などは、商品の再分類が必要になることがあります。
OpenLink へのアイテムの移動を適切に完了するには、以下の手順を実行します。ま
たこれにより確実に、アイテムを IBM Omni-Channel Merchandising サービスでの
予測の準備が整った状態にすることができます。
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手順
1. 新しい最適化カテゴリーを作成します (特定の商品に必要があると判断した場
合)。

2. 「コンテンツの編集」ページまたは「カテゴリー・ワークスペース」ページにア
イテムを移動します。

3. 属性設定プロセスを実行します。

4. モデル化プロセスまたはモデルのリフレッシュ・プロセスを実行します。

5. オリジナルの商品階層を使用するか、IBM Omni-Channel Merchandising 商品階
層の処理を進めるかを決定します。

関連トピック

『新規最適化カテゴリーの作成』
この手順は、新規最適化カテゴリーを作成する場合に使用します。

164ページの『個々の商品のカテゴリーへの移動』
この手順は、カテゴリー間で商品を移動する場合に使用します。

166ページの『カテゴリーに属さない商品のカテゴリーへの移動』
アプリケーションが商品ファイルの新しい商品階層を認識しない場合は、商品は
デフォルトの最適化カテゴリーである「未カテゴリー化 (Uncategorized)」に移動
されます。

167ページの『新商品の属性設定』
この手順は、カテゴリー内の新規商品の属性を設定する場合に使用します。

新規最適化カテゴリーの作成
この手順は、新規最適化カテゴリーを作成する場合に使用します。

このタスクについて

OpenLink に新しい最適化カテゴリーを作成できます。

新しい最適化カテゴリーを作成するには、以下のようにします。

手順
1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マッピング」を選択し、「カテゴリー・
マッピング」ページを開きます。

2. 「新規カテゴリー」フィールドに新規カテゴリー名を入力して、「新規カテゴリ
ー」ボタンをクリックします。このページの「カテゴリー名」ドロップダウン・
メニューで新規カテゴリーが選択可能になります。
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3. 既存のカテゴリー階層の新規カテゴリーを選択する場合は、カテゴリー名の隣を
クリックして、ドロップダウン・リストにある新規カテゴリー名を選択します。

4. 階層構造にあるすべての商品を新しい最適化カテゴリーに移動するには、「既存
商品の更新」チェック・ボックスをチェックします。

5. 「カテゴリー・マッピング」ページの左上隅にある「保存」をクリックします。
「商品更新ステータス」列に「既存の商品の更新を待機しています」というステ
ータスが表示されます。プロセスが完了してメッセージが表示されなくなるま
で、ページをリフレッシュします。

個々の商品のカテゴリーへの移動
この手順は、カテゴリー間で商品を移動する場合に使用します。

このタスクについて

「コンテンツの編集」ページまたは「カテゴリー・ワークスペース」ページで、個
々の商品を簡単に新規カテゴリーに移動することができます。

「コンテンツの編集」ページでカテゴリー間の商品の移動を行うには、以下のよう
にします。

1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. 移動する商品があるカテゴリーを右クリックし、コンテキスト・メニューから
「コンテンツの編集」を選択します。「コンテンツの編集」ページが表示されま
す。
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3. 「レポート」ドロップダウン・メニューで「全商品」レポートを選択します。

4. 移動する商品の「最適化カテゴリー」列をクリックし、カテゴリーのドロップダ
ウン・リストから新規カテゴリーを選択します。商品に新しい最適化カテゴリー
が割り当てられます。

5. 「コンテンツの編集」ページの左上隅にある「保存」をクリックします。商品が
移動先のカテゴリー、デフォルトのデマンド・グループ、および新しい最適化カ
テゴリーのデフォルトのモデル・カテゴリーに移動します。

「カテゴリー・ワークスペース」ページで、カテゴリー間の商品の移動を行うに
は、以下のようにします。

1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. カテゴリーを右クリックし、「カテゴリー・ワークスペース」を選択して「カテ
ゴリー・ワークスペース」ページを開きます。
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3. 「カテゴリー」パネルでカテゴリーを選択した後で、「デマンド・グループ」パ
ネルでデマンド・グループを 1 つ以上選択します。デマンド・グループのすべ
ての商品が、ページの中央の「割り当て済み商品」リストに表示されます。

4. 「割り当て済み商品」リストから個々の商品を選択して、「カテゴリー」パネル
のカテゴリーにドラッグします。移動する商品の名前が太線の下にあるカテゴリ
ーに投影されたら、マウスのボタンを放します。移動した商品が移動先のカテゴ
リーのデフォルトのデマンド・グループに追加されます。

カテゴリーに属さない商品のカテゴリーへの移動
アプリケーションが商品ファイルの新しい商品階層を認識しない場合は、商品はデ
フォルトの最適化カテゴリーである「未カテゴリー化 (Uncategorized)」に移動され
ます。

すべての商品データが OpenLink にインポートされると、その後、商品ファイルを
再び読み込むときには、オリジナルの小売業者の商品階層ではなく、IBM

Omni-Channel Merchandising カテゴリーが使用されます。アプリケーションが商品
ファイルの新しい商品階層を認識しない場合は、商品はデフォルトの最適化カテゴ
リーである UNCATEGORIZED に移動されます。これらの商品は、「コンテンツの
編集」ページまたは「カテゴリー・ワークスペース」ページでカテゴリーに割り当
てることができます。詳しくは、『カテゴリーに属さない商品のカテゴリーへの移
動』を参照してください。
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新商品の属性設定
この手順は、カテゴリー内の新規商品の属性を設定する場合に使用します。

このタスクについて

商品は新しい最適化カテゴリーに承認されると、デマンド・グループ構造に割り当
てられ、新しいカテゴリー構造で換算されます。「コンテンツの編集」ページまた
は「カテゴリー・ワークスペース」ページで、商品の属性設定を直接行うことがで
きます。

この処理により、カテゴリーに入った商品を確実に予測に含めることができます。
商品がデマンド・グループ構造に割り当てられていないと、予測から除外され、予
測と実際の結果に不均衡が生じます。属性設定プロセスについて詳しくは、 97ペー
ジの『第 5 章 属性設定の準備』を参照してください。換算サイズと計測単位につ
いて詳しくは、 118ページの『サイズと計測単位の換算』を参照してください。

注: 「コンテンツの編集」ページおよび「カテゴリー・ワークスペース」ページに
アクセスするには、「属性設定の有効化」権限が設定されている必要があります。

「コンテンツの編集」ページでカテゴリーの新商品の属性設定を行うには、以下の
ようにします。

1. 「カテゴリー・マネージャー」ページで属性を設定する商品があるカテゴリーを
右クリックし、コンテキスト・メニューから「コンテンツの編集」を選択しま
す。カテゴリー内の新商品には通常は属性が設定されておらず、モデル化もされ
ていません。また、デフォルトのデマンド・グループが関連付けられています。

2. 「モデル・デマンド・グループ」列をクリックし、ドロップダウン・リストから
既存のデマンド・グループを選択します。これにより、自動的に適切なモデル・
カテゴリーが商品に割り当てられます。
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3. このページの残りの属性設定プロセスを完了し、カテゴリーのモデル化準備が確
実に整った状態にします。

4. 「コンテンツの編集」ページの左上隅にある「保存」をクリックします。

「カテゴリー・ワークスペース」ページでカテゴリーの新商品の属性設定を行うに
は、以下のようにします。

1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. カテゴリーを右クリックし、「カテゴリー・ワークスペース」を選択して「カテ
ゴリー・ワークスペース」ページを開きます。

3. 「カテゴリー」パネルでカテゴリーを選択します。すべての未割当商品がカテゴ
リーのデフォルトのデマンド・グループに保管され、「未割当商品」パネルに表
示されます。カテゴリー内の新商品には通常、属性が設定されておらず、モデル
化もされていません。

4. 「未割当商品」パネルから個々の商品を選択して、「デマンド・グループ」パネ
ルのデマンド・グループにドラッグします。移動する商品の名前が太線の下にあ
るデマンド・グループに表示されたら、マウスのボタンを放します。移動した商
品が移動先のデマンド・グループに追加されます。

デマンド・グループが選択されている状態で、商品を直接、ページの真中の「割り
当て済み商品」リストにドラッグすることもできます。移動した商品が太線の下に
ある新規行に追加されます。

関連トピック

169ページの『新しいデマンド・グループの作成』
この手順は、新しいデマンド・グループを作成する場合に使用します。
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新しいデマンド・グループの作成
この手順は、新しいデマンド・グループを作成する場合に使用します。

このタスクについて

「デマンド・グループ・マネージャー」ページか、「カテゴリー・ワークスペー
ス」ページで新しいデマンド・グループを作成することができます。

注: 「カテゴリー・ワークスペース」ページにアクセスするには、「属性設定の有
効化」権限が設定されている必要があります。

「デマンド・グループ・マネージャー」ページで新しいデマンド・グループを作成
するには、以下のようにします。

1. 「カテゴリー・マネージャー」ページで、新しいデマンド・グループを作成した
いカテゴリーを右クリックし、コンテキスト・メニューから「デマンド・グルー
プ・マネージャー」を選択します。「デマンド・グループ・マネージャー」ペー
ジが表示されます。

2. 「新しいデマンド・グループ」をクリックします。「New_DemandGroup」とい
う名前の新しいデマンド・グループが「デマンド・グループ・マネージャー」に
追加されます。この名前フィールドをクリックして名前を変更することができま
す。ただし名前は固有のものでなければなりません。

注: デマンド・グループ名は、50 文字を超えてはなりません。

3. 「デマンド・グループ・マネージャー」ページの左上隅にある 「保存」をクリ
ックします。これで新しいデマンド・グループがアプリケーションで使用可能に
なります。

「カテゴリー・ワークスペース」 ページで新しいデマンド・グループを作成するに
は、以下のようにします。
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1. 「カテゴリー・ワークスペース」ページで、「デマンド・グループ」パネルの右
上隅にある「新規」をクリックします。

2. 「新しいデマンド・グループ」ダイアログ・ボックスで固有のデマンド・グルー
プ名を入力し、「作成」をクリックします。

3. 表示される状況メッセージで「OK」をクリックすると、新しいデマンド・グル
ープが「デマンド・グループ」リストの末尾に追加されます。

商品階層上書きの設定
この手順は、商品階層上書きを設定する場合に使用します。

このタスクについて

商品階層の変更が行われても、小売業者のシステムには影響がなく、複数の商品階
層が最適化目的のために管理できるようになります。小売業者は週ごとにシステム
へデータを送信しているため、商品階層の変更が以降の小売業者のデータ読み込み
によって上書きされないようにすることが重要です。「コンテンツの編集」ページ
か「商品レベル詳細」ページで「マップを使用 (Use Map)」設定をクリアして、イ
ンポート済みのカテゴリー・マップが常に小売業者の新規商品ファイル・カテゴリ
ー・マッピングを上書きするように設定できます。

注: 小売業者の商品ファイルの構造が大幅に変更されている場合は、「マップを使
用 (Use Map)」設定にチェック・マークを入れて、大規模なカテゴリー変更が次回
の商品ファイルの読み込み時に組み込まれるようにすることもできます。

「コンテンツの編集」ページで、商品階層の上書きを設定するには、以下のように
します。

1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. 変更済みのカテゴリー階層を右クリックし、コンテキスト・メニューから「コン
テンツの編集」を選択します。「コンテンツの編集」ページが表示されます。

3. 「全商品」レポートで、個々の商品の隣にある「商品マップを使用」チェック・
ボックスがクリアされていることを確認します。このチェック・ボックスが空欄
であれば、カテゴリー・マップが、インポートのたびに常に小売業者の商品ファ
イル・カテゴリー・マッピングを確実に上書きします。これがデフォルト設定で
す。

「商品レベル詳細」ページで、商品階層の上書きを設定するには、以下のようにし
ます。

1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マッピング」を選択し、「カテゴリー・
マッピング」ページを開きます。

2. 変更済みのカテゴリー階層を右クリックし、コンテキスト・メニューから「商品
レベル詳細の表示」を選択します。「商品レベル詳細」ページが表示されます。

3. 「商品マップ詳細」レポートで、個々の商品の隣にある「マップを使用 (Use
Map)」チェック・ボックスがクリアされていることを確認します。このチェッ
ク・ボックスが空欄であれば、カテゴリー・マップが、インポートのたびに常に
小売業者の商品ファイル・カテゴリー・マッピングを確実に上書きします。これ
がデフォルト設定です。
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PIF 属性列の構成
PIF を設定して、属性設定のために、あるいは Everyday Price Optimization や
Everyday Price Management のルールにとって有用なフィールドを追加できます。

このタスクについて

PIF を設定して、属性設定のために、あるいは Everyday Price Optimization や
Everyday Price Management のルールにとって有用なフィールドを追加できます。こ
れらの商品属性を選択して PIF での順番を決定することは、企業の全ユーザーにつ
いて一度だけ実行する必要がある管理手順です。

以下の参照フィールドは、属性を設定する上で役立ちます。

v 参照レベル 1 から 12 のコードと説明

v 参照属性 0 から 9

これらの商品関係フィールドは、Price アプリケーションの最適化ルールでのみ必要
となります。

v ライン・グループ (プロモーション計画および最適化でも役立ちます)

v 事前設定価格

v サイズ・ファミリー (Size Family)

v サイズ・クラス (Size Class)

v ブランド・ファミリー (Brand Family)

v ブランド・クラス (Brand Class)

v その他ファミリー 1

v その他クラス 1

v その他ファミリー 2

v その他クラス 2

注: PIF 列を構成するには、「PIF 列の構成を有効化」権限が設定されている必要
があります。

PIF 属性列を設定するには、以下のようにします。

手順
1. 「オープン・リンク」>「PIF 列の構成」を選択して、「PIF 列の構成」ページ
を開きます。PIF に表示される列の名前のリストが表示され、商品データベース
にあるレコードからサンプルの属性値が一緒に表示されます。サンプル値は、列
が属性設定プロセスに役立つかどうかを判断するのに役立ちます。
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2. PIF エクスポートに含める属性列を「含める」列に設定します。デフォルトで
は、次の列が設定されます。これらの列はクリアすることができます。

v サイズ・クラス (Size Class)

v サイズ・ファミリー (Size Family)

v ブランド・クラス (Brand Class)

v ブランド・ファミリー (Brand Family)

v ライン・グループ

v 事前価格設定済み

v レベル 1 説明

v レベル 2 説明

v レベル 3 説明

v レベル 4 説明

v レベル 5 説明

v レベル 6 説明

3. 「順序」列をクリックすると、列の順序を変更できます。これらの属性はすべ
て、エクスポート済みの PIF にある他の属性列の右側のブロックに表示されま
す。

カテゴリーの管理
この手順は、カテゴリーの名前を変更する場合に使用します。

このタスクについて

カテゴリー階層を再編した後や、あるカテゴリーにある全商品を別のカテゴリーに
移動した後に、いくつかのカテゴリーが使用できなくなる場合があります。「カテ
ゴリー・マネージャー」ページで、これらのカテゴリーを整理のために簡単に削除
できます。

カテゴリーに新しい命名規則を適用したり、不正な名前をカテゴリーに指定したり
する場合があります。「カテゴリー・マネージャー」でカテゴリー名を変更するこ
ともできます。ただし、デフォルトの UNCATEGORIZED カテゴリーなどの予約済
みのカテゴリー名は変更できません。

注: 商品カテゴリーを削除するには、「カテゴリーの削除を有効化」権限が設定さ
れている必要があり、商品カテゴリーの名前を変更するには、「カテゴリーの名前
変更を有効化」権限が設定されている必要があります。

カテゴリー名を変更するには、以下のようにします。

1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. カテゴリーを右クリックし、コンテキスト・メニューから「名前変更」を選択し
ます。

注: カテゴリーに未完了のモデル化ジョブがある場合には、確認メッセージが表
示されます。カテゴリー名を変更すると、モデル化ジョブが失敗する場合があり
ます。名前変更を続行する場合は「はい」をクリックします。
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3. 表示されるダイアログ・ボックスで、固有のカテゴリー名を入力して「保存」を
クリックします。カテゴリー名が「カテゴリー・マネージャー」で変更されま
す。

カテゴリーを削除するには、以下のようにします。

1. 「オープン・リンク」>「カテゴリー・マネージャー」を選択し、「カテゴリ
ー・マネージャー」ページを開きます。

2. カテゴリーを右クリックし、コンテキスト・メニューから「削除」を選択しま
す。以下の条件を満たすカテゴリーは削除できます。

v 商品が存在しない、またはこのカテゴリーに現在移動中の商品が存在しない。

v シナリオ、競合価格指数 (CPI)、カテゴリー・グループ、ルール・グループ、
または商品グループがこのカテゴリーに存在しない。

v プロモーション、カレンダー、またはパッケージがこのカテゴリーに存在しな
い。

v マークダウン計画がこのカテゴリーに存在しない。

3. すべての条件を満たす場合、確認メッセージが表示されます。削除を続行するに
は、「はい」をクリックします。

注: カテゴリーが削除されたマッピングはすべて、「カテゴリー・マッピング」ペ
ージから削除されます。このページについて詳しくは、 157ページの『カテゴリ
ー・マップのインポート』を参照してください。

関連トピック

157ページの『カテゴリー・マップのインポート』
商品階層を持つカテゴリー・マップは、通常は導入時にすでに OpenLink にイン
ポートされています。
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第 8 章 タスク・スケジューラー

タスク・スケジューラーは、IBM Omni-Channel Merchandising サービスの自動化タ
スクを管理するために使用されます。

タスクは、明確に定義された入力、出力、および依存関係を持つ IBM

Omni-Channel Merchandising プロシージャー、またはワークフローです。タスクの
例は、モデル化ジョブ、インポート、エクスポート、商品ステータス・リゾルバ
ー・アクティビティー、自動化された価格更新などです。開始時刻と開始日、およ
び頻度を指定してタスクをスケジュールに入れることができます。タスク実行の履
歴を表示することもできます。

関連トピック

『新規タスクの作成』
新規タスクを作成するには、この手順を使用します。「タスク・スケジューラ
ー」ページで新規タスクを作成して、スケジュールに入れることができます。

180ページの『タスクの編集』
タスクを編集するには、この手順を使用します。

180ページの『タスクの削除』
タスクを削除するには、この手順を使用します。

181ページの『タスク実行履歴の表示』
タスク実行履歴を表示するには、この手順を使用します。

新規タスクの作成
新規タスクを作成するには、この手順を使用します。「タスク・スケジューラー」
ページで新規タスクを作成して、スケジュールに入れることができます。

手順
1. 「管理」 > 「設定」 > 「タスク・スケジューラー」を選択して、「タスク・ス
ケジューラー」ページを開きます。 このページには、タスク・タイプ別のすべ
てのタスク、タスクの定義と説明、直近の開始日、最新の実行ステータス (スケ
ジュール済み、開始、実行中、終了、エラー)、次回開始日、タスク・ステータ
ス (アクティブ、非アクティブ、完了済み)、およびタスクを開始したユーザーが
リストされます。

注: タスク・スケジューラー・サービスが使用できない場合は、エラー・メッセ
ージが表示され、タスクを作成できなくなります。 IBM Omni-Channel

Merchandising 担当員に連絡して、支援を受けてください。

2. 「新規タスク」をクリックして「新規タスク」ダイアログ・ボックスを開きま
す。

3. タスクを定義するには、次のタスク・タイプとタスク定義のいずれかを選択して
から、関連したタスクの詳細を入力します。
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タスク・タイプ タスク定義 タスクの詳細

インポート 中間インポート - IVA フレームワークを使用してデータをインポートします。

RAPIDS - RAPIDS フレームワークを使用して大量データをインポートします。

説明 - ID として使用されるタスクの説明。

データ・タイプ - (「中間インポート」および「RAPIDS」に適用) インポートするデータの
タイプ。

アクティブ / 非アクティブ - (すべてのタスクに共通) このチェック・ボックスが設定され
ている場合は、タスクのスケジュールがアクティブです。クリアされている場合、タスク・
スケジューラーはタスクを実行しません。

インポート後のアクション/シンプル・アクション - データのインポート後に行われるアク
ションを説明します。

承認 - インポートしたデータをデータベースに取り込みます。

検証 - データ検証の後、インポート・プロセス後に停止します。

エクスポート プロモーション予測のエクスポート - 店舗、商品、週のレベルで、販売数量の予測をエク
スポートします。

MC 実施詳細のエクスポート - Master Calendar から実施詳細をエクスポートします。

拡張 MC 実施詳細のエクスポート - パブリック・カレンダー上のプロモーションに属する
実施詳細をエクスポートします。

拡張イベント詳細のエクスポート - パブリック・カレンダー上のプロモーションに属する
イベントおよび関連した詳細をエクスポートします。

イベント詳細のエクスポート - イベントおよび関連した詳細 (店舗、ロケーション・グル
ープ・クラスなど) をエクスポートします。

プロモーション TPM のエクスポート - SAP TPM との統合に関するプロモーション詳細
をエクスポートします。

マークダウン価格のエクスポート - シナリオの実装承認が行われたときに、店舗に推奨価
格をエクスポートします。

キャンペーン詳細のエクスポート - 現在は使用されていません。

パッケージ詳細のエクスポート - パッケージおよび関連した詳細 (パッケージ・ヘッダー
情報、ロケーション・グループ、商品グループ、商品グループの詳細など) をエクスポート
します。

陳列計画のエクスポート - 陳列計画機能からすべての陳列計画情報をエクスポートしま
す。

カスタム・エクスポート - カスタマイズしたデータ・タイプをエクスポートします (商品
対商品関係、ライン対ライン関係など)。これは主に、IBM Omni-Channel Merchandising 技
術サービスによって使用されます。

価格シナリオのエクスポート - 価格更新の詳細をエクスポートします。このエクスポート
には、「全価格」レポートのすべてのフィールドが含まれます。

品揃えのエクスポート - 棚割りクラスター製品データ、製品属性と評価指標の構成可能な
セット、承認日、およびクラスター詳細 (店舗) をエクスポートします。また、クラスター
への店舗のマッピングをリストするオプションのクラスター店舗ファイルも含みます。承認
対象としてマークを付けられているすべてのシナリオをエクスポートします。

説明 - ID として使用されるタスクの説明。

アクティブ / 非アクティブ - (すべてのタスクに共通) このチェック・ボックスが設定され
ている場合は、タスクのスケジュールがアクティブです。クリアされている場合、タスク・
スケジューラーはタスクを実行しません。

タスク定義のエクスポート - カスタマイズされたタスク定義のエクスポート。

増分エクスポートまたはフルエクスポート - 増分エクスポートは、最後のエクスポート以
降に変更された要素のみをエクスポートします。フルエクスポートは、すべての要素をエク
スポートします。

地域レベルまたは国レベルでの集約 - 予測がエクスポートされるレベル。

エクスポート・ファイルのディレクトリー - エクスポート・ファイルが格納されているデ
ィレクトリー。

エクスポート・ファイルの圧縮しきい値 - 圧縮のしきい値 (バイト単位で指定)。しきい値
より大きなエクスポート・ファイルは圧縮され、エクスポート・ディレクトリーに格納され
ます。

マークダウンのみ:

推奨期間のエクスポート - 現在の週、または現在から最後の週の推奨価格をエクスポート
します。

価格推奨 - すべての価格推奨、または前にエクスポートされた価格から変更された価格推
奨のみをエクスポートします。

マークダウン価格しきい値のエクスポート - 前にエクスポートされた推奨価格と比較した
新規推奨価格をエクスポートするためのしきい値。例えば、値が 0.10 の場合は、前の推奨
と現在の推奨の差額が少なくとも 0.10 円であることが必要です。

既にエクスポートされた推奨を除く - 「はい」に設定されている場合は、既にエクスポー
トされた推奨価格がすべて除外されます。「いいえ」に設定されている場合は、既にエクス
ポートされた推奨価格がすべて再エクスポートされます。

価格配信 基本価格配信 - ディビジョン・レベルでの店舗と商品の基本価格。

基本価格配信 (ゾーン・レベル) - ゾーン・レベルでの基本価格。

高速価格設定 - 標準シナリオ・プロセスの外で、店舗に高速価格設定を直接エクスポート
します。

高速価格設定 (ゾーン・レベル) - ゾーン・レベルのエクスポート・テーブルから読み取っ
て、高速価格エクスポート・ファイルを作成します。

移転価格 - 移転価格を含むエクスポート・ファイルを作成します。

基本/移転価格 - 基本価格と移転価格を含むエクスポート・ファイルを作成します。

カスタム配信 - 内部で使用されます。

説明 - ID として使用されるタスクの説明。

アクティブ / 非アクティブ - (すべてのタスクに共通) このチェック・ボックスが設定され
ている場合は、タスクのスケジュールがアクティブです。クリアされている場合、タスク・
スケジューラーはタスクを実行しません。

ディビジョン - プロセスのディビジョン。
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タスク・タイプ タスク定義 タスクの詳細

シナリオおよびデー
タ・メンテナンス

価格シナリオの削除 - Everyday Price Optimization および Everyday Price Management で、
使用されていない古いシナリオを削除します。

競合相手データの削除 - 指定した日数より古い競合相手データをデータベースから消去し
ます。

シナリオのアーカイブ - システム・パフォーマンスを改善するために、指定した日数より
古いシナリオをアーカイブします (180 日を推奨)。次のタイプのシナリオは、アーカイブ
に含まれません。

v 実動シナリオ

v カテゴリー/ディビジョンに関するシナリオの最後の実行

v 「保持」のマークが付いたシナリオ

v 削除処理中のステータスにあるシナリオの永続的削除 (シナリオの消去)

説明 - ID として使用されるタスクの説明。

アクティブ / 非アクティブ - (すべてのタスクに共通) このチェック・ボックスが設定され
ている場合は、タスクのスケジュールがアクティブです。クリアされている場合、タスク・
スケジューラーはタスクを実行しません。

カテゴリー - プロセスのカテゴリー。

ディビジョン - プロセスのディビジョン。

競合相手 - 競合相手データのソフト削除の対象である特定の競合相手。

「より古い」 (日数) - データが削除されるまでの日数 (シナリオ実行日から起算)。

価格メンテナンス 価格更新 - データ変更を監視するプロセスを実行した後、価格更新を実行します。次に、
価格更新を起動するデータ変更の主なタイプを示します。

v 新規の仕入れ原価

v 新規の競合情報

v 新規の遵守

v 新商品

v 新規の VAT 率

v ゾーン構造

再計算 - IBM Omni-Channel Merchandising が価格上書きデータを自動的にインポートした

対象のシナリオを再計算します。これらのシナリオは、「要再計算: 最適化価格が変更され

ています (Recalculate! Optimized prices have been changed)」というステータスを持ち、

タスクに対して選択されたカテゴリーとディビジョンに属しています。

ルール適用価格設定 - 変更を検出してルール適用価格設定を自動的に実行する、ルール・

ベース価格設定シナリオのルール適用価格設定プロセスをスケジュールに入れます。

価格承認 - シナリオがエクスポートされておらず、「実動価格承認」画面に表示されてい

る場合に、すべてのシナリオに「エクスポートの承認」のマークを付けます。商品が自動的

に承認されたときに通知を受けるには、「自動価格承認タスクのステータス」アラートにサ

ブスクライブします。

説明 - ID として使用されるタスクの説明。

アクティブ / 非アクティブ - (すべてのタスクに共通) このチェック・ボックスが設定され
ている場合は、タスクのスケジュールがアクティブです。クリアされている場合、タスク・
スケジューラーはタスクを実行しません。

カテゴリー - プロセスのカテゴリー。Ctrl クリックを使用してカテゴリーを複数選択で
き、また Shift クリックを使用して複数の隣接したカテゴリーを選択できます。

ディビジョン - プロセスのディビジョン。

データ・タイプ (オプション) - 価格更新を実行する前に IBM Omni-Channel Merchandising

OpenLink によって読み込む必要があるデータ・ファイル。カテゴリー/ディビジョンのデー
タ・ファイルの読み込みに失敗した場合は、E メール通知が送信されます。データが正常に
読み込まれたカテゴリー/ディビジョンに対して、プロセスが実行されます。

商品ステータスの計算 商品ステータス・リゾルバー - PSR プロセスを実行して、売上履歴に基づいて店舗商品レ
ベルのステータスを分析します。

商品統計サマリー - 売上データから各種のサマリー統計を計算するプロセスを実行しま
す。

商品統計の最適化 - 商品レベルで平均価格と原価を計算し、店舗レベルでモデル化係数を
持つアクティブ商品を計算するプロセスを実行します。これは店舗をリンクする前に実行す
る必要があります。

説明 - ID として使用されるタスクの説明。

アクティブ / 非アクティブ - (すべてのタスクに共通) このチェック・ボックスが設定され
ている場合は、タスクのスケジュールがアクティブです。クリアされている場合、タスク・
スケジューラーはタスクを実行しません。

カテゴリー - プロセスのカテゴリー。Ctrl クリックを使用してカテゴリーを複数選択で
き、また Shift クリックを使用して複数の隣接したカテゴリーを選択できます。

ワークフロー OpenLink ワークフロー - 商品、原価、ロケーションなどのデータを正しい順序で自動的
に読み込むワークフロー。

Openlink 自動データ読み込み - データ・ファイルが事前に構成された頻度で到着した直後
に、到着データが自動的に読み込まれるようにします。このワークフローにより、データ読
み込み処理や、データ・ファイルが到着したときに行う操作をスケジューリングする必要が
なくなります。

注: このタスクを有効にするには、「Openlink 自動データ読み込みを有効化」権限が必要で
す。

説明 - ID として使用されるタスクの説明。

アクティブ / 非アクティブ - (すべてのタスクに共通) このチェック・ボックスが設定され
ている場合は、タスクのスケジュールがアクティブです。クリアされている場合、タスク・
スケジューラーはタスクを実行しません。

ワークフロー - プロセスのワークフロー。

ポーリング間隔 (分) - ワークフローが新規データ・ファイルの有無についてファイル・シ
ステムを検索する頻度。ポーリング間隔は 10 分以上に設定することをお勧めします。

ポーリング期間 (時間) - ワークフローが新規データ・ファイルの有無についてポーリング
を行う時間の長さ。このパラメーターは、すべてのデータ読み込みを固定の時間フレーム内
に制限するために使用されます。

モデル化 モデル化タスク - モデル化ジョブを実行します。 説明 - ID として使用されるタスクの説明。

アクティブ / 非アクティブ - (すべてのタスクに共通) このチェック・ボックスが設定され
ている場合は、タスクのスケジュールがアクティブです。クリアされている場合、タスク・
スケジューラーはタスクを実行しません。

商品カテゴリー - プロセスのカテゴリー。

基本モデル化ジョブ - 商品カテゴリーに関連したモデル化ジョブ。すべての繰り返しは、
基本モデル化ジョブのコピーです。

最適化 マークダウンの再最適化 - マークダウンの再最適化を実行します。 説明 - ID として使用されるタスクの説明。

アクティブ / 非アクティブ - (すべてのタスクに共通) このチェック・ボックスが設定され
ている場合は、タスクのスケジュールがアクティブです。クリアされている場合、タスク・
スケジューラーはタスクを実行しません。

カテゴリー - プロセスのカテゴリー。

ディビジョン - プロセスのディビジョン。
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タスク・タイプ タスク定義 タスクの詳細

その他 通知サマリー - E メール・メッセージを累積して、毎日または毎週、ユーザーに一括して
送信します。

時間ベースのイベント・ロック - ロックしきい値を超えたイベントをロックするプロセス
を実行します。

モデルの正常性計算 - 全カテゴリーを対象に、モデルの正常性計算を実行します。これに
より、「モデルの正常性」レポートが更新されます。

TLog MBI の計算 - マーケット・バスケット評価指標の計算を実行します。これにより、
ホーム・ページの「マーケット・バスケット 分析」レポート、および「プロモーションの
最適化」商品選択の MBI 評価指標が更新されます。IBM Omni-Channel Merchandising

OpenLink によって前処理と検証が行われたトランザクション・ログ・データを使用しま
す。このタスクは、週に 1 回実行されるように構成する必要があります。

競合価格のロールオーバー - 競合価格履歴データ・ストアからゾーン・レベル競合価格エ
ントリーに競合価格を読み込みます。

新商品の自動割り当て - IBM Omni-Channel Merchandising OpenLink で既存のデマンド・
グループを新商品に割り当てるプロセスを実行します。全カテゴリーを対象に実行すること
も (デフォルト)、「カテゴリー」ドロップダウン・メニューで選択した 1 つ以上のカテゴ
リーに対して実行することもできます。

粗利をベースにした原価計算 - 商品のユーザー定義の原価粗利から原価を計算するプロセ
スを実行します。

マークダウン計画シナリオの消去 - Markdown Optimization でソフト削除済みのマークダウ
ン計画とシナリオを永続的に削除します。

店舗配送の拡張 - Promotion Optimization アプリケーションで店舗のセット全体にわたる予
測を取得できるように、既存店舗から新店舗に新商品のモデル化係数をコピーします。新店
舗には新規商品の履歴データが存在せず、予測に使用するためのモデル化係数を見積もるこ
とができません。

注: このタスクを有効にするには、「店舗間の係数のコピー・タスクを有効化」権限が必要
です。

消費者商品の店舗配送の拡張 - Promotion Optimization アプリケーションで予測を取得でき
るように、既存ロケーションから新規ロケーションに新商品のモデル化係数をコピーしま
す。

注: このタスクを有効にするには、「店舗間の係数のコピー・タスクを有効化」権限が必要
です。

衝突検出 - チームおよびパブリック・カレンダーのアイテム間に衝突が生じていないこと
を検証する、衝突検出検査を定期的に実行するために使用されます。

データ・インポート・モニター - 最近のデータ・インポートを検査して、サイズと読み込
み時間について予想される範囲内にあることを確認します。異常なデータ読み込みと欠落フ
ァイルの検査も行い、エラーがある場合は該当するアラートを送信します。

陳列計画の検証 - 陳列計画の特性が衝突していないことを確認し、エラーがある場合は該
当するアラートを出します。

イベントの検証 - イベント計画で作成されたイベント間に衝突が発生しているかどうか検
出し、エラーがある場合は該当するアラートを出します。

マーケティング・カレンダーの集約 - イベント計画で作成されたイベントについて、予測
と実際のデータを事前に集約して、将来の計画時にこれらの計算結果を使用できるようにし
ます。

説明 - ID として使用されるタスクの説明。

アクティブ / 非アクティブ - (すべてのタスクに共通) このチェック・ボックスが設定され
ている場合は、タスクのスケジュールがアクティブです。クリアされている場合、タスク・
スケジューラーはタスクを実行しません。

カテゴリー - (デマンド・グループの自動割り当てに適用可能) デマンド・グループを新商
品に割り当てる対象のカテゴリー。

マークダウンのみ:

日付タイプ - 「計画開始日」を選択した場合は、指定したカットオフ日の値より前の計画
開始日が指定されたすべての計画が削除されます。「計画終了日」を選択した場合は、指定
したカットオフ日の値より前の計画終了日が指定されたすべての計画が削除されます。

カットオフ日 - 計画を削除するためのカットオフ日 (MM/DD/YYYY 形式)。この日付より
前の計画開始日または計画終了日を指定したすべての計画が削除されます。
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タスク・タイプ タスク定義 タスクの詳細

プロモーション・デー
タ・メンテナンス

プロモーションの消去 - プロモーションの管理および最適化の実行中にソフト削除された
プロモーションを永続的に削除します。

プロモーションの自動予測 - 日付範囲、計算ステータス、ワークフロー・ステータス、お
よびカテゴリー別にプロモーションを自動予測するよう選択できます。自動予測を実行する
スケジュールを指定できます。プロモーションを再予測して、カテゴリーの再モデル化やモ
デルの再調整などの適用を更新することもできます。このタスクは、特定の条件を満たすプ
ロモーションを再予測します。

タスク・スケジューラーで、パブリック・カレンダーにあるプロモーションを以下の条件で
の自動予測に適格になるようにします。

v ワークフロー・ステータスで自動予測するプロモーションを選択します。以下のステータ

スを任意に組み合わせることができます。

– ドラフト

– パブリック・カレンダー

– チーム・カレンダー

– チームおよびパブリック・カレンダー

v 自動予測されるプロモーションの日付の時間枠を定義します。例えば、今日の日付から 6

週間から 8 週間の間に始まるよう設定されたすべてのプロモーションの自動予測を指定

することができます。これにより、今後 6 週間以内に開始するように設定されているプ

ロモーションの自動予測が防止されます。

v 自動予測を終了する日時を設定します。

プロモーション・タスク・スケジューラーのオプションは、システム設定により制御されま

す。システム設定について詳しくは、IBM 担当員にお問い合わせください。

UEF 割り振りの消去 - プロモーションの管理および最適化の実行中にソフト削除された

UEF 割り振りを永続的に削除します。

ロケーション・グループ・クラスの消去 - プロモーションの管理および最適化の実行中に

ソフト削除されたロケーション・グループ・クラスを永続的に削除します。

プロモーション価格競合レポート - プロモーション価格競合レポートを実行します。

商品カウントの更新 - 商品カウントを更新して、最新のカウントを反映させます。

プロモーションの日次 POS の消去 - プロモーションの管理および最適化の実行中にソフ

ト削除された日次 POS データを永続的に削除します。

プロモーション商品カテゴリーの消去 - プロモーションの管理および最適化の実行中にソ

フト削除された商品カテゴリーを永続的に削除します。

4. 指定した時刻、タイム・ゾーン、および指定した日付に 1 回実行されるように
タスクのスケジュールを設定でき、また繰り返しの頻度、繰り返しの回数、およ
び繰り返しの範囲を指定して、繰り返し発生するスケジュールを作成することも
できます。

次に、「繰り返しの範囲」のオプションを示します。

v 終了なし - タスクは永久に繰り返されます (デフォルト)。

v 回数を指定し、実施後終了 - タスクは指定された発生回数の後に完了し、ア
クティブでなくなります。

v 日付を指定し、その日までに終了 - タスクは指定した日付の後に完了し、ア
クティブでなくなります。終了日は、開始日より前であってはなりません。

使用されないタスクによってシステム・パフォーマンスが低下しないように、繰
り返しには次の制限があります。

v カスタム・タスクの繰り返しは、59 分を超えてはなりません。

v 毎時間タスクの繰り返しは、23 時間を超えてはなりません。

v 毎日タスクの繰り返しは、6 日を超えてはなりません。

v 毎月タスクの繰り返しは、11 カ月を超えてはなりません。
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毎週または毎年のタスクに繰り返しの制限はないことに注意してください。

注: 毎週のタスクは、例えば毎月曜日など、週ごとに 1 日のみ実行されます。
複数の曜日に実行される毎週のタスクをスケジュールに入れる場合は、各曜日の
タスクを作成する必要があります。

5. タスクの詳細の入力を完了したら、「保存」をクリックします。「タスク・スケ
ジューラー」ページに新規タスクが表示されます。

関連トピック

『タスクの編集』
タスクを編集するには、この手順を使用します。

タスクの編集
タスクを編集するには、この手順を使用します。

このタスクについて

タスク・ステータスが「アクティブ」の場合に、既存のタスクを編集できます。タ
スクの編集は、「タスク・スケジューラー」ページで行います。

手順
1. 「管理」 > 「設定」 > 「タスク・スケジューラー」を選択して、「タスク・ス
ケジューラー」ページを開きます。

注: タスク・スケジューラー・サービスが使用できない場合は、エラー・メッセ
ージが表示され、タスクを編集できなくなります。 IBM Omni-Channel

Merchandising 担当員に連絡して、支援を受けてください。

2. タスクを選択して右クリックし、「詳細」を選択して「タスクの編集」ダイアロ
グ・ボックスを開きます。

3. 「タスク・タイプ」と「タスク定義」の選択内容を編集できます。 タスクが 1

回以上実行された場合は、タスクのスケジュールの開始日を変更することはでき
ません。発生回数は、タスクが既にスケジュールに従って実行された回数以下で
あってはなりません。

4. 編集が完了したら「保存」をクリックします。 「タスク・スケジューラー」ペ
ージに編集したタスクが表示されます。

タスクの削除
タスクを削除するには、この手順を使用します。

このタスクについて

タスクが開始される予定であるか、既に開始されている場合に、既存のタスクを削
除できます。「タスク・スケジューラー」ページからタスクが削除されます。

手順
1. 「管理」 > 「設定」 > 「タスク・スケジューラー」を選択して、「タスク・ス
ケジューラー」ページを開きます。
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注: タスク・スケジューラー・サービスが使用できない場合は、エラー・メッセ
ージが表示され、タスクを削除できなくなります。 IBM Omni-Channel

Merchandising 担当員に連絡して、支援を受けてください。

2. タスクを選択します。

3. 「削除」を選択します。

4. 表示される確認メッセージの「はい」をクリックします。 削除したタスクが、
「タスク・スケジューラー」ページから削除されます。

タスク実行履歴の表示
タスク実行履歴を表示するには、この手順を使用します。

このタスクについて

開始日、ジョブ・ステータス、タスクを開始したユーザーなど、タスク実行の履歴
を表示できます。

手順
1. 「管理」 > 「設定」 > 「タスク・スケジューラー」を選択して、「タスク・ス
ケジューラー」ページを開きます。

2. タスクを選択します。

3. 「実行履歴」を選択して「タスクの実行履歴」ダイアログ・ボックスを開きま
す。 上部のサマリーに、タスク・タイプ、説明、タスク定義、およびタスクの
頻度が表示されます。開始時刻、実行ステータス、およびタスクを開始したユー
ザーを含む、タスクのすべての実行がリストされます。
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第 9 章 ヘルプおよびサポートの利用

IBM Omni-Channel Merchandising はユーザー・フレンドリーな設計を採用していま
すが、機能について疑問点が生じるときがあるかもしれません。IBM Omni-Channel

Merchandising は、必要な答えを迅速に見つけるために役立つ、さまざまなヘルプお
よびサポートのソリューションを提供しています。

関連トピック

184ページの『リリース・ノート』
IBM Omni-Channel Merchandising のお客様を対象とした毎四半期のアップグレ
ードをサポートするために、リリース・ノートがアプリケーションの「ヘルプ」
メニューに直接掲載されています。それぞれのリリース・ノート資料には、次の
情報が記載されています。

184ページの『オンライン・ヘルプ』
すべての IBM Omni-Channel Merchandising ソフトウェア・サービスに、ヘルプ
機能が備わっています。このヘルプ機能は、現在表示している画面に関係のある
情報を自動的に表示するように設計されています。

185ページの『印刷可能なユーザー・ガイド』
それぞれの IBM Omni-Channel Merchandising ソフトウェア・サービスにはユー
ザー・ガイドが完備されており、Adobe Acrobat PDF ファイルとしてアクセスで
きます。PDF ファイルは電子的に表示することも、印刷して従来の紙のマニュ
アルとして読むこともできます。

186ページの『IBM Omni-Channel Merchandising お客様サポートへのお問い合
わせ』
何か問題が発生した場合は、IBM Omni-Channel Merchandising お客様サポート
から直接、個人別の支援を受けることができます。

188ページの『問題のログ送信』
フィードバック、問題、または質問を記載して問題のログ送信を行うプロセスは
簡単です。 また、問題の解決について新しい情報が提供されると、E メール通
知を受け取ります。

192ページの『Internet Explorer のポップアップ・ブロックの無効化』
Web サイトのポップアップを許可するには、この手順を使用します。

194ページの『IBM Omni-Channel Merchandising 実習およびトレーニング』
IBM Omni-Channel Merchandising 実習部門は、すべてのソフトウェア・サービ
スに関する詳細なトレーニング・セッションを実施しています。

194ページの『資料に関するご質問とコメント』
このオンライン・ヘルプに関するご提案、アイデア、ご質問、またはコメントが
ありましたら、是非 IBM Omni-Channel Merchandising にお知らせください。
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リリース・ノート
IBM Omni-Channel Merchandising のお客様を対象とした毎四半期のアップグレード
をサポートするために、リリース・ノートがアプリケーションの「ヘルプ」メニュ
ーに直接掲載されています。それぞれのリリース・ノート資料には、次の情報が記
載されています。

v リリース概要 - IBM Omni-Channel Merchandising アプリケーションの現行リリー
スの全般的な概要と重要点。

v 新機能 - リリースの新機能の概要説明。

v 修正されたバグ - IBM Omni-Channel Merchandising は、お客様から報告されたす
べてのバグを可能な限り早期に解決するよう努力しています。修正されたバグ
は、リリース・ノートに記載されています。

v 既知の問題 - 現行リリースの既知の問題と、回避策があればその説明。既知の問
題は、後続のリリースで修正されます。

オンライン・ヘルプ
すべての IBM Omni-Channel Merchandising ソフトウェア・サービスに、ヘルプ機
能が備わっています。このヘルプ機能は、現在表示している画面に関係のある情報
を自動的に表示するように設計されています。

関連トピック

『オンライン・ヘルプへのアクセス』
オンライン・ヘルプにアクセスするには、この手順を使用します。

185ページの『ヘルプのナビゲート』
オンライン・ヘルプ・システムは、印刷書籍のレイアウトを模したデザインにな
っています。 左側のパネルにあるブックのアイコンをクリックすることによっ
て、セクション間をナビゲートできます。ブックの章をクリックすると、章が開
いてトピック・ページが表示されます。トピック・ページをクリックすると、右
側のパネルに詳細が表示されます。

オンライン・ヘルプへのアクセス
オンライン・ヘルプにアクセスするには、この手順を使用します。

このタスクについて

オンライン・ヘルプは別のウィンドウで開きます。ご使用のコンピューターでポッ
プアップ・ブロックを有効にしている場合は、オンライン・ヘルプを使用する前に
無効にする必要があります。詳しくは、 192ページの『Internet Explorer のポップア
ップ・ブロックの無効化』を参照してください。

手順
1. オンライン・ヘルプにアクセスするには、ページの右上隅にある疑問符 (?) のア
イコンをクリックします。

2. ドロップダウン・メニューでは、「オンライン・ヘルプ」をクリックするとオン
ライン・ヘルプが開きます。

184 IBM OpenLink: ユーザーズ・ガイド



ヘルプのナビゲート
オンライン・ヘルプ・システムは、印刷書籍のレイアウトを模したデザインになっ
ています。左側のパネルにあるブックのアイコンをクリックすることによって、セ
クション間をナビゲートできます。ブックの章をクリックすると、章が開いてトピ
ック・ページが表示されます。トピック・ページをクリックすると、右側のパネル
に詳細が表示されます。

ブックのページの上には、「コンテンツ」、「索引 (Index)」、「検索」、および
「お気に入り」の 4 つのメインナビゲーション・ボタンがあります。

v コンテンツ - このボタンは、選択可能なすべてのオンライン・ヘルプ・トピック
をブック形式で表示します。これは、オンライン・ヘルプを最初に開いたときの
デフォルト・ビューです。

v 索引 (Index) - このボタンは、選択可能なすべてのオンライン・ヘルプ・トピッ
クをアルファベット順にリストします。

v 検索 - このボタンを使用して、オンライン・ヘルプ内で特定の用語を検索できま
す。ボックスに検索語を入力して、「実行」をクリックすると結果が表示されま
す。

v お気に入り - このボタンを使用して、特定のトピックの一覧を個人用のクイッ
ク・リファレンス・リストに保存できます。「お気に入り」ボタンをクリックし
て、保存したお気に入りにいつでもアクセスできます。

印刷可能なユーザー・ガイド
それぞれの IBM Omni-Channel Merchandising ソフトウェア・サービスにはユーザ
ー・ガイドが完備されており、Adobe Acrobat PDF ファイルとしてアクセスできま
す。PDF ファイルは電子的に表示することも、印刷して従来の紙のマニュアルとし
て読むこともできます。

PDF ファイルにアクセスするには、オンライン・ヘルプ画面の右上隅にある Adobe

Acrobat アイコンを探します。Adobe Acrobat アイコンをクリックして PDF をロー
ドします。

PDF を正しく表示するには、最新バージョンの Adobe Acrobat Reader がシステム
にインストールされている必要があります。Adobe Acrobat Reader は、次に示す
Adobe の Web サイトからダウンロードできます。
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http://get.adobe.com/reader/.

IBM Omni-Channel Merchandising お客様サポートへのお問い合わせ
何か問題が発生した場合は、IBM Omni-Channel Merchandising お客様サポートから
直接、個人別の支援を受けることができます。

IBM Omni-Channel Merchandising お客様サポート・チームには、電話、E メール、
または Web 経由でご連絡いただけます。

サポートにご連絡いただく際には、次の情報を用意しておいてください。

v 名前

v 企業名

v 電話番号

v 問題の詳細説明

v 問題の優先順位

関連トピック

『電話によるサポート』
IBM Omni-Channel Merchandising お客様サポートは、電話でご利用いただけま
す (+1-866-460-0501)。

187ページの『Web サポート』
IBM Omni-Channel Merchandising お客様サポートには、IBM Omni-Channel

Merchandising ログイン・ページ (www.mydt.demandtec.com) からアクセスできま
す。

電話によるサポート
IBM Omni-Channel Merchandising お客様サポートは、電話でご利用いただけます
(+1-866-460-0501)。

これは、米国在住のお客様を対象とした通話料無料の番号です。海外からお電話い
ただく場合は、電話会社から通話料金が課金される場合があることに注意してくだ
さい。

電話対応時間
IBM Omni-Channel Merchandising は、最大限のアベイラビリティーを確保するため
に、3 組のお客様サポート・チームを用意しています。

v 米国を拠点とするサポート・チームは、月曜日から金曜日、太平洋標準時刻の午
前 6 時から午後 6 時までご利用いただけます。

v 欧州を拠点とするサポート・チームは、月曜日から金曜日、中央ヨーロッパ標準
時の午前 8 時から午後 5 時までご利用いただけます。

v 日本を拠点とするサポート・チームは、月曜日から金曜日、日本標準時の午前 8

時から午後 5 時までご利用いただけます。

IBM Omni-Channel Merchandising は夏時間調整を実施しています。お客様の地域で
夏時間調整を実施していない場合は、時刻を適宜調整してください。
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Web サポート
IBM Omni-Channel Merchandising お客様サポートには、IBM Omni-Channel

Merchandising ログイン・ページ (www.mydt.demandtec.com) からアクセスできま
す。

問題のログ送信を開始できるお客様サポート・ポータルに接続するには、まず無料
の Web サポート・アカウントを使用してログインする必要があります。

Web サポート・アカウントを既にお持ちの場合は、ユーザー名を入力してから、
「パスワードをお忘れですか?」リンクをクリックすることにより、新規パスワード
を要求する必要があります。ログイン手順を記載した一時パスワードが、E メー
ル・アドレスに送信されます。アカウントをまだ持っていない場合は、お客様サポ
ート Web ポータルに登録してアクセス権を取得してください。

関連トピック

188ページの『問題のログ送信』
フィードバック、問題、または質問を記載して問題のログ送信を行うプロセスは
簡単です。 また、問題の解決について新しい情報が提供されると、E メール通
知を受け取ります。

190ページの『送信したケースの確認』
前にお客様サポートに送信したケースを開き、確認できます。ケースを編集して
再送信したり、対処が必要なくなったケースを閉じたりすることもできます。

190ページの『お客様サポート・ポータルの使用』
IBM Omni-Channel Merchandising お客様サポート・ポータルは、サポートに必
要なすべての機能を 1 カ所で提供します。ページの上部にあるタブを使用し
て、さまざまなタイプの情報に容易にアクセスできます。
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問題のログ送信
フィードバック、問題、または質問を記載して問題のログ送信を行うプロセスは簡
単です。また、問題の解決について新しい情報が提供されると、E メール通知を受
け取ります。

このタスクについて

手順
1. 正常にログインすると、IBM Omni-Channel Merchandising お客様サポート・ポ
ータルが表示されます。

2. 問題を入力するには、「新規作成 (Create New)」ドロップダウン・リストをク
リックして、「ケース」を選択します。

3. 「新規ケース (New Case)」ページに情報を入力します。必須フィールドは、フ
ィールドの隣に赤い垂直バーを付けて示されます。
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v 連絡先名 (Contact Name) - フルネームを入力します (必須)

v ステータス - (デフォルトでは必須、ただし読み取り専用)

v 優先度 - 問題の優先順位を選択します。

– P1 致命的 (P1 Critical) - アプリケーションを使用できないか、システム
が安定性に欠けるために実装スケジュールに重大な影響があります。

– P2 緊急 (P2 Urgent) - 一般的なビジネス機能を実行する能力に障害が生じ
ています。

– P3 重要 (P3 Important) - 小規模な機能が期待どおりに動作していませ
ん。

– P4 必要 (P4 Necessary) - 一般の問い合わせや機能の要求を行います。

– P5 モデル化要求 (P5 Modeling Request) - モデル化要求を行います。

v 商品 - 問題が見つかったときに使用していた IBM Omni-Channel

Merchandising アプリケーションを選択します (必須)。

v 問題が見つかったバージョン (Found in version) - IBM Omni-Channel

Merchandising アプリケーションのバージョンを選択します。

v サブ商品 1 (Sub Product 1) - IBM Omni-Channel Merchandising アプリケー
ションの関連した領域を選択します。

v サブ商品 2 (Sub Product 2) - IBM Omni-Channel Merchandising アプリケー
ションの関連した領域を選択します (使用可能な場合)。

v 件名 - 問題の分かりやすいタイトルを入力します (必須)。

v 説明 - 問題の詳しい説明を入力します (必須)。問題を再現するために必要な
ステップすべてのリストを含めてください。この情報は、お客様サポートが適
時に問題を診断してお客様に回答するために役立ちます。

4. 「送信」をクリックします。要求が受領されたという確認が、チケット番号とと
もに表示されます。ケースはお客様ポータルに保管され、後で確認、変更、およ
び再送信できます。詳しくは、 190ページの『送信したケースの確認』を参照し
てください。

第 9 章 ヘルプおよびサポートの利用 189



5. または、「送信と添付ファイルの追加 (Submit & Add Attachment)」をクリッ
クして、問題の例示に役立つ添付ファイル (画面キャプチャーなど) を組み込
み、送信します。添付ファイルのサイズは最大 5 MB です。

関連トピック

『送信したケースの確認』
前にお客様サポートに送信したケースを開き、確認できます。ケースを編集して
再送信したり、対処が必要なくなったケースを閉じたりすることもできます。

送信したケースの確認
前にお客様サポートに送信したケースを開き、確認できます。ケースを編集して再
送信したり、対処が必要なくなったケースを閉じたりすることもできます。

手順
1. IBM Omni-Channel Merchandising サポート・センター Web サイトにログインし
ます。

2. 「ケース」タブをクリックします。最近表示したケースのサマリーが、お客様ポ
ータルの中央に表示されます。

「表示」ドロップダウン・リストで、すべてのケース、オープン・ケースのみ、
または最近表示したケース (デフォルト) を表示するように選択できます。

3. ケース番号をクリックして、ケースを開きます。「ケースの詳細 (Case Detail)」
セクションの「編集」ボタンをクリックして、問題の詳細を編集し、再送信でき
ます。また、新規コメントを入力し、添付ファイルを追加し、推奨される解決策
を表示し、問題の現在の進行状況を確認することもできます。

4. ケースが有効でなくなった場合、またはお客様サポートからのフィードバックを
必要としなくなった場合は、「ケースのクローズ (Close Case)」ボタンをクリッ
クしてケースを閉じます。ポータルからケースを削除することはできません。

お客様サポート・ポータルの使用
IBM Omni-Channel Merchandising お客様サポート・ポータルは、サポートに必要な
すべての機能を 1 カ所で提供します。ページの上部にあるタブを使用して、さまざ
まなタイプの情報に容易にアクセスできます。
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タブ

v 「ホーム」タブ - お客様ポータルのメインページ。「マイ・プロファイル」リン
クをクリックして、ユーザー・プロファイル情報を編集または更新できます。

v 「ケース」タブ - ケースを作成、編集、および表示するためのページ。

v 「解決策 (Solutions)」タブ - 一般的な問題の解決策を検索および表示します。す
べての解決策、最もよく表示された解決策、または最近表示した解決策のみの表
示を選択できます。ケース・タイトルの先頭文字によってケースを選択すること
もできます。解決策の検索は、「ホーム」タブの下部にある「解決策の検索
(Find Solutions)」検索フィールドから直接実行できます。

v 「文書」タブ - IBM Omni-Channel Merchandising アプリケーションの使用に役立
つ補足資料、またはお客様サポートがケースを処理および管理する方法について
詳しく説明する補足資料を検索し、表示します。

検索

ポータル内のすべてのタブに備わっているサイドバーで、「検索」領域を使用でき
ます。入力したキーワードを使用してケースを検索でき、拡張検索では正確な言い
回しを使用して検索できます。

拡張検索は、注、説明、コメントなど、ケース内の詳細フィールドを検索します。
次のことを実行できます。

v AND、OR、AND NOT などの演算子を使用して検索を絞り込む。

v 複数のキーワードを囲む引用符を追加して、正確な言い回しのマッチングを実行
する (例えば、"receive error when enter values in the Edit field")。

v キーワードの最後にアスタリスクを追加して、そのワードから始まる項目を検索
する (receive* など)。

第 9 章 ヘルプおよびサポートの利用 191



新規ケースの作成

ポータル内のすべてのタブに備わっているサイドバーで、「新規ケースの作成
(create new case)」ドロップダウン・リストを使用できます。

最近の項目

ケース、文書、ケースの解決策など、最近表示した項目を開くことができます。

Internet Explorer のポップアップ・ブロックの無効化
Web サイトのポップアップを許可するには、この手順を使用します。

このタスクについて

ポップアップ・ブラウザー・ウィンドウを無効にするソフトウェアを使用している
場合は、IBM Omni-Channel Merchandising を正常に使用するために、この機能を無
効にする必要が生じることがあります。IBM Omni-Channel Merchandising は、
Microsoft Excel にファイルをエクスポートするときなど、アプリケーション全体で
さまざまな場所にポップアップ・ウィンドウを使用します。

IBM Omni-Channel Merchandising など、特定の Web サイトのポップアップを許可
するには、そのサイトを承認済みサイト・リストに追加する必要があります。

手順
1. Internet Explorer 7 を開きます。

2. メニュー・バーから「ツール」 > 「インターネット オプション」を選択しま
す。「インターネット オプション」ダイアログ・ボックスが表示されます。

3. 「プライバシー」タブをクリックします。
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4. ウィンドウの下部にポップアップ・ブロックの設定が表示されます。Internet

Explorer 7 のポップアップ・ブロックを完全に無効にする場合は、「ポップアッ
プ ブロックを有効にする」の隣のボックスにチェック・マークが付いていない
ことを確認します。ポップアップ・ブロックを有効のままにして、IBM

Omni-Channel Merchandising を承認済みホワイトリストに追加する場合は、「設
定」ボタンをクリックします。 ホワイトリストは、ポップアップ・ブロックに
無視され、干渉を受けずに動作できる承認済みサイトのリストです。ホワイトリ
ストの概念は、E メール・プログラムでは一般的なものです。この場合は、選択
した E メール・アドレスをホワイトリストに追加すれば、これらのアドレスは
スパム・フィルターをバイパスできます。このホワイトリストも、同様に動作し
ます。

5. 「ポップアップ ブロックの設定」ダイアログ・ボックスに、サイトの名前を入
力して (例: IBM Omni-Channel Merchandising の場合は mydt.demandtec.com)、
「追加」ボタンをクリックします。

注: この手順は Internet Explorer 7 用のものです。Google、MSN、Yahoo! のソ
フトウェアなど、サード・パーティーのポップアップ・ブロックを使用している
場合、手順は異なることがあります。

関連トピック
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『ポップアップ・ブロックの無効化の一時使用』
システムのポップアップ・ブロックを無効にしないようにする場合は、Ctrl キー
を一時使用のショートカットとして使用して、Internet Explorer 7 ポップアッ
プ・ブロックを一時的に無効にすることができます。単に Ctrl キーを押したま
ま Web リンクをクリックします。

ポップアップ・ブロックの無効化の一時使用
システムのポップアップ・ブロックを無効にしないようにする場合は、Ctrl キーを
一時使用のショートカットとして使用して、Internet Explorer 7 ポップアップ・ブロ
ックを一時的に無効にすることができます。単に Ctrl キーを押したまま Web リン
クをクリックします。

IBM Omni-Channel Merchandising 実習およびトレーニング
IBM Omni-Channel Merchandising 実習部門は、すべてのソフトウェア・サービスに
関する詳細なトレーニング・セッションを実施しています。

各リリースの新機能について説明する E プレゼンテーションを見て、リリース・ト
レーニングに参加できます。これらのプレゼンテーションは、Web ベースの
e-learning システムで、いつでも都合のよいときにご利用いただけます。詳しくは、
プロジェクト・リーダーまたは IBM Omni-Channel Merchandising トレーナーにお
問い合わせください。

資料に関するご質問とコメント
このオンライン・ヘルプに関するご提案、アイデア、ご質問、またはコメントがあ
りましたら、是非 IBM Omni-Channel Merchandising にお知らせください。

このオンライン・ヘルプに関するご提案、アイデア、ご質問、またはコメントがあ
りましたら、是非 IBM Omni-Channel Merchandising にお知らせください。技術出
版チーム (jessicae@us.ibm.com) に直接ご連絡いただけます。
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第 10 章 用語集

この用語集では、アプリケーション内で使用される用語について説明します。

アクティビティー・ベースの原価計算 (Activity-Based Costing): すべての活動原価
を、各アイテムに割り当てる会計システム (これに対し、従来の原価計算などの単
純な手法では、原価をすべてのアイテムに均等に割り振っていた)。この方法によ
り、運送費、人件費、間接費などすべてのサプライ・チェーン・コストを含めた場
合、1 つのアイテムを販売する際の原価がいくらなのかを正確に知ることができ
る。

見越し資金 (Accrual Fund): 値引き、またはアカウントに協賛金を割り当てるのに
使用される資金調達方式。値引きとして適用された場合、メーカーは小売業者がこ
の年に購入したケースごとに、決められた金額を支払うことになる (すべての基本
数量、および、プロモーション時の数量を含む)。その代わりに、小売業者はそのメ
ーカーに対し、決められた数のプロモーションを年間を通して実行する。見越し資
金とケース・アローワンスの違いは、見越し資金は年間のすべてのプロモーション
に対しての一括取り決めであり、ケース・アローワンスはイベントごとに異なる条
件を交渉して決めることである。

見越し資金方式を使用して協賛金を割り当てる場合、特定のアカウントに対して協
賛金をいくら割り当てるかが決まる。小売業者は一般に、見越し金をプロモーショ
ンのためだけの資金として積み立てる。

広告 (Ad): 印刷物、ラジオ、テレビなどの様々なメディア・チャネルにおける商品
のプロモーション。

広告アローワンス (Ad Allowance): 小売業者がメーカーから購入する各ケースに対
して受ける金額 (広告の実施後に支払う)。

広告ゾーン (Ad Zone): 同じ広告プロモーションを実施する店舗の集合体。

アローワンス (Allowance): 小売業者がメーカーから受ける割引金額。アローワンス
には、パフォーマンス・アローワンスと非パフォーマンス・アローワンスの 2 種類
がある。

品揃え (Assortment): 小売業者の在庫にあるアイテムの構成。小売業者は、品揃え
を定期的に確認し、取扱停止にするアイテムや、追加する新規アイテムなどについ
て検討する。

返路輸送 (Backhaul): 物流で使用される用語で、トラックが元の積荷を降ろした後
に、別の積荷を載せて帰ること。

返送アローワンス (Backhaul Allowance): 小売業者が契約したトラックを使用して
メーカーの倉庫から集荷する場合、商品 1 ケースあたりに適用される値引き。

基本価格 (Base Price): プロモーション対象外の通常の棚価格。
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ベーシス・ポイント (Basis Point): ベーシス・ポイントは、財務リターンを見積も
るために使用される最小単位である。1 ベーシス・ポイントは 1 パーセントの 100

分の 1。例えば、純利益幅 2.25% と 2.50% の間の差は、25 ベーシス・ポイントに
なる。

ベイズ推論 (Bayesian Inference): データ不足の状況で有効な、極めて洗練された統
計上のモデル化手法。ベイズ推論は、200 年以上も前にトーマス・ベイズ牧師によ
って提唱された理論に基づいている。フィル・デラージオは、学術界の外で大規模
で強固なベイズ・モデルを構築した専門家の 1 人である。

ベイズ縮小 (Bayesian Shrinkage): ベイズの方法論による情報を商品と店舗を越えて
共有することで、モデルを高度に「縮小」し、突出した値を適度にすること。

BOGO: Buy One Get One Free (1 つ購入するともう 1 つ無料) の略。消費者に商
品のをまとめ買いを奨励するためによく実施されるプロモーション戦術の 1 つ。

ブロック (Blocks): 「店舗ゾーン (Store Zones)」を参照。

ブランド (Brand): メーカーがアイテム・グループに割り当てる名前 (通常は登録商
標)。メーカーが複数のブランドを持っている場合もあるため、ブランド名とメーカ
ー名が同じとは限らない。例えば、Clorox ブランドには、Clorox、Pine-Sol、Armor

All、Brita などがあり、Proctor & Gamble ブランドには、Tide、Mr. Clean、Cover

Girl などがある。

ブランド・クラス (Brand Class): ブランドの分類。最適化のルールを設定するため
に、ブランド クラスを使用して商品間のブランド関係を作成できる。例えば、ノー
ブランドのソーダは自社ラベル・クラスに、コカコーラはナショナル・ラベル・ブ
ランド・クラスに入れることができます。

ブランド・クラス・ルール (Brand Class Rule): ブランド間に適用し、価格関係を
決定する制約。例えば、プレミアム・ブランドはエコノミー・ブランドよりも常に
高額である。

ブランド・ファミリー (Brand Family): ブランド・ファミリーでは、ブランド・ク
ラスの一部をより詳細に定義できる。ナショナル・ラベル・ブランド・クラスには
コカコーラと Pepsi が、自社ラベル・クラスにはノーブランドのソーダ A とソー
ダ B が含まれているとする。コカコーラとノーブランドのソーダ A の間の価格関
係を制御するようなルールを設定するには、コカコーラ製品をコカコーラ・ブラン
ド・ファミリーに、ソーダ A をソーダ A ブランド・ファミリーに入れる必要があ
る。

ブランド・マネージャー (Brand Manager): ブランド・マネージャーは、ブランド
計画に関わる戦略や実施を計画する (どの新商品を開発し、どのマーケティング・
ミックス・イベントを行うかなど)。マーケット・リサーチ部門が、ブランド・マネ
ージャーをサポートする。

ビジネス・ルール (Business Rules): 最適化の結果がカスタマーのニーズを満たすよ
う、ユーザーが重要な戦略やポリシーを指定するためのルールで、最適化に対する
制約。
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カニバリゼーション (Cannibalization): 消費者が、(価格設定、プロモーション、新
規の好ましい属性などの理由で) ある商品の代わりに別の商品を購入した場合に生
じる、商品の売上に対するマイナスの影響。例えば、新しいフレーバーのヨーグル
トが発売になると、他のフレーバーやブランドのヨーグルトとの間に「カニバリゼ
ーション (共食い現象)」が始まる場合がある。なぜなら、消費者のヨーグルト購入
量が全体として増える (カテゴリー拡張する) わけでなく、いつも購入している商品
の代わりに新商品を購入することがあるからである。

カテゴリー (Category): 代替可能な、または補完しあう関連商品の集合体。小売業
者はカテゴリーを使用して、商品をグループ化し、管理する (生鮮食料品、乳製
品、冷凍食品など)。

カテゴリー・マネージャー (Category Manager): 価格、プロモーション、配置、品
揃えなど、商品のカテゴリーのすべてのマーチャンダイジング・アクティビティー
の責任者。

カテゴリー計画 (Category Plan): 指定された日付範囲と時間的に交差する 1 つの
カテゴリーに対するすべてのプロモーション。これは、カテゴリーの予測の基準と
なるもので、異なるプロモーション計画の正確な what-if 分析を実行するために使
用できる。

チェーン (Chain): 同一の所有者による、ブランド名を冠した店舗の集合体 (例え
ば、Longs、Winn-Dixie)。

クライアント (Client): お客様のサイトにインストールされるユーザー・インターフ
ェース・アプリケーション。

係数 (Coefficient): 依存しあう変数 (例えば、売上数量、シェア) と依存しない変数
(例えば、基本価格、割引) との間の関係を表す数値。

競合ショップ (Comp Shop): 小売業者が、競合相手価格を知るために使用するテク
ニック。例えば、Longs の「競合ショップ・リスト」に Dove のせっけんがある場
合、または Longs が Dove を「競合ショップ」に入れた場合、Longs は定期的に競
合相手の店舗をチェックし、Dove に関して競合相手と同程度かそれ以下の価格を維
持する。これは、「競合相手価格の監査 (Competitor Price Audit)」とも呼ばれる。

競合価格 (Competitive Prices): 競合店の価格に比べて、より価値があると認識され
る価格。

競合相手価格 (Competitor Prices): 競合店 (消費者が、代わりに買い物する可能性
のある他の店舗) が同じ商品に対して設定している価格。

競合相手価格ルール (Competitor Price Rule): ビジネス・ルールの 1 つで、価格に
確実に競争力を持たせるためにユーザーが実行できるルール。例えば、シリアルの
価格を競合価格の 5% の範囲内にとどめるようにルールを設定できる。

補完商品 (Complementary Products): 消費者が通常一緒に購入するアイテムのこ
と。典型的な例として、ホットドッグ用のソーセージとホットドッグ用のパンがあ
る。

制約 (Constraint): 最適化の生成結果がある範囲内に収まるように強制するルール。
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消費者 (Consumer): 店舗で商品を購入する人。

消費者需要モデル (Consumer Demand Model): 価格、季節、プロモーションなどの
要因によって、消費者がどの程度購入するかを予測する方式。

消費者反応モデル (Consumer Response Model): 「消費者需要モデル (Consumer

Demand Model)」を参照。

消費者ロイヤリティー (Consumer Loyalty): 商品や小売業者に対して、消費者が持
つ類似性で、特定の商品を購入したり、特定の店舗で買い物をしたりする要因とな
るもの。

貢献利益 (Contribution Margin): 調整済みの総粗利から、変動費を差し引いた金
額。利益を算出するには、総粗利よりも正確である。

貢献利益率 (Contribution Margin%): 貢献利益を収益で割った数値。

資本原価 (Cost of Capital): マーチャンダイジング在庫の実施に関連付けられた原
価。

商品原価 (Cost of Goods): 小売業者が商品の代金としてメーカーに支払う金額。例
えば、ケース、単位、ポンド、オンスなどの条件で指定できる。

単位増分当たりの原価 (Cost Per Incremental Unit): オリジナル価格からプロモー
ション価格を引き、協賛金を足した金額。

クロス弾力性 (Cross-Elasticity): ある商品を購入することと、別の商品を購入するこ
との間の関係。商品が互いに完全に独立している場合、クロス弾力性はゼロであ
る。商品が補完しあっている場合、クロス弾力性は正の数になる。商品が代替可能
である場合、クロス弾力性は負の数になる。

需要のクロス弾力性 (Cross-Elasticity of Demand): 「クロス弾力性
(Cross-Elasticity)」を参照。

取り決め (Deal): 商品のプロモーション用の価格設定。

需要 (Demand): ある特定の価格で購入される商品の量。

需要曲線 (Demand Curve): ある価格帯における、ある期間の需要。

デマンド・グループ (Demand Group): 代替可能性の高い商品の集合体。グループ
内のあるアイテムの価格とプロモーションは、他のアイテムの需要に直接影響す
る。

割引価格 (Discount Price): 商品の販売価格。TPR (Temporary Price Reduction: 一時
値引き) とも呼ばれる。

陳列 (Display): 店舗内のプロモーション形態の 1 つで、特定の商品や商品ラインに
興フレーバーを引き付けるためのもの。

直送方式 (Drop Ship Method): 中間業者が在庫を抱えるコストを削減するために、
単位ごとの商品オーダーをメーカー (または主要な在庫管理業者) に注文し、カスタ
マーに対して直接商品を配送する方法。
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DSD: Direct Store Delivery (店舗直送) の略。流通業者や問屋などの中間業者を迂回
して、メーカーから小売業者の店舗へと配送されること。

EDLP: Every Day Low Pricing (毎日低価格) の略。EDLP で成功した例には
Wal-Mart などがある。商品を毎日低価格で提供することにより、消費者の信頼を得
ることができる。他店は、日常価格はより高額であっても、大幅なプロモーション
や割引を実施する。

エンド・キャップ (End Cap): 通路の終端の店内陳列。

換算小売価格 (Equivalent Retail Price): 換算単位ごとの価格で、棚価格を標準計測
単位で割ったもの。

換算単位 (Equivalent Unit): 換算による標準数量単位。

換算 (Equivalization): 標準計測単位を、商品に基づいた商品説明と、説明に適用す
るサイズ/数に割り当てること。これにより、広範囲のサイズについて直接比較を行
うことができる。例えば、コカコーラ 1 ケース分と 12 個パックのコカコーラ 2

パックは、両方とも 1 換算ケースとなる。

イベント (Event): あるテーマに基づいた一連のプロモーション。長期計画や、チラ
シ、FSI、広告、ラッピングなどのメディアの作成、イベントごとの計画会議などに
基づき、プロモーションをグループ化する。

IBM Everyday Price Optimization と Everyday Price Management (Price
Optimization and Price Management): IBM Omni-Channel Merchandising のソフト
ウェア・システム。あらゆる店舗の全商品に最適価格を設定することで、小売業者
とメーカーの利益の最大化を促進する。

財務モデル化 (Financial Modeling): 小売業者が、固定および変動サプライ・チェー
ン・コストを含む、自らの事業のコスト推進要因を把握するプロセス。「アクティ
ビティー・ベースの原価計算 (Activity-Based Costing)」を参照。

固定費(Fixed Cost): 製造量や売上数量に影響を受けない原価。

定額 (Flat Fee): メーカーが店内陳列や広告を確保するために、小売業者に支払う一
括払い金額。店内陳列場所や広告の設置場所のための賃料とみなすことができる
が、その用途として直接支払われるわけではない。

先行購入 (Forward Buy): プロモーションのための有利な価格設定のメリットを得
るために、当面の必要量を超える商品を購入すること。

総粗利 (Gross Margin): 収益から商品原価を差し引いた金額。

総粗利率 (Gross Margin%): 総粗利を純売上で割った値を、パーセントで表したも
の。

総粗利ルール (Gross Margin Rule): 最適化結果が総粗利の範囲内に収まるように設
定する制約。

総利益 (Gross Profit): 「総粗利 (Gross Margin)」を参照。

総利益率 (Gross Profit%): 「総粗利率 (Gross Margin%)」を参照。
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増分額 (Incremental Value): プロモーションの増分利益変更と、プロモーション対
象商品の原価を、日々のビジネス結果に基づき予測すること。プロモーションの価
値の真の指標とみなされることが多い。

KPI (重要業績評価指標)(KPI (Key Performance Indicators)): 事前に定義された主
要な目標に対し、成功かどうかを評価するための一連の測定指標。

賃金率 (Labor Rate): 賃金と手当てを含む、一時間あたりの人件費。

最終桁 (Last Digits): 価格の、小数点以下の桁。

ライン価格 (Line Pricing): 同様の商品のグループに同じ価格を割り当てること。通
常は、タイプの違いに適用される (例えば、6 個パックのソーダ、ゼリー 1 箱な
ど)。

会員カード・プログラム (Loyalty Card Program): 割引や、消費者の行動パターン
の分析の見返りに受け取る景品のために、消費者が登録するプログラム。FSP

(Frequent Shopper Program) とも呼ばれる。

マジック価格 (Magic Price): 需要が急激に増加する価格。例えば、6 個パックのソ
ーダの価格設定を ¥1.99 にすると、¥2.00 の場合より一般に需要が急激に伸びる。

マークダウン (Markdown): 売上向上のために、値下げされる価格。

マーチャンダイジング (Merchandising): 生産とマーケティングの調整、広告の作
成、陳列、販売戦略などを含めた商品のプロモーション。

複数割引 (Multiples): 複数の商品をある金額で提供すること。例えば、2 個で
¥1.00 など。

売上純粗利 (Net Margin): 「純利益 (Net Profit)」を参照。

売上純粗利率 (Net Margin%): 「純利益率 (Net Profit%)」を参照。

純利益 (Net Profit): 総売上から、販売された分の原価、運転費用、税、利息、減価
償却などを差し引いた金額。

純利益率 (Net Profit%): 純利益を収益で割った数値。

非算入アローワンス (Non-Performance Allowance): プロモーションに無関係な、メ
ーカーから小売業者への追加資金拠出。貨物輸送アローワンス、返送アローワン
ス、損傷アローワンス、購入アローワンスなどがこれにあたります。

オファー (Offer): プロモーション対象の商品、商品のプロモーション方法 (広告、
陳列、一時値引きなど)、プロモーションを行う期間、小売業者がメーカーから受け
取る金額 (協賛内容といわれる、一括払いの現金または商品原価からの値引き) な
ど、メーカーが小売業者に行う提案。

最適化 (Optimization): 決められたマーチャンダイジング目標を達成するための最適
な方法 (例えば、価格、商品構成、プロモーション計画) を見い出すプロセス。

間接費 (Overhead): サプライ・チェーン・コスト以外のすべての運用コスト。
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間接費の割り振り (Overhead Allocation): 特定の商品に属性設定された間接費の金
額。

パネル・データ (Panel Data): 個別の消費者の動向をある期間追跡し、個別の消費
パターン、プロモーションの影響、乗り換え行動を評価すること。

パントリー・ローディング (Pantry Loading): セール中またはプロモーション中の
ため、商品を多く購入すること。タイム・カニバリゼーションまたは買いだめとも
呼ばれる。

パフォーマンス・アローワンス (Performance Allowance): プロモーションを実施し
た後に、小売業者が行う割引。パフォーマンス・アローワンスには、ケース・アロ
ーワンス (メーカーから小売業者に出荷された商品の量に基づく、つまり、出荷ベ
ース)、および、スキャン・アローワンス (小売業者から消費者が購入した商品の量
に基づく、つまり、消費ベース) の 2 つの主な種類がある。

パフォーマンス期間 (Performance Period): プロモーションが実施される期間。プ
ロモーション、つまり、商品が陳列、広告、一時値引きされている期間。

POS データ (POS Data): 購入時にスキャナーで収集された販売時点情報。POS デ
ータには、日付、数量、購入金額が、販売されたすべての商品に関して記載され
る。

事前設定価格 (Pre-Price): メーカーによって、事前に価格がパッケージに印刷され
ている商品。

価格チェック (Price Check): 商品の販売価格または小売価格を確認すること。

需要の価格弾力性 (Price Elasticity of Demand): 価格の変更に応じて需要が変更す
る比率。需要の変動を、価格の変動で割った値。

価格差 (Price Gap): 2 つの似た商品間の価格の差。

価格のイメージ (Price Image): 小売業者の価格と価値についての消費者の認識。

価格ゾーン (Price Zone): 商品間で常に同じ価格を設定している一連の店舗。

商品原価 (Product Costs): 小売業者がメーカーに支払う卸売原価またはベンダー原
価。

商品体積 (Product Cube): 商品が占めるスペースの体積を立方フィートで表したも
の。

商品弾力性 (Product Elasticity): 特定の商品の需要に対する価格弾力性。

商品グループ (Product Groups): IBM Omni-Channel Merchandising ユーザーが使用
する商品のグループ。

商品ペア (Product Pairs): プロモーション上の制約が設定された 2 つの商品の組。
例えば、Dial White Bar Soap 3CT は Dial Gold Bar Soap 3CT の 90% の価格を付
ける必要がある。
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商品のシェア (Product Share): 1 店舗の合計収益に対する、個別の商品 (在庫管理
単位ごと) の収益の (パーセンテージで表した) 割合。

商品保管タイプ (Product Storage Type): 店舗内の商品を格納するロケーション。
IBM Omni-Channel Merchandising 値では、棚と同じ値になる (冷凍または冷蔵)。

利益 (Profit): 収益から、変動費、固定原価、ABC 原価を差し引いた金額。

プロモーション (Promotion): 商品の購入に直接関連付けられた、一時的な価格調整
または消費者特典、またはその両方。

プロモーション計画および最適化 (Promotion Planning & Optimization): IBM

Omni-Channel Merchandising ソフトウェア・サービスの 1 つ。小売業者やメーカー
が商品のプロモーションについて最適な決断をするのを支援する。

補充頻度 (Replenishment Frequency): 一定の期間内に、店舗や配送センターの在庫
が置き換えられた回数。

小売価格 (Retail Price): 消費者が商品に対して支払う販売価格または棚価格。

協賛金の利益 (Return on Trade Funds): プロモーションの増分値 (プロモーション
額から日々の売上を差し引いた金額) を、協賛金 (円) で割ったもの。

収益 (Revenue): 消費者から集めた金額または企業間取引で集めた金額を、円または
現地の通貨で表したもの。

ROI: Return on investment (投資収益率) の略。税引き後の営業収入/資産の純 (減価
償却後) 帳簿価格。

売上 (Sales): 「収益 (Revenue)」を参照。

売上数量 (Sales Volume): 対消費者または企業間取引で販売された商品の単位数。

同一店舗売上高 (Same-Store Sales): 同一店舗での売上の増加を比較する基準 (新規
店舗の開店の影響を除く)。

スキャナー・データ (Scanner Data): バーコード・スキャナーで収集された POS

データ。「POS データ (POS Data)」を参照。

シナリオ (Scenario): 商品、店舗、価格、原価データに適用される一連の制約とルー
ルで、利益、売上、数量などに対して設定されたビジネス目標を達成するために最
適化されたもの。用語「シナリオ (scenario)」は「プロモーション (promotion)」と
同義の場合がある。

季節性 (Seasonality): 年間のある期間に基づく、消費者行動の基本となるトレンド
(例えば、七面鳥の購入行動に対する感謝祭の影響)。

棚の奥行き (Shelf Depth): 棚の前面から背面までで占めるスペース。

棚の高さ (Shelf Height): 棚が垂直方向に占めるスペース。

棚の幅 (Shelf Width): 棚が水平方向に占めるスペース。
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単一商品ルール (Single Product Rules): 1 つの商品または在庫管理単位に適用され
る最適化制約。

サイズ・クラス (Size Class): 商品に割り当てられる属性の 1 つで、サイズ、量、
重さに応じて商品を特定のグループに含めること。サイズ・クラスにより、最適化
のためのルールを設定するために、商品間にサイズ関係を作成できる。指定可能な
サイズ・クラスは、XXX-Small から XXX-Large までである。

サイズ・ファミリー (Size Family): サイズ・ファミリーでは、サイズ・クラスの一
部をより詳細に定義できる。例えば、Small サイズ・クラスに 12 オンスのコカコ
ーラがあり、Medium サイズ・クラスに 16 オンスのコカコーラがあるとする。2

つのクラスの間に、「16 オンスのコカコーラは常に 12 オンスのコカコーラよりも
高いが、ただし価格が倍以上ではない」などのルールを作成するには、コカコーラ
という名のサイズ・ファミリーを作成する必要がある。サイズ・ファミリーを作成
しないと、ルールは 12 オンスのサイズ・クラスおよび 16 オンスのサイズ・クラ
スのすべての商品に適用される。

サイズ・グループ (Size Group): 比較サイズに基づいた、商品グループの分類 (例
えば、0 オンスから 8 オンスは small、9 オンスから 12 オンスは medium、> 12

オンスは large)。

サイズ・ルール (Size Rule): 数量、重さ、またはカウントに基づき、2 つの似た商
品間に事前に定義された関係。

SKU: Stock Keeping Unit (在庫保管単位) の略。小売業者が商品に割り当てる番
号。

スロット料金 (Slotting Fees): 新商品を棚に置く (「スロット」する) ために、小売
業者がメーカーに課する料金。

各店舗ごとの売上 (Store-For-Store Sales): 「同一店舗売上 (Same-Store Sales)」を
参照。

店舗グループ (Store Groups): ビジネス目標を達成するために、1 つの単位として
扱われる個々の店舗の集合体 (例えば、地域)。

来店者数 (Store Traffic): 単位時間内の買い物客数。

店舗ゾーン (Store Zones): 一連の価格を共有する店舗のグループ。ゾーン、店舗価
格ゾーン、ブロックなどとも呼ばれる。

戦略 (Strategy): 特定のビジネス目標を達成するための、相互に補完する一連の価格
設定およびプロモーションのイニシアチブまたはアクティビティー。

代替商品 (Substitute Products): 同一または似通った有用性があることを消費者が認
識している商品。消費者が知覚品質についてあまり妥協することなく、他の商品の
代わりに購入する商品である。

計画対象期間 (Time Horizon): プロモーションのタイム・スパン。

時系列 (Time Series): 定期的に発生する一連の変数値。
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TPR:Temporary Price Reduction (一時値引き) の略。一時的な期間における、商品の
消費者価格の割引。

協賛金 (Trade Funds): メーカーから小売業者に対し、一連の商品のプロモーション
のために拠出される金額。取引費用とも呼ばれる。この基金は、通常小売業者にお
ける、広告、陳列、一時値引き (TPR) などのプロモーション・アクティビティーに
割り当てられる。

トレンド (Trend): あるデータ・ポイントのグループにおける、基礎となる関係。

二商品ルール (Two Product Rules): 2 つの商品を関連付ける制約やルール。

計測単位 (Unit of Measure): サイズ測定のタイプ。

単位売上 (Unit Sales): 「売上数量 (Sales Volume)」を参照。

UPC: Universal Product Code (汎用商品コード) の略。メーカーによって発行され
る、個々の消費者商品を一意的に識別する数値とバーコード。IBM Omni-Channel

Merchandising 標準は 14 桁。

変動費 (Variable Cost): 1 つの在庫管理単位の生産、在庫、購入に関連する支出。

ベンダー/メーカー (Vendor/Manufacturer): 小売業者が購入する商品を製造する企
業。プロモーション・カレンダーを計画し、オファーを決めるために、ベンダー
は、陳列、広告、一時値引 (TPR) の 3 つの主要なマーチャンダイジング・アクテ
ィビティーを検討する。

ベンダー原価変更 (Vendor Cost Change): メーカー主導による商品の販売価格の変
更。

数量 (Volume): 特定の在庫管理単位が販売された単位数。

数量ルール (Volume Rule): ある商品や商品グループに対する、最適化における数
量範囲の制約。

What-If: 異なる主要前提条件により、分析の結果がどのように変化するか判別する
こと。

ゾーン価格 (Zone Prices): 同じアカウントの複数の店舗にわたって適用される共通
価格。

リリース (Release)
IBM Omni-Channel Merchandising アプリケーション・スイートに計画され
ていて、指定日に全ユーザーが使用可能になる一連の新機能。
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第 11 章 クイック・リファレンス・ガイド

このセクションでは、IBM OpenLink のすべての主要コマンドおよび機能の概要を
説明します。

このセクションでは、IBM OpenLink のすべての主要コマンドおよび機能の概要を
説明します。

関連トピック

『属性設定プロセス』
属性設定プロセスは、11 の基本ステップに分かれています。

208ページの『PIF と OpenLink UI の使用比較』
この手順は、PIF を使用する場合と「コンテンツの編集」機能を使用する場合を
把握するために使用します。

209ページの『デマンド・グループに関するヒント』
この参照は、デマンド・グループをよりよく理解するために使用します。

209ページの『サイズ/計測単位に関するヒント』
この参照は、サイズ/計測単位の詳細をよりよく理解するために使用します。

209ページの『ドロップ (モデルに含まれない)』
この手順は、PIF に商品をドロップする場合に使用します。

210ページの『商品情報ファイル (PIF) に関する一般的注意』
これは、PIF の参照として使用します。

210ページの『PIF の詳細』
この参照は、PIF の詳細をよりよく理解するために使用します。

属性設定プロセス
属性設定プロセスは、11 の基本ステップに分かれています。

属性設定プロセスは、11 の基本ステップに分かれています。

説明 注 ツール

1 カテゴリー移動を承
認/却下する

孤立商品について
は、「未カテゴリー
化」カテゴリーをチ
ェックします。

OpenLink
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説明 注 ツール

2 商品ステータスの実
行

ステータス・ファイ
ルがお客様の会社か
ら毎週送られている
場合、商品ステータ
スを実行する必要は
ありません。商品の
ステータスが確実に
更新されるよう、価
格更新処理の前に必
ず PSR を実行してく
ださい。

OpenLink

3 PIF をエクスポート
する

E メールまたはアプ
リケーションの受信
箱の自動メッセージ
より、PIF (商品情報
ファイル) にアクセス
します。

OpenLink

4 PIF を使用してコン
テンツを編集する

v デマンド・グルー
プ

v サイズ

v 計測単位

v ブランド

v モデルに含まれる

v サイズ・ファミリ
ー**

v サイズ・クラス**

v ブランド・ファミ
リー**

v ブランド・クラス
**

v 事前設定価格**

v ライン・グループ
**

v その他ファミリー
1 および 2 **

v その他クラス 1 お
よび 2 **

PIF は Excel スプレ
ッドシートであり、
そのように扱う必要
があります。PIF を
OpenLink に戻すため
にインポートする前
に、すべての式を必
ず削除します。商品
情報ファイル (PIF)

の行は削除しないで
ください。モデル化
しない商品は PIF か
らドロップしてくだ
さい。

注: ライン・グルー
プ、事前設定価格、
サイズ・ファミリー/

サイズ・クラス、ブ
ランド・ファイル/ブ
ランド・クラス、お
よびその他ファミリ
ー/その他クラスの値
は、シナリオ準備の
目的でのみ、構成可
能な PIF に追加でき
ますが、モデル化処
理には不要です。

Excel PIF
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説明 注 ツール

5 PIF をインポートす
る

PIF を OpenLink に
インポートして戻す
前に、式を削除しま
す。インポートする
ファイル名の長さを
制限します。潜在的
なエラーについて、
インポート自動メッ
セージをチェックし
ます。

OpenLink

6 換算単位を実行する カテゴリーのモデル
化を処理依頼する前
に、換算対象 POS 数
が 0 であることを確
認します。

OpenLink

7 整合性チェックを実
行する

カテゴリー明細レポ
ート: ブランドおよび
デマンド・グループ
集約を使用します。
必要に応じてエラー
を受け入れるか修正
します。

OpenLink

8 コンテンツを編集す
る (該当する場合)

ブランド名を再度チ
ェックして、換算の
問題を修正します。
必要な単位を設定し
ます。この手順を再
度完了するまでに、
いくつかの手順のプ
ロンプトが表示され
る場合があります。

OpenLink

9 デマンド・グループ
関係の完成

デマンド・グループ
間に関係が存在しな
い場合、デマンド・
グループ関係表を完
成させる必要はあり
ません。「カテゴリ
ー・マネージャー」
ページに表示されま
す。

OpenLink
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説明 注 ツール

10 商品に属性設定済み
のマークを付ける

商品に属性設定済み
のマークを付けま
す。また、「属性未
設定数」列をゼロに
「リセット」して、
初回の属性設定が
IBM Omni-Channel

Merchandising の統計
担当者に送信された
後に、新商品を簡単
に識別できるように
します。

OpenLink

11 カテゴリー・ステー
タスを設定する

IBM Omni-Channel

Merchandising の統計
担当者に、カテゴリ
ーをモデル化する準
備ができたことを示
すアラートを送りま
す。統計担当者がこ
のアラート通知を受
け取るように登録し
ている場合には、E

メールを統計担当者
が受け取ります。

OpenLink

PIF と OpenLink UI の使用比較
この手順は、PIF を使用する場合と「コンテンツの編集」機能を使用する場合を把
握するために使用します。

以下の場合は、PIF を使用します。

v 新しいデマンド・グループ名を設定する必要がある場合。通常は、以下の条件に
該当する場合です。

v カテゴリーの属性設定を初めて行った

v カテゴリーに新しい商品ラインが導入された

v 最後の属性設定から 1 年を超える日数が経過した

v PIF を使用して、「オフライン」で属性設定を行う方が都合が良い

v Excel スプレッドシートを使用する (オフィスから外出中、UI が使用不可など)

以下の場合は、「コンテンツの編集」を使用します。

v 価格メンテナンスのため、新商品に属性を設定する必要がある

注: 新商品は、既存のデマンド・グループに入れる必要があります。

v ブランド名を修正する (「カテゴリー明細」機能を使用)

v 20 未満の商品の属性を設定する必要がある
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デマンド・グループに関するヒント
この参照は、デマンド・グループをよりよく理解するために使用します。

v デマンド・グループは、代替可能性が非常に高い商品です。

v デマンド・グループ内の商品は、価格と計測単位価格での商品間の差が比較的小
さい必要があります。

v デマンド・グループでは、同じデマンド・グループに属していても、プライス・
ポイントが均等でない商品を区別するため、サフィックスを付けることができま
す。

v PRM = プレミアム (プライス・ポイントが高く、最高品質のデザイナー商品とみ
なされる)

v REG = 標準 (良い商品、平均プライス・ポイントの商品。)

v ECON = エコノミー (プライス・ポイントが低く、最低品質のエントリー・レベ
ル商品とみなされる)

v TS = 試供品サイズ (通常は店舗の別の場所で販売される)

v IND = 業務用または大口サイズ (標準サイズ商品との「代替可能性」が低い)

v 試供品サイズおよび業務用サイズの商品は、それぞれ専用のデマンド・グループ
に分離します。

v 1 商品から成るデマンド・グループの使用は、特別な状況のみに限定します。

v デマンド・グループの商品は、お互いに対称になる形でカニバリゼーションを起
こすことに注意してください。デマンド・グループに非対称の関係が存在する場
合は、商品を 2 つのデマンド・グループに分離し、デマンド・グループ関係表に
より関係を制御します。

サイズ/計測単位に関するヒント
この参照は、サイズ/計測単位の詳細をよりよく理解するために使用します。

v 計測単位 (UOM) はデマンド・グループ内で一貫性がある必要があります。

v 試供品サイズや「ボーナス」商品は、サイズ・ファミリー/サイズ・クラス関係に
含めないでください。

v 場合によっては、顧客が実際に購入するものを反映するようサイズを変更する必
要があります (洗濯用液体洗剤の使用回数に対する重さなど)。

ドロップ (モデルに含まれない)
この手順は、PIF に商品をドロップする場合に使用します。

PIF からは絶対に商品を削除しないでください。削除せずに、PIF から商品を「ド
ロップ」してください。これは、商品がモデル化されないことを意味します。

PIF の商品をドロップするには、以下のようにします。

v 「モデルに含まれる」列を「いいえ」に変更します。

ドロップの対象となる商品は、以下のとおりです。

v 非売品

v 古くなった商品

第 11 章 クイック・リファレンス・ガイド 209



v 統計的に有意でない商品 (3 つ基準をすべて満たす必要があります)

v 顧客ステータス = 取扱停止

v 最終スキャン > カテゴリーの最終スキャン日より前 90 日

v 週平均数量が非常に少ない

v POS データがない商品 - POS データが欠落している商品はモデル化されませ
ん。これらの商品は PIF から「ドロップ」するか、あるいはそれらが新しい商
品/取扱中商品の場合は既存商品にリンクする必要があります。

商品情報ファイル (PIF) に関する一般的注意
これは、PIF の参照として使用します。

v PIF から情報を削除しないでください。モデル化しない商品はドロップしてくだ
さい。

v PIF を DT OpenLink に正常にインポートするには、PIF に式を含めないでくだ
さい。

v Excel ワークブックの先頭のスプレッドシートのみが DT OpenLink にインポート
されます。PIF をインポートする前に、ピボット・テーブルやフォーマット設定
を含む追加シートを削除してください。

v PIF のインポート時に追加列が組み込まれる場合があります。インポート処理で
は列ヘッダーを検索するので、ヘッダーを削除しないでください。

v PIF の列を再配列することもできます。インポートの際には順序は関係ありませ
ん。列の先頭の 2 行 (列の名前) のみが関係します。

v PIF をインポートした後は、OpenLink アプリケーションで行う変更は、保存済み
の PIF Excel スプレッドシートには反映されません。カテゴリーの処理の完了後
に、完成した PIF を再エクスポートすることをお勧めします。

PIF の詳細
この参照は、PIF の詳細をよりよく理解するために使用します。

PIF の属性:

注:

名前 説明 完成方法 ソース

参照商品コード 小売業者の商品コー
ド

変更不可 小売業者が定義する
商品コード

参照顧客商品キー 小売業者の商品番号
付けシステム。利用
できない場合は、商
品コードがデフォル
トになります。

変更不可 マップで定義される
商品コードまたは小
売業者 ID
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名前 説明 完成方法 ソース

モデルに含まれる 商品がモデルに含ま
れないように、「ド
ロップ」してくださ
い。これらの商品は
シナリオにも含まれ
ません。

商品をモデル化しな
い場合は、「いい
え」に変更します。

デフォルトは「は
い」です。

説明 Everyday Price

Management に送信さ
れる商品説明。

通常は変更しませ
ん。

小売業者の説明。小
売業者の説明が複数
ある場合には、マッ
プを確認します。

デマンド・グループ 代替可能性の高い商
品の集合体。

最大 50 文字の英数
字、スペースなし (語
句を分ける場合に
は、下線を使用しま
す)。英字から開始す
る必要があります。

デフォルトは、
「DEFAULT_demand

group」です。

サイズ 小売業者/ディビジョ
ン/カテゴリー・レベ
ルでのモデル化に使
用されるサイズ (測定
量)。このサイズは予
測できます。

数値。「無料または
ボーナス」商品であ
る場合、基本サイズ
にプラスして「無
料」の商品量を含め
ます。

小売業者の商品ファ
イル

計測単位 (UOM) モデル化および最適
化に使用する計測単
位。デマンド・グル
ープ内で一貫してい
る必要があります。

英字

CT、 OZ、 LOAD、
SHEET、 LB

小売業者の商品ファ
イル

ブランド モデル化に使用する
修正済み/予測済みの
ブランド。ブランド
は、PIF または
OpenLink の「カテゴ
リー明細」ページで
簡素化できます。

英字のみ。スペース
や正しくない文字
(&、/、""、*) を含ま
ないこと。

小売業者の商品ファ
イル

参照 DT ステータス 商品ステータス・リ
ゾルバー・ルールの
結果の集約により決
定されます。

変更不可 商品ステータス・リ
ゾルバーの結果 (実行
する場合)

参照顧客ステータス 小売業者から送信さ
れるときの商品ステ
ータス。

変更不可 小売業者のロケーシ
ョン・ステータス・
ファイル。値が送信
されていない場合
は、ACTIVE がデフ
ォルトになります。
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名前 説明 完成方法 ソース

参照現行小売価格 サマリー統計: 店舗間
での過去 12 カ月間
の現行小売価格の平
均 (読み込まれている
場合)

変更不可 小売業者の価格ファ
イル

参照平均スキャン価
格

サマリー統計: 過去
12 カ月間の数量加重
平均スキャン価格

変更不可 POS スキャン・デー
タから

計測単位当たりの参
照価格

サマリー統計: PIF の
情報で割った単位価
格

変更不可 PIF で算出

参照週平均数量 サマリー統計: チェー
ン・レベルの全店舗
間での過去 12 カ月
間の週平均数量。

アプリケーションに
ある週の記録がない
場合でも、数量のカ
ウントはゼロにはな
りません。

変更不可 POS スキャン・デー
タから

参照原価 サマリー統計: 現行原
価ファイルで送られ
た原価の、店舗間の
単純平均 (利用可能な
場合)。

変更不可 POS スキャン・デー
タから

参照スキャン日 (最
初)

商品を最初にスキャ
ンした日付 (全店舗
間)

変更不可 POS スキャン・デー
タから

最終スキャン日付 (最
後)

商品を最後にスキャ
ンした日付 (全店舗
間)

変更不可 POS スキャン・デー
タから

商品 ID IBM Omni-Channel

Merchandising が割り
当てる固有の在庫管
理単位 ID

変更不可 システムにより割り
当て

強調表示された行は、PIF での入力が必要なフィールドであることを示していま
す。
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名前 説明 完成方法 ソース

サイズ・クラス IBM OpenLink また
は IBM Price

Management に適用さ
れます。サイズ・フ
ァミリーの各アイテ
ムに番号/レベルが指
定されます: 8 oz =

SMALL、16 oz =

MEDIUM、24 oz =

LARGE

許容されるサイズ・
クラス・フォーマッ
トは、IBM Price

Management のカテゴ
リーに定義されたサ
イズ・クラスです。
サイズ・クラスが定
義されていない場合
は、デフォルトのサ
イズ・クラス
(XXX-LARGE、
XX-LARGE、
X-LARGE、
LARGE、
MEDIUM、
SMALL、
X-SMALL、
XX-SMALL、
XXX-SMALL) が使用
されます。これらは
後ほど IBM Price

Management で変更で
きます。最大 50 文
字。

サイズ・クラスに
は、ボーナス商品や
試供品/トラベル・サ
イズを含めないでく
ださい。

空欄

サイズ・ファミリー OpenLink または価格
に適用されます。サ
イズ・ファミリー
は、絶対的な基準を
基本にして (例えば、
Small < Medium <

Large の価格設定な
ど)、また、換算価格
による相対的な基準
を基本にして (例え
ば、大きなサイズの
商品は中サイズの商
品よりも良い換算価
格があるなど)、同じ
商品の異なるサイズ
の価格をどのように
設定するかを決定す
るルールとなりま
す。

英字。

最大 50 文字

空欄
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名前 説明 完成方法 ソース

ブランド・クラス ファミリー内の 2 つ
の商品を差別化する
値。この場合、ブラ
ンド・クラスがブラ
ンド・ファミリー内
の商品を差別化しま
す。

ナショナル、自社ラ
ベル、その他必要に
応じて定義される
値。最大 50 文字。

小売業者の商品ファ
イル。通常は空欄。

ブランド・ファミリ
ー

ルールにより比較す
る目的で 2 つの商品
を互いにリンクする
値。ブランド・ファ
ミリーは、通常、ブ
ランド間で比較され
る商品のタイプとサ
イズを示します。

英字。正しくない文
字文字 (&、/、*) を
含まないこと。最大
50 文字

小売業者の商品ファ
イル。通常は空欄。

事前価格設定済み 小売業者により提供
される事前価格設定
済みの商品を示しま
す。事前価格設定済
みの商品の場合、1

が入ります。事前価
格設定済み商品の価
格は、最適化中に変
更されません。

事前価格設定済み商
品 = 1

事前に価格が設定さ
れない商品 = 0

デフォルトでは 0 で
す。小売業者がこの
値を指定する場合、
値 1 は事前価格設定
商品であることを示
します。

ライン・グループ 小売業者により送信
されるライン価格グ
ループの値。

英数字。スペースや
正しくない文字
(&、/、*) を含まない
こと。最大 50 文字

小売業者の商品ファ
イル

その他ファミリー/そ
の他クラス 1 および
2

ブランド・ファミリ
ー/ブランド・クラス
がすでに利用されて
いる場合に、その他
の関係を確立しま
す。

必要に応じて定義し
ます。

空欄

参照レベル 1 から
12 のコード/説明

通常は、ホスト・シ
ステムから取得した
商品階層フィールド
です。デマンド・グ
ループ構造の概略を
把握するのに役立ち
ます。

変更不可 小売業者のデータか
ら
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名前 説明 完成方法 ソース

参照属性

昇順 (0 から 9)

店舗または在庫管理
単位属性値を店舗フ
ァイルまたは商品フ
ァイルで送る場合 (通
常は IT 部門が送り
ます)、商品テーブル
の属性フィールドを
使って PIF にそれら
の値を取り込むこと
ができます。

変更不可 小売業者のデータか
ら
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特記事項

本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものです。

本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM

の営業担当員にお尋ねください。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービス
に言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能
であることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を
侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用す
ることができます。ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの
評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒103-8510

東京都中央区日本橋箱崎町19番21号
日本アイ・ビー・エム株式会社
法務・知的財産
知的財産権ライセンス渉外

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。 IBM お
よびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状態で提
供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むす
べての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域によっ
ては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定の制限
を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜のた
め記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありませ
ん。それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではありませ
ん。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。
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本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプロ
グラム (本プログラムを含む) との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の
相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする
方は、下記に連絡してください。

IBM Corporation

1001 E Hillsdale Blvd.

Foster City, CA 94404

USA

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができま
すが、有償の場合もあります。

本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、
IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれ
と同等の条項に基づいて、IBM より提供されます。

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下で決定された
ものです。そのため、他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。
一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた可能性がありますが、その測定値
が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。さらに、一
部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があ
ります。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要がありま
す。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。 IBM は、それらの製品のテストは行
っておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の
要求については確証できません。 IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それら
の製品の供給者にお願いします。

IBM の将来の方向または意向に関する記述については、予告なしに変更または撤回
される場合があり、単に目標を示しているものです。

表示されている IBM の価格は IBM が小売り価格として提示しているもので、現行
価格であり、通知なしに変更されるものです。卸価格は、異なる場合があります。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。よ
り具体性を与えるために、それらの例には、個人、企業、ブランド、あるいは製品
などの名前が含まれている場合があります。これらの名称はすべて架空のものであ
り、名称や住所が類似する企業が実在しているとしても、それは偶然にすぎませ
ん。

商標

IBM、IBM ロゴ、および ibm.com® は、世界の多くの国で登録された International

Business Machines Corporation の商標です。
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他の製品名およびサービス名等は、それぞれ IBM または各社の商標である場合が
あります。

現時点での IBM の商標リストについては、www.ibm.com/legal/copytrade.shtml をご
覧ください。
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